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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──誰だれかが言った。

　生き方には二通りしかない。

〝奇き蹟せきなどまったく起こらないように生きる〟か。

〝全すべてが奇蹟であるかのように生きる〟かだ。

　彼に会うまで、私は奇そんな蹟ものなど信じてなかった──。




　　　　※




　どれだけ不思議な夢を見たとしても。

　東京の街は今日も平和で、そこに暮らす自分も、少しだけ貧びん乏ぼうなフツーの高校生のはずだった。

「…………」

　迫せまり来る、無数の光る魚の群れ。

　種類はバラバラ。大きさもバラバラ。しかも、なぜか海ではなく、空を泳いでいる。

　そんな魚たちが弾だん丸がんを思わせる速さで、こちらに向かってきていた。が、それでいて、自分の体にも頭にも緊きん張ちよう感かんはない。考えることと言えば、妙みように生活臭しゆうに溢あふれたことばかり。

　最近、魚高いんだよな、コストパフォーマンスで言えば、閉店間ま際ぎわの半額ブタコマのほうがマシ、それでも中々買えないけど──などと、悲しい独り言をつぶやいたところで。

「ん──」

　漆うるし葉ばリンカは布ふ団とんの上で目を覚ました。

「夢……？」

　なんだか、無数の魚に襲おそわれる夢を見たような気がする。

「……制服で寝ねちゃったのか」

　おかしな夢を見たのは、このせいだろうか。

「ふぁ……」

　あくびを嚙かみ殺しつつ、リンカはその場で身を起こした。辺りにはもちろん魚などいない。いつもの自分の部屋。さて、今日も学校学校、そして、放課後はバイト。あーけど、制服がしわになっちゃってる。どうしたもんか。家を出る前に、アイロンをかける時間があればいい……んだけ……ど？

　ふと、そこで気づいた。

　周囲の物が妙に高い位置にある。

　経年劣れつ化かでやや黄ばみが目立つ部屋の壁かべ。その前に置いてある、これまた古ぼけた戸と棚だな。唯ゆい一いつの家族である父が、廃はい品ひん回収業者から引き取って自分で修理したものだ。そのせいか、実は引き出しの一つが開かない。とはいえ、もちろん買い替かえる気はない。そんなお金はない。いや、この際、そういう話は脇わきに置いておくとして。

　とにかく感覚で言うと、普ふ段だんはちょうど目線の高さにあるはずの戸棚のてっぺんが、リンカの頭の上くらいにあった。戸棚だけではない。カーテンも窓も、台所へ続く引き戸もいつもより高く見える。

「……ん？」

　この安アパート、ついに床ゆかが抜ぬけたか？

　そんなことを寝ぼけた頭で考えつつ、リンカは自分の足元に目をやった。

　床は抜けてなどいなかった。

　いつも通り、表面の擦すり切れた畳たたみがそこにある。

　ただ、問題なのはどういうわけかその畳に自分の両足が深くめりこんでいることで──。

「!?」

　ぼんやりしていた頭があっという間に目を覚ました。と同時に、元々低かったリンカの視点がさらに下降する。重力があるのだから当たり前と言わんばかりに、その先にある畳など存在しないかのように体が急速に沈しずむ。そして、

「わぎゃあっ！」

　背中から思いっきり叩たたきつけられた。

　──何に？

　もちろん、下の階に住むおじいちゃんの部屋に置いてあったテーブルの上に、だ。

「う、上の階の……リンカちゃん!?」

　自分自身が撒まき散らした騒そう音おんと共に、そんな声が横から聞こえた。見ると、そこにいたのは、やはり下の階のおじいちゃん。だが、目を見開いてこちらを見ていたおじいちゃんは、次の瞬しゆん間かん、なぜか慌あわてたように視線を逸そらそうとする。

　それでやっと気づいた。

「はっ!?」

　服がない。
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　いや、正確には下着だけは着けていたのだが、さっきまで制服を着ていたはずなのに、いまのリンカは半はん裸ら姿だった。

「し、失礼しましたっ！」

　訳が分からないまま、こちらもまったく事情を理解できていない顔をしているおじいちゃんに謝り、そのまま部屋を飛び出す。なに？　なに!?　なにが起きた!?　なんで半裸？　自分の部屋にいたはずなのに、なんで下の階に!?

　アパートの階段を全速力で駆かけ上がり、部屋に飛び込んでから、リンカは大声で父を呼んだ。

「お父さん！　お父さん、いる!?」

　返事はない。朝から出かけているのか。それとも、昨夜ゆうべ飲みに行ったまま帰ってきていないのか。

「くそっ」

　床に落ちていた携けい帯たい電でん話わを拾って、登録してある電話番号の中から「父」を選ぶ。ふと見ると、床には自分の制服も落ちていた。そうだ。これだ。さっきまで、これをちゃんと着ていたはずなのだ。それが、なぜ──。

　だが、リンカがそうやって一いつ瞬しゆん、意識を呼び出し中の携帯電話から離はなしたとき、それはまた起こった。

「え……」

　折りたたみ式の携帯電話を持っていた自分の右手。

　その指先が携帯電話の裏側を音もなく貫かん通つうし、プッシュボタンの間からにょっきりと突つき出している。指に違い和わ感かんらしいものはほとんど感じられない。わずかに手を水の中に突っ込んだくらいの抵てい抗こうはあるが、それは到とう底てい、携帯電話を摑つかんだときの感かん触しよくではない。

「なにこれ……」

　電話も床も、まるで水みたいに──。

　気がつくと、また両足が床の畳に沈みかけている。

『こちらは留守番電話サービスセンターです』

　ついに摑めなくなり、床に落としてしまった携帯電話からそんな声が聞こえたが、リンカにはそれに注意を払はらう余よ裕ゆうなどなかった。

　さらにズブリと畳にめりこんでいく両足。思わず腰こしを屈かがめ、畳に手をつこうとしても、その手も畳の内側に沈んでしまう。

「お父さん！　早く帰ってきて！　家の中が変!!」

　完全にパニックになり、リンカが叫さけんだそのときだった。

「大だい丈じよう夫ぶ……？」

　ひょいとリンカの横から人ひと影かげが現れた。しかも、声が父のそれではない。

「ぎゃわああああ！」

　またしても叫んでしまった。今日何度目だろうか。

「だ、誰えぇ!?」

　そこにいたのは、自分とそう歳の離れていないように見える一人の青年。やや癖くせのある黒くろ髪かみが目をひく。そして、なぜか顔中に絆ばん創そう膏こうを貼はっている。

「落ち着いて。また下に落ちちゃうよ」

　混乱の頂点にあるリンカと違ちがい、青年はひょうひょうとした口調でそんなことを言った。そして、手にもっていたシーツをリンカの肩かたにかける。白い肌はだがあらわになっていたリンカの肢し体たいがシーツの下に隠かくれた。

　すると、青年はホッとしたように小さく息をつき、

「覚えてない？」

「は？」

「昨日のこと」

　き……のう……？

　昨日、昨日、昨日──。

　あっ。

　そういえば、何か……。
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　　　　１




　この季節は夕方になっても湿しつ気けと暑気が去らない。

「リンカって家遠いのにチャリ通なの？」

　クラスメイトたちにそんな声をかけられたのは、確か放課後だった。

　暮れなずむというほどではないが、やや赤みを増した東京の夏の空。

　今日も今日とて、愛用の自転車にまたがり、リンカが校門を出ようとしたところで、その三人組に呼びとめられた。名前は左から竜りゆう士し瑠る宇う、鳥とり羽う春はる萌も亜あ、亀かめ呂ろ手で明日あす菜な……だったと思う。正直なところを言えば、それほど仲がいい相手でもない。

「ああ。定期、高いから」

　嫌いやな予感を覚えつつ、それでもリンカが質問に答えると、予想通りというか三人組は笑いだした。

「ぷっ、マジで!?　貧びん乏ぼうって噂うわさ、本当なの？」

「昼もしょぼい弁当だもんね」

「可愛かわいいのにウケる！　今度、家に探検しに行っていい？」

　はい。仲がそれほど良くない理由はこれ。

　別にいじめられているというわけではないが、この三人、とにかく思ったことをすぐに口に出す。本音と建前の使い分けという概がい念ねんが頭にない。

「ば、馬ば鹿かにするなああああああああああああっ！」

　一声、三人組に叫びかえして、リンカは猛もう然ぜんと自転車を漕こぎ始めた。

　……あーもう。

　節約して何が悪い！

　職の安定していない父親のもとで、普ふ通つうに高校に行けるのは、この節約精神があればこそだ。しかも、脚きやく力りよくも鍛きたえられる。満員電車で痴ち漢かんに出くわすこともない。まさに一石二鳥、いや、三鳥ではないか。

　ちなみに、いまリンカがシャカシャカと漕いでいる自転車も、もちろん中古品。以前は警官だった父が、かつての同どう僚りようのツテを使って無料ただで手に入れた放置自転車を修理してくれたものだったりする。ただ、こう見えて、品質自体は悪くない。父いわく、

『元はメーカー品だからな』

　だそうだ。あれで放置自転車というのは意外に侮あなどれないものらしい。大たい抵ていはパーツが海外製の安物ばかりだが、中には中古屋でもそれなりの値がつく掘ほり出し物が眠ねむっていることもあるのだとか。

『ホームセンターで叩き売りされているやつより、間ま違ちがいなく長持ちするぞ』

　修理を一人でやってのけた父はそんなふうに言って笑っていた。実際、リンカが高校に入学したときから使っているが、故障したことは一度もない。それはいいのだが、どうせなら、その意外に器用な手先を活いかして、父にはちゃんと就職してほしいと少しだけ思う。

「とっと……」

　交差点を直進しかけたところで、リンカはブレーキをかけて自転車を減速させた。

　道を左折し、表通りを走る。今日はバイトのシフトに入っていない。新宿区の片かた隅すみにある自宅アパートまで一直線に帰るだけだ。夕食の買い出しはそのあと。スーパーの生せい鮮せん食品は時間が遅おそくなればなるほど安くなる。

　そんな女子高生らしからぬことを考えながら、リンカが表通りを軽快に走っていたときだった。

「？」

　自転車を漕ぎ続けるリンカの頭上を何かが通りすぎた。

　脚あしは止めずに顔だけを上げてみる。

　──鳥、だった。

　しかも、すばらしく太っている。鳥……そういえば、最近、鶏とり肉にくを食べていない。いいなあ、たまには丸ごと──そんな妄もう想そうが頭に浮うかんだところで、リンカはハッとなった。

　あれは……鳥じゃない。

　いや、訂てい正せい。鳥なのは間違いないが、空を飛ぶ生き物じゃない。

　丸々とした胴どう体たい、それでいて申し訳程度の翼つばさ、大きなクチバシ。

　そう、あれは──。

「ペンギンだあっ」

　ペンギンが空を飛んでいる！

　だが、声に出したリンカのことを、周囲を行き交かう通行人はなぜかいぶかしげに振ふり返った。同じ方向を見上げて、さらに首をかしげている。

　──噓うそっ。他ほかの人は気づいてないの？

　瞬しゆん間かん、リンカの脳のう裏りにこれまた女子高生、いや、夢見る乙女おとめらしからぬ思考が浮かんだ。

　空飛ぶペンギン、どう考えても珍ちん種しゆ。

　つまり、あれを捕つかまえて、売り払ったら……。

　一いつ攫かく千せん金きん、間違いなし！

「待てええええええええええっ！」

　そもそもペンギンが空を飛ぶわけがない、という常識的な思考に至らなかったのは、幸福だったのか、不幸だったのか──。







　そうして、空飛ぶペンギンを追い続けた結果、とうとう墨すみ田だ区くにまで到とう達たつしてしまった。

　道の先に建設途と中ちゆうのスカイツリーが見える。

「どこっ!?　空飛ぶペンギンは！　一攫千金はどこ!?」

　辺りはもう薄うす暗ぐらい。空は夕焼けに染まるというより、夕ゆう闇やみに包まれていた。

　ここまで一心不乱にペンギンを追い続けたが、さっき隣となりを追い抜ぬいていったトラックのせいで、一いつ瞬しゆんその姿を見失った。自転車を止め、リンカは懸けん命めいに目を凝こらして、暗い空の隅すみ々ずみを見み渡わたす。

　そのとき、それが見えた。

「なに、あれ……」

　暗あん鬱うつとした空にぽつぽつと浮かんだ光。一番星……のわけがない。数が多すぎる。第一、形が違う。

「光る……魚？」

　そう。それらは明らかに魚の形をしていた。種類も様々。観賞用の熱帯魚らしき魚もいれば、ごくごく当たり前のメダカのような形をした魚もいる。そんな無数の魚たちが発光しながら、空を泳いでいるのだ。まるで夏の河原を彩いろどるホタルの群れのように。

　けど、どうして魚が空を──リンカがそう思った瞬間、今度は背後で素すっ頓とん狂きような声があがった。

「奇蹟ミラクルゥ!!」

「わ──────っ！」

　突とつ然ぜんすぎて心臓が止まるかと思った。

　振り向いた先にいつの間にか立っていたのは、黒髪の青年。しかも、なぜか顔中傷だらけ。そのくせ満面に笑えみを浮かべている。

「なっ……」

　絶句するリンカのことなど構わず、その青年は大おお袈げ裟さな身み振ぶりで空に浮かんだ魚たちを指差した。

「素す晴ばらしい！　あの光景、まさに現代の奇蹟だ！」

　感かん極きわまったように叫さけんでから、不意に青年は視線をリンカに向けた。

「君にも視みえるんだ、漆うるし葉ばリンカさん」

「！」

　名前を呼ばれて、ようやく気付いた。

　この青年、自分と同じ学校の制服を着ている。

　とはいえ、

「な、なんで私の名前──」

「キレイな子だから」

「はあっ!?」

　臆おく面めんもなく言い切った相手の言葉に再び絶句するリンカの前で、青年はなおも話を続けた。

「僕もアレを追いかけてたんだ。空飛ぶペンギンに追われてる……」

　──え。
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「あの、光る魚たちをね」

　よくよく見れば、確かに青年の言う通りだった。光る魚の群れの後ろに最初に見たペンギンの姿がある。その様は、逃にげる魚を追っているように見えなくもない。

　しかし、だからといって、この光景はあまりにも異常すぎた。そもそも、なぜ魚が（もちろんペンギンもだが）空を飛んでいる？　光っている？　ペンギンに追われている？

　ここは南極の海ではなく、東京墨田区だ。

　いったい、何が──。

　そう思って、リンカが青年ではなく、改めて目を凝らして空を見上げたとき、「それ」は起こった。

　ふわふわと浮かぶペンギンから逃げ惑まどうように宙を泳いでいた魚たち。

　それらが弾はじかれたように一いつ斉せいに動きを速めたのだ。しかも、向かう先は地上。空を見ているリンカと青年のもとへ。

「え──」

　避さける間もない。

　多くの光る魚たちが立ちつくすリンカの体に激げき突とつした……と思ったら、そのまま内側に潜もぐり込んでいった。

　うそっ……。

　叫び声をあげようとした瞬間、眩暈めまいがした。

　意識が遠くなる。

　そして──。




　　　　２




　──現在に至る。

「気絶しちゃった君を、生徒手帳を見て家まで運んだってわけ」

　昨日と同じように唐とう突とつに出現した青年は、リンカの自宅でにこやかにそんな言葉を口にした。

「分かった？」

「分かるかああああああああああああああっ！」

　根本的に重要なところを説明しようとしない青年の顔を、リンカは絶ぜつ叫きようと共に正面から右手で摑つかんだ。五本の指に力をこめ、ギリギリと青年の顔を締しめ上げる。いわゆるアイアンクローというやつだ。

「ぐっ……き、君、力あるね……」

「父に格かく闘とう術を習ってますから──って、そうじゃなくて！　それで？　どうして、モノがすり抜けたりするんですか？」

「た、たぶん、あの光る魚と接せつ触しよくしたせいで、体質に変化が起きてるんじゃないかな」

「光る魚……」

「ほら、いまも」

「え……」

　とさりという音がした。

　何事かと思い、音の発生源を見ると、そこにあったのは一枚のシーツ。

　たったいま、半はん裸ら状態のリンカの体を覆おおっていたものだ。

「！」

「ね？」

「確かに……って、見るなああああああああああああああっ！」

　指の間から見える青年の両眼が下着姿の自分に向けられていることに気づき、リンカは真っ赤になった。今度こそ全力で青年の顔を締め上げる。さっきはあれでも一応、手加減していたのである。

「ぐあっ！」

　青年が一声あげて、白眼を剝むいた。が、それでリンカも別の事実に気がついた。

「あれ？　摑めてる……」

　自分の体がモノをすり抜ける──それならば、青年の顔も摑めないはずだ。

　気絶した青年を解放して、リンカはおそるおそるその場で立ち上がってみた。足の下にある畳たたみをしっかりと見み据すえながら。

　今度は足が畳に埋うまらなかった。

　一歩、二歩と足を進めてみても、異変は起こらない。

「歩ける……モノを意識してれば、大だい丈じよう夫ぶ、なの……？」

　小首をかしげるリンカの前で、畳に突つっ伏ぷした青年がぴくぴくと小刻みに体を震ふるわせている。




　　　　※




『おととい銀ぎん座ざの美術館が襲おそわれた怪かい盗とう事件の続報です。現場に居合わせた警官の証言によれば、犯人は煙けむりのように姿を消したと──』

　古めかしいＴＶから朝のニュースを読み上げるアナウンサーの声が聞こえる。

　怪盗……なんとも時代錯さく誤ごだが、それだけに耳に残る言葉だ。けれど、いまのリンカは特に気に留めなかった。むしろ意識は手に持ったリモコンに集中させ、慎しん重ちようにテレビの電源を落とす。

　そうして、部屋を出た。

「忘れもの、なし。服も着られたし……」

　ぶつぶつとつぶやきつつ、安アパートのきしむ階段を降りる。

　一階まで無事に降りられてホッとしたところで、ミスをした。

「うお！」

　なにげなく握にぎろうとした自転車のハンドルを、右手がすり抜けてしまう。

「あ、焦あせるな。集中集中……」

　言い聞かせながら、もう一度ハンドルに手をかけ、

「よし！」

　今度はうまくいった。

　が、そこに、

「あれ？　学校行くの？」

　この能天気な声。

　ついさっき気絶から目を覚ましたあの青年だ。

「いえ、病院です」

　きっぱりと言い切ってから、リンカは自転車にまたがった。

　この人に聞いたところで、何も分からない。なら、行き先は決まっている。

「物がすり抜ぬけるなんて病気、聞いたこともないですけど……このままじゃバイトにも行けないし」

　そうなったら、もう最悪に近い。食費、家賃、その他もろもろ。現在、我が家の支出の大部分は自分のバイト代で賄まかなっている。しかもバイト先は飲食店、接客業。物が体をすり抜けるたびにグラスを割っていたのでは、仕事にならない。というか、間ま違ちがいなく首になる。

　足の先にあるペダルを意識しながら、リンカは自転車を漕こぎ出した。

「あ、あれ？」

　けれど、なぜかペダルがいつもより重い。

　これも「病気」のせいかと思った途と端たん、

「病気か～」

　背中から聞き覚えのある声がした。

「もう少しポジティブに『超ちよう能のう力りよく』とか、どう？」

「は!?　うしろ、乗らないでください！」

　例の青年がのほほんとした顔で荷台にまたがっていた。しかも、注意しても降りる気配がない。

　──このぉ。

　言っても聞かないのなら実力行使とばかりに、リンカは青年を振ふり落とすべく、自転車を蛇だ行こうさせようとした。しかし、そのときだった。

　不意に肩かたから下げていた鞄かばんの中から「ジリリン」という音が鳴り響ひびいた。携けい帯たい電でん話わだ。

「っと……」

　青年を乗せたまま、リンカは自転車をいったん停車させた。鞄の中から携帯電話を引っ張りだし、受信ボタンを押す。

「はい、もしも──」

『もしもし！　リンカ！　いまどこだ!?』

「お父さん？」

　相手は父だった。ただ、妙みように声こわ音ねが切せつ迫ぱくしている。

「どこって──」

　携帯電話に耳を当てたまま、リンカは辺りを見み渡わたした。

　いつも通りの新宿区神楽かぐら坂ざかの表通り。

　時間が時間だけに、開いている店と開いていない店は半々といったところか。ただし、人の姿はもうかなり多い。

　そして、車道には走っている車と、

「家の近くだけど……」

　空中を飛んでいる車の姿があって──。

「……え？」

『俺もそっちに向かっているんだが……』

　携帯の向こうから聞こえる父の声がそんな言葉を発した瞬しゆん間かん、風を感じた。

　車道ではない。

　今度は歩道の上を飛んでくるワゴン車。

　一直線にこっちへ向かってくる。

「！」

　反射的にリンカは頭を下げた。その頭上すれすれを通過していくワゴン車。速度はそこまで出ていない。しかし、リンカの頭の上を通り過ぎたワゴン車は、当然のことながら、その後ろにいた障害物に衝しよう突とつし、

「うはあっ！」

　ワゴン車のバンパーが、リンカの自転車の荷台にまたがっていたあの青年を吹ふっ飛ばした。

「!?」

『なぜか、車が飛んできて……前に進めん』

　驚きよう愕がくに目を見張るリンカの耳に、また父の声が届いた。今度は苦しげな響きが加わっていた。

『必ず助ける！　待ってろ、リンカあああああああ！』

「お……お父さん……？」







「きゃあああああああっ！」

「こっち来るぞ！」

　新宿の道路に山が生まれつつあった。

　車、看板、ゴミ箱、信号機。

　そんな雑多な物が一か所に集中することによって出現した山。

　しかも、いまもなお、山は成長している。人間や動物以外の「物」を周囲から引き寄せながら。

「下がって！　通行止めです！」

　すでに警察や消防も出動する大おお騒さわぎになっていた。だが、いくら警察でもこんなものに対処できるはずがない。パニックに陥おちいる通行人の避ひ難なん誘ゆう導どうすらままならない状じよう況きようだ。

「な、なにこれ……今度は、なんなの!?」

　無論、その渦か中ちゆうにリンカもいる。愛用の自転車はすでに手元になかった。他の車と一いつ緒しよに、「何か」に引き寄せられてしまったのである。そして、道の向こうに見えるのは、雑多な物で形成された山。

「──ずっと考えてたんだけどさ」

「え……」

　不意の声に振り向いてみると、そこには例の青年の姿があった。ワゴン車にはね飛ばされたというのに、大した怪け我がは負っていないらしい。見かけによらず頑がん丈じような人だ。

「仮に、あの光る魚が全すべての原因だとすれば、突とつ然ぜん、『超能力』が覚かく醒せいしちゃった人……他にもいるんじゃないかって」

　その青年の言葉にリンカもハッとした。

　実は気になっていることが一つある。

　ついさっきの父との電話。

　すでに通話は切れていたが、最後の父の叫さけびは携帯電話からだけでなく、別の方角からも聞こえたような気がしたのだ。

　そう、あそこに見える山の中から──。

「まさかっ……！　お父さんが!?」

「君とはタイプが違ちがうみたいだけど」

　青年はなぜか目を輝かがやかせていた。

「そうじゃなきゃ説明がつかない、こんな奇き蹟せき」

　そんな……。

　リンカはもう一度、山に目を向けた。

　山の成長は未いまだ止まっていない。次々と周囲から物が飛んできては、合流を繰くり返している。

　そして、もう一つ。

　あの山、決して静止はしていない。

　ゆっくりとだが、動いている。

　それもこちらに向かって、だ。

「う～ん……」

　青年が今度は思し慮りよ深げな声を発した。

「手当たり次し第だいに引き寄せてる……念サイコ動キネ力シス、かなあ」

「！　んなこと言ってる場合ですか！」

　我に返ったリンカは青年の首根っこを摑つかんで、そのまま走り出した。もちろん自分たちのほうへ近づいてくる山から逃にげるためだったが、どういうわけか、リンカと青年が動くと、山のほうも地じ響ひびきと共にその動きを速めた。いや、それだけではない。リンカたちが道を曲がると、山も同じように道を曲がって、あとをついてくる。

「なんでこっち来るのおっ!?」

「そりゃ君のお父さんが中にいるからじゃない？」

「え──？」

「朝、電話で助けを呼んだでしょ？」

「あ……」

　それでやっと思い出した。

　あのときだ。

　突然、自分の体が床ゆかをすり抜けてアパート一階のおじいちゃんの部屋に落ちたあと。部屋に戻もどったとき。

『お父さん！　早く帰ってきて！　家の中が変!!』

　電話が繫つながったかどうか確かく認にんなどできなかったが、確かに自分はそう叫んだ気がする。もし、あの声を父が聞いていたとしたら、

『必ず助ける！　待ってろ、リンカあああああああ！』

　父の電話の最後の言葉とも繫がる。

「じゃあ……」

　逃げていた足を止め、リンカは背後から追いかけてくる山を振り返った。

　──私を捜さがしてるの!?

　その思いが『超能力』と重なって──。

「……リンカぁ……！」

　そのとき、また父の声がした。今度こそ間違いない。山の中から聞こえる。微かすかに。

「お父さん、しっかりして!!」

　思わずリンカも叫び返した。とにかく、父は自分を捜して、ああなってしまったのである。ということは、自分の居場所と無事なことを知らせれば、この大騒ぎも収まる……かもしれない。

「私はここだから!!　大だい丈じよう夫ぶだから!!」

　肺が空にならんばかりの勢いでリンカはさらに叫んだ。

　だがしかし、

「……リンカぁ……！」

　──聞こえてねええーっ！

「いや、届かないよ」

　リンカと同じように立ち止まって振り返った青年が、軽く頭をかきながら、そう言った。

「ここは美しい君のために何とかして助け出したいところだが……うーん、待つしかないかな」

　そんな芝しば居いがかった台詞せりふは、いまのリンカにとってはこの際どうでも良かったが、

「待つって……」

「お父さんの体力が切れるの。君も寝ねてるときは、超能力が発動しなかったろ？　中の人が意識を失えば、あれもきっと自然に崩くずれるよ」

「なっ、それまで待てって言うんですか!?　お父さん、元警官ですよ！　メチャクチャ体力ありますよ！」

　大体、待って、あの山が崩れたあとはどうなる？　物を引き寄せると言うが、その引き寄せられている物は単なるゴミばかりではない。車やバイクも混じっている。そこらの建築物の一部も含ふくまれている。

　リンカの脳のう裏りに新聞の見出しが躍おどった。

『怪かい現象の原因は、元警官！』

『被ひ害がい住民、巨きよ額がくの賠ばい償しよう金を請せい求きゆうか!?』

　まずい。

　果てしなくまずい。

　ただでさえ貧びん乏ぼうなのに、まともな生活を送れなくなるどころか、社会的にも死んでしまう！

「いや、でも」

　頭を抱かかえてうなるリンカの横から、青年が困ったように口を挟はさんだ。

「いまは逃げるしかないよ。君も油断すると、それだし」

「え……うわああああああっ！」

　意識がよそに向いていたせいか、今度はリンカ自身の『超ちよう能のう力りよく』とやらが発動していた。両足がアスファルトの地面に埋うまりかけている。

　あわてて地面から足を抜ぬきながら、リンカは頭の中で自問自答を繰り返した。

　──どうすれば。

　逃げる……逃げるって、そのあとは？

　自分もお父さんもどうなる──？
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　……母の面おも影かげはほとんど覚えていない。

　小さいころから、そばにいてくれたのは父だけだった。

「ねえ、ウチのお母さん、外国からいつ戻ってくるの？」

　あれは自分が何歳のころだったか。

　父にたずねると、父はほんの少し沈ちん黙もくしてから、こう答えてくれた。

「分からん。だが、それまでは俺が命がけでリンカを守る」

　命がけ。

　その言葉の重みを、幼いながらに、自分もちゃんと受け止めたつもりだったから、

「寂さびしいか？」

　続けて父からそんなことを問われたとき、笑って答えた。

「だいじょーぶ。お父さんがいるから」

　寂しくない、とは言わない。

　その言葉だと噓うそが混じってしまうから。お父さんは真しん剣けんな言葉で自分の問いに答えてくれたのだから。

　だから、答えはだいじょーぶ。

　二人だけの誕生日、二人だけの縁えん日にち、二人だけの入学式。

　なんだって、だいじょーぶ。どんなときだって、だいじょーぶ。

　それが本当の答えだから──。




　　　　※




「ずっと……二人きりだったんです」

　周囲の騒さわぎは収まっていなかった。

　逃げ惑まどう通行人、大声で避ひ難なんを呼びかける警官や消防団員。そして、あいかわらずじりじりとこちらへ近づいてくる、雑多な物で形成された山。

　リンカはその場に突つっ立ったまま、隣となりの青年に言った。

「頑がん固こで不器用な人ですけど……お父さんだけ置いていけない」

　青年がわずかに口を開きかけた。

　だが、リンカは青年が何か言う前に、さらに言葉を続けた。

「私なら、中まで抜けられるかもしれない」

　考えた末に、思いついたのはそれ。

　物を引き寄せている父、けれど、物をすり抜けられる自分。

「逃げるなら……これ以上、騒ぎが広がる前に」

「…………」

「二人で逃げますっ」

　目指すはこの道路の先に見える、あの歩道橋だ。







「ああっ、あれ！」

「女の子!?」

「危ない！　逃げてっ！」

　辺りから悲鳴があがっていた。

　当然だとリンカも思う。なにしろ、彼ら彼女らが目まの当たりにしているのは、もはや地鳴りに近い爆ばく音おんと共に、道を前方へ進んでいる巨きよ大だいな山と、その山の正面にある歩道橋の欄らん干かんの上に立った一人の女子高生。あと数十秒後に激げき突とつするのは間ま違ちがいない。

「失敗したら、けっこーエグいよ……？」

　離はなれたところにいる人々と違ちがって、すぐそばから心配げな声をかけてきたのは、あの青年だった。こちらはこちらで、リンカがついて来るなと言ったにもかかわらず、強ごう引いんについてきた。ここまで来たら、もう逃がす時間も余よ裕ゆうもない。

　風に母親ゆずりの長い金きん髪ぱつをはためかせながら、リンカは足元に目を向けた。

　対象物はすぐそこだ。

『いいか、リンカ──』

　ふと脳裏に、また父との思い出が蘇よみがえった。

　自分に格かく闘とう術を教えてくれたのは父。

　その鍛たん練れんの中で、父はこんなことを言っていた。

『どんなに生活が貧しくても、心の貧しい人間にはなるな。お前のまっすぐな蹴けりと心が、いつか人を救う日が来る』

　いつか……そのいつかがあるとすれば。

　いま以外にありえない。やるしかない。

　私には──。

「お父さんと磨みがきあげた蹴りもある……！」

　一声叫さけぶと同時に、リンカは欄干を蹴って、宙に躍り出た。体が何もない虚こ空くうを舞まう感覚。だが、それは一いつ瞬しゆんのことで、すぐさま重力に捕とらえられる。眼下に見える山の正面を覆おおっている車のボンネットが急速に近づいてくる。……違う。意識するのはそこじゃない。イメージすべきは、あの山の中央部にいるはずの父。そこに到とう達たつする自分。車などそこにはない。無視しろ。目に見えているものではなく、父の姿を思い出せ。たぶん、それで突とつ破ぱできる。

　リンカの足先がボンネットに触ふれた。

　しかし、当然撥はねかえされるはずの足はそのままボンネットの内側に沈しずみこむ……できた！　この感覚だ。

　このまま一気に中へ！

　たとえ、全ぜん裸らになろうが。

　逃とう亡ぼう生活になろうが。

　お父さんを救えるのは、私しかいないじゃないか！

「お父さんっ！」

　すべての障害物をすり抜けたリンカの目に、はっきりとその姿が見えた。

　多くの物に囲まれた父の筋肉質な体。

　障害物に構わず、リンカは左足を高々と振ふりかぶる。

「ごめんっ!!」

　──頭ず蓋がい粉ふん砕サイ蹴りキツク！

　子どものころ、誰だれかが勝手につけた技名はそれだったか。

　全体重を乗せたリンカの蹴りが、父の顔面に深々とめりこんだ。







　……割と自分は考え無しだということにリンカが気づいたのは、その直後だった。

　ぐしゃりという鈍にぶい音が聞こえた。さらには、巨大な金属同士がこすれ合う嫌いやな音。

　全身全ぜん霊れいを込めた蹴りの感かん触しよくは十分すぎるほどだった。間違いなく父は気絶した。ここまでは予定通り。しかし、だ。

　山が崩れようとしている。

　父が気絶したことによって力の源を失ったらしい。積もりに積もった車やら看板やらが支えを失いつつあった。それはつまり、このままだと間違いなく下した敷じきになるということだ。物をすり抜けられる自分一人なら脱だつ出しゆつできる。だが、気絶した父はそうはいかない。

　右手側にわずかに人間が通り抜けられそうな隙すき間まが見えていた。

　気絶した父を抱えてリンカはそちらに向かおうとする。しかし、あと一歩というところで、目の前に一台の軽自動車が降ってきた。

「わあああああっ！」

　地面に叩たたきつけられた軽自動車が発する凄すさまじい轟ごう音おんと、自分自身があげた悲鳴。だが、構っている余裕も時間もない。出口をふさがれた。どうする、どうする──っ！

　別の出口を探して、リンカが必死に周囲を見回したそのとき、

「奇蹟ミラクルっ!!」

　唐とう突とつに頭上から聞き覚えのある声が降ってきた。

「え……」

「すごいな。僕だけじゃどうにもできなかった」

　あの青年だった。いったい、どうやってここまで来たのか。驚おどろきに目を見張るリンカの前で、青年は軽かろやかに地面に降り立つと、父を抱かかえたリンカの肩かたを抱だき寄せた。

「奔はしるよっ」

　──はっ？

　声をあげる間もない。

　まさに瞬しゆん間かん。まばたきするほどの時間の中で、リンカの眼球に映っていた景色が一変する。

　そして──。







　リンカの目の前に青々とした空が広がっていた。

　崩くずれ落ちる自動車もない。看板もない。見物人の悲鳴や怒ど号ごうも聞こえない。

「おっ、人を連れて飛べた」

　すぐそばからは、そんな能天気な声。

　視点を足の下に向けてみる。自分や気絶した父が降り立ったのは、どうやらビルの屋上のようだった。手すりの向こうにもっと高いビルがあって、周辺は大勢の人で賑にぎわっている。そして、ビルの一階部分にはこんな文字の看板が。

　──池いけ袋ぶくろ駅。

「なっ……ここ……」

　間違いない。池袋だ。たった今まで新宿にいたはずなのに。

「なんでいきなり……」

「まあ、かいつまんで言えば」

　呆ぼう然ぜんとつぶやくリンカの背後から、どことなく楽しげな声が聞こえた。

「瞬テレ間ポー移テー動シヨンってやつ」

「！」

「まだ練習中だけど」

　おそるおそる後ろを振り返ってみる。

　そこにあったのはやはり絆ばん創そう膏こうだらけの笑え顔がおだった。

「な……何者ですか……？」

　おそらく最初にするべきだったその疑問をリンカがぶつけてみると、

「東アズマ京キヨウ太タ郎ロウ。たぶん超ちよう能のう力りよく者さ」

　青年は朝の天気でも教えるかのようなお気楽な調子で、そんなありえない答えを口にした。
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　超能力といえば──。

　手を触れずにスプーンを曲げたり。

　何もないところから火を出したり。

　人の心を透すかして覗のぞき見たり。

　遺留品から犯人の記き憶おくを読み取ったり。

　つまり、お金になる……かもしれないし、ならないかもしれない。

　どちらにしても、あんな大おお騒さわぎになってしまった以上、「私が超能力者です！」なんて名乗り出るわけにはいかないのだけれど……。




　　　　※




　翌日のことだった。

「…………」

　ヒュンと宙を飛んだ鍋なべが、布ふ団とんの上で起き上がった父の後頭部に張り付いた。

　いや、引き寄せられているのは鍋だけではない。テーブル、戸と棚だなの引き出し、みかん箱、部屋の中にあった種々様々な物が父の背中にくっついている。

　そして、大きな手の平で頭を抱える父。

「なぜだ……なぜ起きたら、部屋の物が……」

「お父さん、落ち着いて。昨日のこと、覚えてないの？」

　そばにいたリンカにたずねられると、顔の半分を見事に腫はらした父は、

「昨日……分からん。誰かに蹴られたような──」

「な、なんか変な病気なんだよ！　寝ねてれば大だい丈じよう夫ぶなはず！」

　あわててリンカは父の言葉を遮った。実際、蹴りのことはともかく、この異常な力についてはリンカとしても父にちゃんと説明したいところだが、リンカ自身も力のことはよく分からない。昨日のあの青年は、

『僕も以前、あの光る魚に遭そう遇ぐうしてさ。あれ、どうやら人間に眠ねむる奇き蹟せきの力……超能力ＥＳＰを覚かく醒せいさせちゃうみたいなんだよね』

　などと言っていたが、その青年でさえ、光る魚の正体については何も知らないらしい。

「と……とにかく私バイトだから。絶対に外、出ないでね」

　父に念を押してから、リンカはアパートの部屋を出た。

　本音を言えば、自分も父と同じように自宅に引きこもっていたい。丸一日経過して、物をすり抜ぬけてしまう自身の力の使い方には大分慣れてきたが、それでも気を抜くと、とんでもないところで発動してしまいそうになる。どう考えても「症しよう状じよう」ともっとうまく付き合えるようになるまでは、大人しくしていたほうがいい。しかし、悲しいかな、貧びん乏ぼうがそうさせてくれない。

　外は今日も快晴だった。

　平へい坦たんな道を歩くだけでも、すぐに汗あせが噴ふき出してくる。

　アパートをあとにしたリンカはいつもと違ちがい、徒歩で表通りに出た。上うえ野のにあるバイト先の喫きつ茶さ店てんにはそのまま向かわず、「あの場所」に向かう。

「はいはい、下がって！」

「まだ崩れる危険があります！」

　──新宿区神楽坂。

　予想通りというべきか、そこは人でごった返していた。

　事件の顚てん末まつを一目見ようと集まった見物人、そんな彼らを制す制服姿の警官たち、がれきの山と化した現場を片付ける作業員、事件の捜そう査さを行っているらしい私服刑けい事じの姿もある。

　もちろん事件の張本人……とまではいかないが、重要参考人扱あつかいを受けても不思議ではないリンカが、ほとぼりも冷めないうちにここへ近づくのは危険だったのだが、

「すみません！　その自転車、私の……」

　これのせいだった。昨日、あの青年の力でいきなり池袋まで運ばれたため、置き去りにしてしまったのである。

「これ？」

「は、はい」

　作業員の手で運ばれてきた自転車のペダルに足をかけてみる。幸い、故障はしていない。父も以前言ったとおり、モノが良いせいだろうか。

　だが、リンカがホッとしたのも束つかの間、

「女子高生よ！　白っぽい女の子が車の塊かたまりに入るのを見たのよ！」

　甲かん高だかい声に心臓が止まりそうになった。

　顔を隠かくしつつ、おそるおそる声のした方向に目をやってみる。すると、そこでは見知らぬ中年女性が警官の一人に激しい口調で訴うつたえていた。

　──やばっ。

　やはり目もく撃げき者がいた。

　あれだけ派手なことをしでかしたのだから当然か。けれど、この自転車をなくしたら、途と端たんに足がなくなる。学校にもバイトにも「走って」通わなければいけなくなる。

　これもまた貧乏のせい。

「あ、ありがとうございます」

　ともかく、さっさと退散しよう。

　自転車を運んでくれた作業員に小声で礼を言い、リンカは自転車にまたがると、一目散にその場から逃にげ出した。

　だが、そうやってあわてていたせいだろう。

　リンカはその声に気づかなかった。

　現場から走り去るとき、偶ぐう然ぜんすれ違ったように見えた人ひと影かげの一つが小こ馬ば鹿かにしたようにつぶやいたことに。

「フッ、白っぽい子ねぇ……」







　表面的には平静を装い、しかし、内心は戦せん々せん恐きよう々きようとしながら、台たい東とう区にあるバイト先の喫茶店に到とう着ちやくしてみると、

「や、一日ぶり」

「ひゃっ！」

　うわべだけの平静さが一いつ瞬しゆんで剝はがれ落ちた。

　店内の席の一つに、あの青年──名前は確か東アズマ京キヨウ太タ郎ロウだったか──が、のほほんと座っている。

「あの、なんで私のバイト先に……」

「え？　たまたま」

　あいかわらず人を食った青年だ。昨日あんなことがあったばかりなのに、今日また自分のバイト先に現れる。これがたまたま？　どうにも信用できない。

　ただ、青年、京太郎のほうはリンカの疑いの眼まな差ざしなどまったく気にしていない様子で、

「その金きん髪ぱつって地毛？　ハーフなの？」

　楽しそうな笑え顔がおでそんなことをたずねてきた。まるでクラスメイトのノリだ。

「え……あ、母が外国人で──」

　そういえば、これはクラス替がえのときの定番の質問だな、などと考えつつ、思わず青年の問いに応じかけたところで、リンカもハッと我に返った。

「──てか、そうじゃなくてっ……」

　しかし、そうやって意識を手元から離はなしたのがまずかった。

　左手に載のせていたトレイと、その上のグラスがずるりとリンカの左手をすり抜ける。

「わっ」

　そして、響ひびき渡わたるけたたましい破は砕さい音。ものの見事に砕くだけ散るグラス。

「スミマセーンっ！」




　　　　※




「今日はよく割るね、リンカちゃん」

　幸い、バイト先の店長は苦笑いと共に許してくれた。

「気をつけます。もうしません！」

　それでもリンカは平謝りに謝る。実際、このバイトをクビになると、自分と父は路頭に迷いかねない。

「苦労してるねー」

　それをこの男はぁ──。

「ア・ン・タのせいだろ。集中してないと、すり抜けちゃうんだよ」

「うわぁ……」

　あくまで笑顔の京太郎の顔をリンカは昨日と同じようにアイアンクローで締しめあげた。

　だが、それでも青年はまったくへこたれない。

　いや、へこたれるどころか、

「ゴメンね」

　気が済んだリンカが手を離すと、その手をすっと握にぎり、

「ただ、君のこと心配でさ」

「なっ」

　根本的なところで他人の感情に無む頓とん着ちやくなのか、それとも、単に何も考えていないだけなのか。

　青年のある意味では大だい胆たんな行動に、リンカは思わず顔を赤らめる。

　と、そのとき、カランという音と共に喫茶店の入り口のドアが開いた。

　ただ、入ってきたのは客ではなかった。その証しよう拠こに、先頭に立った大おお柄がらな男はカウンターの向こうにいた店長に近づくと、スーツの内ポケットから手帳を取り出し、

「失礼、警察ですが」

「!!」

　いったい今日、自分の心臓は何度飛び跳はねれば気がすむのか……。




　　　　２




「いま噂うわさの怪かい盗とう事件について、少々お話をうかがいたいと思いまして。ご協力をお願いします」

　──へっ？

　刑事を名乗った男の言葉に、リンカは一瞬ぽかんとなった。

　──私のことじゃ、ない？

「怪盗事件……ああ。テレビでやってたやつ？」

「そうです。それで……」

　店長と刑事が話を続けている。

　まとめると、こういうことだった。

　その出現は約二週間前。

　大胆にもわざわざ予告状を送りつけ、警察が警けい戒かいを強める中、死角から警備の警官をすべてなぎ倒たおし、多くの美術品や宝石を奪うばい取る。

　その名を、怪盗ブラック・フィスト──。

　刑事の用件が昨日の事件のことではないと知って一応安心したリンカも、そういえばそんなニュースをやっていたな、と思い出した。なんでも奪われた美術品や宝石はすでに十点近くになるとか。しかも、未いまだに侵しん入にゆうの手口は不明。

「ただ一つ分かっているのが」

　と、そこで刑事は声をひそめた。

「その男が煙けむりのように消えることくらいで」

「煙？」

「ええ。ともあれ、怪あやしい者を見かけたら、すぐに我々に連れん絡らくをお願いします」

　店長に頼たのむと、二人連れの刑事は店を出ていった。
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　間近から警察を名乗る人間が消えたことで、リンカも安あん堵どの息をつく。だが、

　──ん？

　ふと、それに気づいた。

　喫きつ茶さ店てん前の歩道を何か話し合いながら、歩き去っていく刑事たち。

　それは別にいい。問題は店の中だ。

「…………」

　あの青年、東京太郎が何やら妙みような動きをしていた。

　ついさっきまで、ゆったりとくつろいでいる様子だったはずなのに、いまは椅い子すの背もたれに隠れるようにして姿勢を低くしている。そして、その姿勢のまま、テーブルの端はしに置いてあった伝票をそーっと手に取ると、何やらカニ歩きのような足取りでレジまでやってきた。位置と体の向きを考えると……どうやら、店の窓に背を向けたいようだ。

　そうして、京太郎は支し払はらいを終え、「ごちそうさま」と消え入るような声でリンカに言い、そのまま店をあとにした。店を出たあとは、刑事が去っていった方向とは逆の方角に向かって歩きだす。

　──待てよ。

　リンカの脳のう裏りにさっきの刑事の言葉がこだました。

　煙のように。

　消える男……？

「しかしアレよね」

　不意の声はバイト先の店長だった。

「わざわざ店に協力要よう請せいなんて……もしかして、隣となりの美術館が狙ねらわれてんのかしら？」

　怪盗ブラック・フィストは、盗ぬすみに入るときに必ず予告状を出す。

　ということは──。

　リンカは店の窓からその方向を見た。

　落ち着いた佇まいを見せる街路樹の向こうに、近代的な造りの美術館の建物がある。




　　　　※




　夜遅おそくに帰ってくることはあるが、夜に出かけることは少ない。

　あれで父は元刑けい事じだ。性格的にそういうことでうるさく言うような人ではないが、だからといって放任主義というわけでもない。そもそも、帰りが遅くなる理由のほとんどはバイト。いわゆる夜遊び的なことをやったことは一度もない。……そんなお金もないし。

　だが、その晩、リンカは父に電話でバイト先の片付けが長引きそうだと伝えると、そのまま誰だれもいない喫茶店の店内に留とどまった。もちろん、片付けはとっくの昔に終わっている。店長も戸と締じまりをリンカに頼むと、そのまま帰っていった。

「…………」

　真っ暗な店内はしんと静まりかえっている。

　息をひそめて隣の美術館の様子をうかがってみると──。

　煌こう々こうとした明かりが見えた。本来であればとっくに閉館しているはずの美術館のあちこちに電気がついているのである。いや、館内外の照明だけではない。他ほかにも見えるのは多くのパトカーの赤色灯。そして、あちこちに立っている制服姿の警官たち。

　──やっぱり。

　声には出さず、心の中だけでリンカはつぶやいた。

　──隣の美術館が狙われてたんだ……。

　ただし、この場合の問題はそこではない。

　煙のように消える男……リンカは「それ」ができる男を一人だけ知っている。

　──もし、東さんが怪盗だったら、どうするべきなんだろう？

　さっきからリンカはその問いを頭の中で繰くり返していた。

　まず、第一に。

　盗みは悪い。絶対悪い。これは大前提。

　つまり、彼、東京太郎はちゃんと警察に捕つかまるべき……しかし、そこで別の問題がリンカの頭を悩なやませる。

　本人の弁を借りれば、京太郎は超ちよう能のう力りよく者だ。そして、彼の言い分を信じるのならば、自分も父も。さらに、彼は自分や父が昨日やったことを隅すみから隅まで知っている。

　──もし、あの人が捕まったら、私たちのこと話すかもしれないし。

　そうなったら、最悪だった。おそらく彼と一いつ緒しよに父と自分も捕まってしまう。故意ではなかったとはいえ、父の超能力が引き起こした騒そう動どうは立派な警察沙ざ汰たになっているのである。咎とがめられないはずがない。それは困る。非常に困る。捕まることもそうだが、その先を想像すると、さらに恐おそろしい。

『世紀の大発見！　超能力者は実在した!?』

　そんな大おお騒さわぎになったあげく、最後には「研究」と称しようして、妙な連中に監かん禁きんとかされるんじゃ……。

　とにかく、だ。

　脳裏に浮うかんだ嫌いやな想像を振ふり払はらって、リンカは暗い喫茶店の窓のそばを離れた。そのまま店の奥に向かう。

　なんとかして、警察より先に『犯人』を見つけ出す。

　そして、自分の手で「粛しゆく正せい」するしかない！

　昼間やっておけばよかったとチラリと思ったが、それはもう言っても仕方のないことなので忘れるとして──。

　リンカの目の前に、店で調理に使っているガスコンロがあった。その向こうにはタイルの壁かべ。そして、いまは見えないが、壁の先には店の敷しき地ちを区切る柵さくがあって、柵を越こえれば美術館の建物がすぐそこだ。

　もちろん、普ふ通つうの人間なら、こんなところから美術館の内部に侵入する術すべなどない。

　だが、リンカにとってそれは問題ではない。

　店の壁も美術館の壁もリンカは難なく超能力ですり抜ぬけた。美術館のこちら側には窓など一いつ切さいないので、この辺りには警官もいない。もちろん美術館の内部構造も、案内パンフレットを読んで頭に叩たたきこんである。

「…………」

　壁を抜けて美術館の内部にリンカが足を踏ふみ入れたとき、なんとなく昼に会った京太郎の顔が思い浮かんだ。

『ゴメンね。ただ、君のこと心配でさ』

　あのときの彼の目──。

　無論、人は見かけで判断できない。それは分かっている。自分だって見た目は普通の女子高生（着ている服は上から下まで安物だらけだけど）。それでも、こんな人間離ばなれしたことができる。

　ただ、あの目をした人間が盗みをするというのは、どうにも想像できなかった。すっとぼけた人ではあるが、昨日から色々自分を助けてくれたのは事実でもあるし……。

　──ま、まあ。

　忍しのび足で美術館の廊ろう下かを歩きながら、リンカは思い直した。

　犯人が別人だったのならば、別人だったときのこと。そのときはそのときで、犯人を叩きのめして、ついでに警察にも引き渡わたしておく。なんというか、正義のために。

　それでいこう──と結論を出したところで、しかし、リンカは気づいた。

　館内が……静かすぎる。

　廊下に明かりはついている。だが、辺りからは何の音もしない。それはおかしい。ここにはいま大勢の警官が詰つめているはず。

「てか──」

　そして、思わず声に出してリンカはつぶやいてしまった。

　なぜなら、物もの陰かげからうかがったその場所の光景があまりに予想と違ちがっていたからだ。

「…………」

「…………」

「…………」

　大勢の人間が床ゆかに倒れ伏ふしていた。防ぼう弾だんチョッキをつけた警備の人間──警官だ。その中には昼間に見た刑事の姿も混じっている。体をぴくぴくと痙けい攣れんさせているところを見ると、気絶させられているだけで、死んでいるというわけではなさそうだが。

　よく見れば、壁に設置された防犯カメラや警報装置も全すべて破は壊かいされていた。

「なにコレ……」

　どう見ても、すでに襲しゆう撃げきを受けたあと、といった様子だった。それでいて、この部屋に設置されている美術品の類たぐいは消えてなどいない。特に部屋の中央、ガラスケースの中に置かれた王おう冠かんらしき展示品。リンカの目から見ても高級そうな匂においがぷんぷんと漂ただよっているそれも手付かずのままだ。

　呆ぼう然ぜんとしたまま、リンカは部屋の中へ足を進めようとした。

　だが、その瞬しゆん間かん、不意に眼前の景色が歪ゆがんだ。

「!?」

　空間そのものがねじれるようにして視界がぼやけたかと思うと、そこに突とつ然ぜん、何かの影かげが浮かび上がる。影はまるで煙けむりのようにその範はん囲いを広げたかと思うと、人の形になった。ただ、普通の人影ではない。頭に……そう、まるでカラスのような奇き怪かいなマスクをかぶっている。

　そして、

「アレ？　ひと足、遅かったか」

　カラス男がしゃべった。

　途と端たんに硬こう直ちよくしていたリンカの体も動いた。こちらに背を向けて床に降り立ったカラス男のマスクをむんずと右手で摑つかむと、

「いまの声……」

　間ま違ちがいない。だが、万が一ということもあるので、一応マスクを剝はがして最後の確かく認にんもしといてやる！

　スポッという間ま抜ぬけな音を立てて男のマスクが抜けた。

「ん？」

　そして、こちらへ振り返ったのは、すっとぼけた顔──。

「東あああああああああああああっ！」

　問答無用でリンカはその細身な体を蹴けり飛ばした。

「うぼあっ！」

　悲鳴と共にカラス男、もとい、京太郎が吹ふっ飛んだ。しかし、リンカの怒いかりと勢いは収まらない。床に転がった京太郎のもとに駆かけ寄ると、ガシガシとさらに蹴りを浴びせる。

「何やってんですか!!　よりによって強ごう盗とうなんて!!」

「ひーっ！　ま、待った、待った！」

　これには京太郎もたまらなかったのか、背中を丸めてリンカの蹴りに耐たえながら声を張り上げた。

「僕は盗みも暴力も働いていないって！」

　──この状じよう況きようで信じられるか！

「ホ、ホントだってば。だって、いま来たばっかだもん。──それに」

　不意に京太郎の声の調子が変わった。

　いつものとぼけた感じではなく、腹の底から出したような低く、そして、真しん摯しな声。

「たぶん犯人も……まだこの部屋にいる」

　だから、犯人それはあんただろっ──と突つっ込みを入れそうになったリンカだったが、

「……ケケケ」

　突然、自分のものでも京太郎のものでもない声が鼓こ膜まくをかすめた。

　──は？

　驚おどろいて、リンカは京太郎を蹴っていた足を止めた。そこへさらに、

「誰かと思やぁ……こないだの鳥野や郎ろうじゃねぇか」

「！」

　そして、声とほぼ同時に「ガシャン！」という派手な音が部屋中に響ひびき渡った。見ると、あの高級そうな王冠が納められていたガラスケースが割られている。だが、ケースの近くに人影らしきものはない。誰もいないはずなのだが、続けて、目を疑うようなことが起こった。

　台の上に置かれていた王冠がふわりと空中に浮いた。

　比ひ喩ゆでもなんでもない。本当に浮いたのだ。まるで、そこに目には見えない誰かが存在して、王冠を手に取ったかのように。

　なっ──。

　目を剝くリンカの耳に、またさっきの声が聞こえた。

「おとといもボコボコにしてやったのに、まだ懲こりねーのかよ」

　ボコボコ……？

　その単語は妙みように頭に引っかかった。

　ボコボコ──おととい──そこまで考えたとき、リンカはハッと思い当たった。おとといと言えば、リンカがいま隣となりにいる青年、東京太郎と出会った日でもある。そのときの彼は確かに顔を絆ばん創そう膏こうだらけにしていなかったか？

「──んなことだから、オメーが怪かい盗とうだと間違われる」

　見えない誰だれかの声がまた言った。

　いや、

「こっちは名をあげるためにやってんのに」

　今度は声だけではなかった。

　空中に浮かんだ王冠の横。

　京太郎のテレポートによる出現とはまた様相が違うが、何もなかったそこに人影が浮かびあがった。こちらは真っ暗なテレビに電源が入り、画面にその姿が映し出されたかのような出現だった。

「まったくいい迷めい惑わくだぜ」

　性別は──女、だと思う。いや、間違いなく女だ。体にぴったりとフィットするラバースーツを身に着けた姿。にやりと笑った口元に何かくわえている。煙草たばこ……いや、違う。あれは棒付きのキャンディー？　歳のころは自分とそんなに違わない。
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「えーっと……誰、あの子……？」

「うん」

　リンカのつぶやきに、京太郎がうなずいた。さっきまでと違って今度は普ふ段だんと変わらないひょうひょうとした声に戻もどっていた。若じやつ干かん、苦笑い混じりではあったが。

「あっちが本物のね、怪盗ブラック・フィストさ」

「は──」

「捕つかまえようと思って追いかけてたんだけど。なんか、警察にも勘かん違ちがいされちゃって」

　そりゃマスクが怪あやしいからだろっ、と言いたいのをなんとかこらえ、リンカは隣で立ち上がった京太郎の横顔を振ふり仰あおいだ。

　すると、京太郎は何を思ったのか、一歩二歩と怪盗呼ばわりした相手の女に近づき、

「というか、やめようよ、君。せっかくの奇ミラ蹟クルのパワ力ーを……そんなことに使うのはもったいない。お金が欲しいのならもっと──」

「バーカ、ムカつくんだよ、テメー」

　だが、当然のように女は聞く耳を持たなかった。

「ウチは代々、盗とう賊ぞくの家系だ。金なんか問題じゃねー」

　しかも、このセレブ発言。……正直、少しだけうらやましいと思いかけてから、あわててリンカはその思いを振り払はらう。

「魔ま法ほう使つかいになった最強のあたしに説教なんざ垂れやがって。歯ぁ全部ベキ折ってやんよ」

　嘲ちよう笑しようと共に言い放った言葉とほぼ同時に、相手の影がまた霞かすんだ。周囲の景色に同化するように輪りん郭かくが薄うすくなり、その姿が再び見えなくなってしまう。

「き……消えた!?」

「透とう明めいになっちゃうんだ」

　リンカのあげた驚きよう愕がくの声に、京太郎が額に一筋の汗あせを流ながして応じた。

「彼女もたぶん超能力者エスパーで──」

　さらに京太郎が言葉を続けようとしたそのとき、リンカは微かすかな風を肌はだに感じた。締しめ切った美術館の館内。そこで起こるはずもない空気の流れを。

「おまけにボクサー……なんだよねええええええっ！」

　しゃべり続ける京太郎が目の前で顔面を歪めて吹っ飛ばされる。

「！」

　いまのは明らかに正面から強きよう烈れつなパンチを食くらった人間の反応だ。ハッとして、リンカも地面に叩たたきつけられた京太郎ではなく、京太郎を殴なぐり飛ばしたであろう誰かがいる空間に目をやった。

　しかし、そんなリンカの耳元で、

「つぅか、オメーら仲間？」

　正面じゃない。

　ステップで左に移動した!?

「わっ！」

　わずかに聞こえた床を蹴る足音と空気が振しん動どうする気配だけで相手の位置を予測し、リンカは両りよう腕うでで顔をガードした。そこへ放たれる相手の拳こぶし。何とか防いだ。相手もこの一いち撃げきで決めるつもりはなかったのかもしれない。パンチが軽かった。それで助かった。

「見てたぜ、昨日。オメーも魔ま法ほうであの塊かたまりン中に入ってったろ？」

　ひょっとして、父と自分が引き起こした騒そう動どうのことを言っているのだろうか。

　いや、いまはそんなことはどうでもいい。

　とにかく目に見えないというのは想像以上に厄やつ介かいだった。こっそりと背後に忍しのび寄られて襲おそわれでもしたら、ひとたまりもない。リンカはその場からバックステップで後ろに飛び、そこにあった美術品の石像を背にする。一応、相手は盗賊を名乗っているのだから、自分の盗ぬすむ対象があるこの位置ならあまり強ごう引いんなことはしてこないだろう──咄とつ嗟さにそう考えたのだが、この相手はその予想をあっさりと覆くつがえした。

「なっ」

　迷いなく一直線に再び駆け寄ってくる足音。

「ちょっと待って！」

　制止の声は届かない。相手に聞く気がまったくない。やむを得ず、リンカは自分の「力」を発動させた。石像を背にしたのはこのためでもあった。自身の体に石像をすり抜ぬけさせ、上半身を大きく後ろに反らす。この体勢の自分に攻こう撃げきをしかけようとすれば、石像自体を叩き割らなければならない。そんなことはさすがにできないはず……そう思ったのだが、相手はまたまたリンカの想像をあっさり超こえた。

「わああああっ！」

　館内に響く強烈な破は壊かいの音。リンカの眼前で自分がすり抜けた石像の首が根元から折れる。

　──ひぃっ。

　こんな高級そうなものを──。

「面おも白しれぇな。物をすり抜けられんのか」

　無理やり体を投げ出して床ゆかを横転することで、続く相手の打だ撃げきを何とかやり過ごしたリンカの耳に、また声が聞こえた。いや、それだけではない。

　再び破壊の音がした。床に落ちた石像の頭が砕くだけたのだ。様子から察するに、踵かかとの硬かたそうなブーツを履はいていたブラック・フィストを名乗る女が踏ふみつけたらしい。

「オメーもやっぱ、あの魚に出くわしたクチか？　ま、どの道、全身ベキ折ってやっけどよ」

「ちょっと！」

　リンカは相手の言葉を無視して思わず叫さけんだ。

「さっきから物を壊こわしすぎ！　弁べん償しようできんの!?」

「あ？　なんだよ、貧びん乏ぼう臭くせぇ」

　再び嘲笑が返ってきた。のみならず、今度は別のところに置いてあった石像が殴られでもしたのか、胴どうの部分から真っ二つになる。

「ケンカなんてオメー、ハデなほうが楽しいじゃねーか。どーせ、あたしは捕まらねーしよ」

「！」

　この一言と相手の一連の行動がリンカの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おを切った。

　庶しよ民みんの発想というなかれ。

　昔、放置自転車を修理して自分にプレゼントしてくれた父が言ったことがある。

『物を粗そ末まつにするってのは、そこに込められたものも粗末にするってことだからな。放置して捨てたやつにも言い訳はあるんだろうが、そいつはやっぱり言い訳だ』

　それは美術品だろうが自転車だろうが変わらない。

　リンカに言わせれば、

「……ここに在るものは全部、かけがえのない歴史や人の思い出が詰つまってる……」

　知らず知らずのうちに低い声になった。

「物の価値が分からないやつに、盗む資格なんてない！」

　この言葉に対する応答は、数秒の沈ちん黙もくだった。

　そして、

「……うっせーな」

　どういうわけか、相手の声の調子も少し変わった。冷えた声こわ音ねにほんの少しだけ苛いら立だちのようなものが加わる。

「うちの母親ババアみてえなこと言いやがって」

　ババア？　家族のことだろうか。

「そろそろ外のお巡まわりが来る……もうおしゃべりはやめだ」

「っ!?」

　一いつ瞬しゆん、頭の中で相手の言葉の意味を考えそうになったリンカは、即そく座ざに緊きん張ちよう感かんを取り戻した。再度、鼓こ膜まくを撫なでた微かな音。相手のブーツが床を蹴ける音だ。今度は間ま違ちがいなく本気で来る。

「よけんなよ？　また物が壊れるぜ」

　挑ちよう発はつのつもりか、そんな台詞せりふが付け加えられた。そして、相手が駆かけ寄ってくる気配。

「くっ！」

　足音の方向だけで位置を探さぐり、リンカは蹴りを放った。が、手ごたえはない。位置を予測しただけではやはり限界がある。リンカの放った蹴りはむなしく空を薙ないだ。

「ハズレだ」

　そして、聞こえた声の方向は、あろうことか自分の背後。

　──回り込まれた！

「死んどけ」

　やばっ。

　やられるっ──。

　だが、振り向きざま、リンカが予想される打撃に備えて歯を食いしばろうとした刹せつ那な、目の前の景色が突とつ如じよとして歪ゆがんだ。そして、相手の透明化能力とはまた違ちがう、ねじれた空間が元に戻るようにして、そこに出現する黒い影かげ。たったいままで、リンカも存在を忘れかけていたあの青年だった。東京太郎。

「なっ……！」

　驚おどろきの声はブラック・フィストが発したものだったのか。

　いましも殴られようとしたリンカの目の前に現れた京太郎は、自分の顔で相手の拳をまともに受けてみせた。だが、ついさっきと違うのは、今度はしっかりと足を踏ん張って、相手のパンチをその場で受け切ってみせたことだ。

　そのことが次の行動を可能にする。

　殴られながらも京太郎が自分の顔の前に右手を伸のばした。ぱしっという音。

「隙すきあり……」

「!?」

「やっと捕まえた……」

　この人……私の盾たてに!?

　目を見張るリンカだったが、京太郎のやったことはそれだけに留とどまらない。見えない相手──それを捕とらえるのなら、攻撃してくるその瞬しゆん間かんこそがまさに絶好の機会。相手が飛び道具でも持ってないかぎり、必ずこちらの体からだに触ふれてくる。そこで相手の体を摑つかんでしまえばいい。そして、いったん摑んでしまえば、京太郎にはさらに奥の手がある。

「奔はしるよっ！」

　その言葉はリンカに向けたものだったのだろう。相手を摑んだ手とは逆の手を京太郎はリンカに伸ばし、己おのれの超能力を発動させた。またもや視界がかすむ感覚。それは一秒にも満たない時間のことで、次に目を開いたとき、リンカの目には数メートルほど下にある地面と、そこに停車したパトカーが映った。

「な、なんだっ？」

「うわっ、お前たち！　どこからっ……」

　耳をかすめたのは警官の声らしかった。間違いない。ここは美術館の外だ。それもたぶん、警察の警備の真っただ中。

　不意にまた京太郎の声がした。

「あと頼たのむよ」

「はっ？」

「女の子、殴れないんだ」

「！」

　それでリンカも自分の役目を悟さとった。気づけば、例のブラック・フィストを名乗る女の姿が見えるようになっている。どうも京太郎のやったことに驚いて、己の能力の発動を忘れてしまったらしい。となれば、リンカのやることは決まっている。

「はああああああああああああああ！」

　宙に投げ出された身をひねり、リンカは高々と右足を振ふり上げた。体は京太郎の超能力から解放されたことにより、もう重力に従って落下を始めている。それも好都合だった。この体勢なら絶対に外さない。

「はっ!!」

　──頭ず蓋がい粉ふん砕サイ蹴りキツクっ!!

「ぐああああああっ！」

　リンカの放った渾こん身しんの蹴りが相手の顔面を捉とらえ、そのままブラック・フィストを名乗る女は真下にあったパトカーの屋根に叩きつけられた。




　　　　※




「ひ、人が空からっ──！」

「何事だっ!?」

　当然だが、周囲は大おお騒さわぎだった。

　騒ぎを聞きつけて、美術館の外を警けい戒かいしていた警官たちが次々と駆けつけてくる。

「か、怪かい盗とうだ！　怪盗がいるぞ！」

「なにっ!?」

「人ひと質じちも取っているっ！」

　ここで警官たちが言っている怪盗は、おそらくリンカが蹴りで気絶させた女のことではない。

　一いつ緒しよに姿を現した京太郎のことである。いったい、どこに隠かくし持っていたのか、この青年、リンカが引っ剝ぱがしたはずの例のマスクをまた頭にかぶっていた。警官に顔を見られたくないということらしいが、この場合、それがかえって良くない。警官たちにとっては、カラスのマスクを付けた人間のほうこそ怪盗なのである。人質というのは、どうやらその京太郎に抱だき寄せられるような姿勢で立っているリンカのことのようだが。

　どうする、どうやって誤解を解く──京太郎の胸に顔をうずめることで警官たちに顔を見られるのを避さけながら、リンカは冷や汗あせを流した。考えても考えても、良い言い訳がまったく思いつかない。

　が、そのとき突とつ然ぜん、京太郎が妙みように芝しば居いがかった仕草でリンカを抱いていないほうの腕うでを振り上げた。

　そして、

「聞くがいい！　警察の諸君っ！」

　振り上げた腕を下ろし、足元で気絶している女を指差すと、

「この少女こそが、怪盗事件の真犯人、ブラック・フィストだ!!」

　少女……確かに歳は自分と近いように見えたが。

　いや、それよりいきなりそんなことを言われたところで、

「なっ!?」

　無論、警官が簡単に信じるはずもない。

　やはり無理だ──だが、そこで不意にリンカの肩かたに置かれたままだった京太郎の手に力が籠こもった。

　さすがにハッとして、リンカは京太郎の腕の中からその顔を見上げた。

「何であれ、力を得るということは、それだけの責任を負うということだ……」

　マスクをかぶった京太郎が今度は静かに言葉を重ねた。

「善悪が曖あい昧まいな世界だからこそ、僕らには正義を守る義務がある」

　そこだけは芝居がかってもいなければ、普ふ段だんのとぼけた口調でもなかった。どこか沈ちん痛つうなものさえも含ふくんだ京太郎の声。一瞬、リンカは自分の心臓がドクンと音を立てるのを自覚した。そうさせるだけの重みが京太郎の声と言葉にはあった。そして、最後に聞こえた京太郎のつぶやき。

「超能力ＥＳＰに勝てるのは……超能力ＥＳＰだけなんだから」

　おそらくそれを聞いたのはリンカだけだったのだろう。

　その証しよう拠こに、呆ぼう然ぜんと京太郎の演説を聞いていた警官の一人がようやく発した言葉はこうだった。

「お前は……何者なんだ？」

「ん？」

　ほんの少し京太郎が首をひねる。

　たちまち、たったいまの沈痛な空気が霧む散さんした。

　そうして、京太郎は再び芝居がかった仕草を取り戻もどすと、

「我が名はクロウ・ヘッド！　新時代の正義の使者だ!!」

　数秒の奇き妙みような沈黙──。

「え──────────っ!?」

　そして、続けて沸わき起こったのは、警官たちの素すっ頓とん狂きような叫さけび声。ちなみにこれはリンカの心の声とも完全に一いつ致ちしている。

「ではまた会おう！　諸君っ！」

　叫ぶなり、京太郎はまたもや自分の超能力を使った。抱き抱かかえたリンカと共に別の空間に飛ぶ。

　──変だっ!!

　やっぱり、この人、変っ！

　急に妙な説得力を持った言葉を口にしたかと思うと、子どもじみた正義のヒーローごっこをやったり。

　そのくせ、普段は完全なオトボケ──。

　この人のことがさっぱり理解できない。分からない！

　胸のうちでリンカが何度も何度も繰くり返しつぶやいていると、また周囲の景色が一変していた。最初に「奔った」ときもそうだったが、どうやら再びどこかのビルの屋上にテレポートさせられたらしい。

　そこでようやく京太郎はリンカの体から手を離はなすと、かぶっていたマスクを外した。

　そして、にこりとした笑え顔がおをリンカに向ける。

「できればリンカさん、これからも力を貸してほしい」

「うええっ!?」

　いきなりの申し出に、思わずリンカは鳥が絞しめ殺されるような声で叫んでしまった。

　京太郎のほうはまったく頓着せず、

「あの光る魚たちがどこかで飛び続けている以上、まだ他ほかにいないとも限らない……あの怪盗や僕たちと同じ超能力者」

　この言い分にはさすがにリンカもギクリとさせられた。

　そうだ。確かに超能力者は実在した。自分や父、そして、京太郎の他にも。

　では──。

　この東京まちはこれからいったいどうなる？
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　──誰だれかが言った。

　生き方には二通りしかない。

〝奇き蹟せきなどまったく起こらないように生きる〟か。

〝全すべてが奇蹟であるかのように生きる〟かだ。

　私は今、奇蹟の意味を知ろうとしていた──。




　　　　※




　騒そう々ぞうしいテレビの音が、ときに一人である自分を強く意識させるように。

　静せい寂じやくは騒そう音おんのあるなしに関係なく、心で感じるものだと思う。

「シゲチー、一緒に帰ろうぜー」

「あ～塾じゆく、だるぅ～。うざぁ～」

「ねえねえ、今日、カナコんちに遊びに行っていい？」

　放課後の教室は明るくざわめいていた。

　一日の授業が終わった解放感からか、にぎやかな声をあげ、教室をあとにしていくクラスメイトたち。

　耳には届いても、心には響ひびかないその声を聞きながら、ランドセルに教科書と筆記用具を詰つめ込む。

　そこで不意に、声の一つが自分に向けられた。

「あ、あの……江え戸ど山やまさん」

　こわごわとした呼びかけに顔を上げてみると、おさげ髪がみの同級生が不安げな目をこちらに向けていた。名前は確か、渡わた邉なべさんだったか。難しい字だったので、かえって名前を覚えている。

　ちなみに教室で誰かに声をかけられたのは、今週になって初めてのことだった。

「えとね……私たち、今日は日直だから、その……」

　言いにくそうに告げたあとで、渡邉さんは最後には言葉に詰まってしまう。

　困らせるのは本意ではなかったので、仕方なくこちらから話を先に進めた。

「日誌はもう書いたよ。先生のところには私が持っていくから」

　そう言うと、渡邉さんの顔に明らかにホッとしたような表情が浮うかんだ。

「そ、そう。じゃあ、私は花か壇だんにお水をあげておくから」

「うん」

　会話はそれで終わり。用件も終わり。

　渡邉さんは自分のそばから離れ、遠巻きにこちらを見ていた仲良しグループの輪の中へ戻っていく。そして、自分は再び黙もく々もくとランドセルに荷物を詰める作業に戻る。

　何もおかしなところはない……のかもしれない。

　でも、この教室は静かすぎて。

　少し嫌いやだ。







　職員室に日誌を持っていくと、なぜか担任の先生に褒ほめられた。

「江戸山さん、いつも真面目まじめで助かるわあ。クラスのみんなが江戸山さんみたいだったら、いいんだけどね」

　ほんの少し、ひねくれた人間になって、先生の言葉の裏にあるものを予想してみる。

　──この子が問題児でなくて良かった。

　下手へたに強く叱しかろうものなら、面めん倒どうなことになりかねないから──。

　もちろん、実際は違ちがうのかもしれない。先生は純じゆん粋すいに褒めてくれただけなのかもしれない。でも、それは誰にも分からない。

　人はいまそこにあるものしか見えないのだから。当然、自分も……。

　校門を出てから、学校の近くにあるスーパーに寄ったあと、電車に乗った。

　静寂は続いていた。

　ガタンゴトンと揺ゆれる電車の箱の中から、ぼんやりと外の景色を眺ながめる。

　ふと、数日前、父から言われた言葉が頭をよぎった。

『ペットなどいかん。遊んでいるヒマがあったら勉強しなさい。何のために私立にやったと思ってる？』

　ペット……ペット？

　たぶん違う。

　駅で電車を降りてから、その場所に走った。

　お台場。レインボーブリッジ。

　公園にたむろするカップルや家族連れの観光客には目もくれず、橋に辿たどりつく。この橋、一番上は車両しか走れない道路だが、下層部にはちゃんと歩行者も渡わたれる通路がある。そして、橋の管理者だけが入ることができる点検用の区画も。

　いつごろからそのドアが開いていたのかは知らない。

　ただ、とにかく「関係者以外立ち入り禁止」と書かれたドアは開けっ放しになっていた。こっそり点検用の区画に忍しのびこむ。

　静寂がようやく薄うすれつつあった。

　鼓こ膜まくを打つのは、遠くから聞こえる車や電車の音と、弾はずむ自分の呼吸音だけ。けれど、もう静けさは感じない。

　非常用のはしごを降りて、その場所に辿りつくと、遠くから「クエッ」という微かすかな声がした。

「おーい」

　声の方角に向けて明るく呼びかけてみる。

「また御ご飯はん持ってきたよー」

　来る前にスーパーに寄ったのはそのため。買ったのは新しん鮮せんな生魚だ。

「ペー」

　今度は比ひ較かく的てき近くで声がした。

　そして、その子が姿を現す。

　丸く膨ふくらんだ胴どう体たい、ユーモラスに色分けされた体毛、そして、歩くたびにぴょこぴょこと動く小さな翼つばさ。

　ペンギンだ。

　最初に見つけたときは、本当にびっくりした。なんでこんなところにペンギンが──水族館から逃にげてきたのかな、と。

　あと、やっぱり可愛かわいいな、って。

「ゴメンね。毎日来られなくて」

　近づいてきたペンギンにさらに声をかけると、ペンギンはまたひょこひょこ歩いて、こちらへ寄ってきた。

「ハハ、もう逃げないんだ？　やっと馴なれてくれた？」

　そのことがとてもうれしい。学校では笑えない顔も知らず知らずのうちに笑顔になってしまう。

「はい」

　ラップを破って魚を取り出すと、ペンギンに向けて差し出した。

「ペギィーッ」

　ペンギンはうれしげな声をあげて、魚にかぶりついた。ぱくりとくわえると、そのまま自分の首を伸のばして丸まる吞のみする。

　ペット……じゃない。

　この子は友達。

　私、江戸山紫むらさきのたった一人の友達、ペギィ。
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　ちゃぶ台の上に今日の朝食が並んでいる。

　メニューは炊たき立ての熱々ご飯、豆とう腐ふのお味噌みそ汁しる、納なつ豆とう──以上。

　だが、質素とはいえ、栄養価は抜ばつ群ぐんのものばかりだ。素す晴ばらしきかな、日本の朝食。これぞ和の真しん髄ずい。……もちろん、付け加えられるものなら魚の干ひ物ものくらいはメニューに加えたいところだけれど、最近、魚は本当に高い。あれはもはや高級食材の一種。

　というわけで、おかずは納豆と味噌汁という結論になる。

　例の怪かい盗とう少女をリンカが捕つかまえてから、すでに二日が過ぎていた。

　眠ねむい目をこすりつつ、リンカが自分で作った味噌汁をすすっていると、不意にちゃぶ台の上に置いていた父のご飯茶ぢや碗わんがズズッと横に滑すべった。茶碗はそのままちゃぶ台の端はしから勢いよく空中に飛び立ち、離はなれたところに座っていた父の手の中に納まる。

「見ろ、リンカ！　練習で大分引き寄せる物を選べるようになったぞ！」

「おお、すごい」

　素直に感心してから、リンカは箸はしを置いて考えこんだ。

「どうにか、これで稼かせげないもんかな……イリュージョンとか、超ちよう能のう力りよくアイドルになるとか……」

「ダメだ！　テレビなど許さん！　化け物扱あつかいされるだけだ！」

　なら、ちゃんと働いてよ、という突つっ込みは置いといて、この父の意見はごもっとも。自分たちがやってきたことを考えると、騒さわぎになったり、目立ったりするのは一番良くない。それに、どうせ私は上がり症しようだし、このままじゃ人間と言えるかどうかも怪あやしいし。

　世間では未いまだにここ数日で頻ひん発ぱつした怪かい事件のことが報道され、内心ビクビクしながら過ごす毎日。

　できれば、これ以上変なことに関かかわりたくないのだけれど……。
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「やあっ、リンカさん。話があるんだけど、一いつ緒しよにお昼どう？」

　……しかし、一番変な人が同じ学校にいたりするのだった。

「えーなになに？　リンカ、彼氏ーっ!?」

「二年の先せん輩ぱいじゃーん。すごーい、貧びん乏ぼうなのに！」

「ちがあああああああああうっ！」

　はやしたてるクラスメイトたちに対して全力で否定しておいてから、リンカは堂々と自分の教室までやってきたその相手──東アズマ京キヨウ太タ郎ロウの首根っこを引っ摑つかんでクラスを飛び出した。向かう先は……ああ、この際どこでもいい！　人がいないところなら！

「はあっ……はあっ……」

　そうして辿たどりついたのは校舎裏だった。

　明るい校庭と違って、こっちは昼休みでもろくに人がいない。到とう着ちやくするなり、京太郎を放ほうりだし、がっくりとリンカはその場で膝ひざをつく。もちろん、この程度で体が疲つかれたりはしない。しかし、精神的な疲ひ労ろう度はこの時点でもう限界ぎりぎりだ。

　一方、その疲労の原因以外の何物でもない京太郎のほうはケロリとしていた。

　リンカの呼吸が整うのを待ってから、

「じゃ、まず一つ」

　楽しそうに口を開き、ついでに京太郎は手に持っていた自分の弁当箱も開き、リンカの目の前に差し出してくる。……む、なかなか豪ごう勢せいな中身だ。この人、それなりのブルジョワか。

「超能力でしか対応できないような難事件や人命救助に、積極的に参加しましょうっ！」

　しかし、頭の中身は紳しん士しとは程ほど遠とおい。たぶん。

「はっ？」

「そして、その活かつ躍やくで認にん知ち度どを上げ、大衆とメディアからの支持を取り付けます」

「はあっ!?」

「その結果、最終的には警察や政府組織から協力や応おう援えん要よう請せいが来るようになれば、もう一人前でしょう」

「え……と……」

　もう驚おどろきの声をあげるのも億おつ劫くうになってきた。

「なんの話でしょうか……？」

「もちろん！」

　リンカがとつとつと問いかけると、京太郎はやはり力強く弁当箱を差し出してきた。

「僕らが正義の使者になるための『英雄ヒーロー計けい画かく』さ!!　あと、おかず食べなよ！」

　おかずはこの際どうでもいい。いくら貧乏といっても、自分もちゃんと弁当くらいは用意している。

　僕ら、だと……？

「…………」

　一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくしたあとで、

「うええ……」

　リンカの目から本気の涙なみだがこぼれた。

　だめだ。

　この人が近くにいたら、私、確実に破は滅めつに巻き込まれる……。

「しかし、僕の記事がないな、この新聞。ちゃんと正義を名乗ったのになー」

　さめざめと泣くリンカの横で、京太郎はどこに隠かくし持っていたのか、今朝の朝刊を取り出して開いていた。

　そこには先日の美術館で発生した怪盗事件の記事が載のっている。

　ただ、記事の内容は事件解決を告げるものではなかった。

　実際、例の怪盗事件に関する警察の発表はかなりあやふやな内容だった。容疑者らしき人物を拘こう束そくしたという言葉はあったが、それ以上のことは捜そう査さ中の一点張りだ。まあ、当然ではあるのだろう。そもそも、あのときの状じよう況きようを思い出してみるといい。確かに京太郎とリンカは怪盗ブラック・フィストを名乗る女……ではなく、少女を警察に引き渡わたしはした。しかし、彼女が本物の怪盗ブラック・フィストである証しよう拠こなど、どこにもないのである。あるのは、彼女が怪盗だと宣言した京太郎の言葉だけ。警察にしてみれば「犯人を捕まえました、めでたしめでたし」と言えるだけの根こん拠きよがあまりに薄うすすぎる。おそらく、あの少女のこと、いまは警察内部でもどう扱あつかっていいのか、困こん惑わくしている最中なのではないだろうか。

　いや、それ以前に、だ。

「なんで、そんなにヒーローになりたいんですか」

　ようやく泣きやんだリンカはそう言って立ち上がった。

「無理ですよ、この現代で……いまのとこ、ただの怪かい人じんだし。お金になるならまだしも、そんな趣しゆ味みに付き合う余よ裕ゆうないです。もう……私に関わらないでください」

　最後にもう一言、付け加えて、背を向ける。

「私は一人で人間に戻もどる方法を探します！」

　はい、これでこの人との付き合いも終わり。縁えんも終わり。

　自分の胸にそう言い聞かせつつ、リンカはその場から歩き去ろうとした。が、そこで背後から「うーん」という声が発せられた。

「戻る方法は……やっぱり原因である、光る魚、かな？」

　ダメだと思いつつも、その言葉にはリンカの足も止まってしまう。

「一応僕も調べてるけど、魚は夜しか現れず、見える人と見えない人がいる。だから、未だにニュースでは騒がれていない」

　さらにダメだと感じながらも、ついつい話に引き込まれ、振ふり向いてしまった。

「大体、空を回遊したり、人体に潜もぐりこんだり……あれが生物である可能性は低いよ。もしかすると、プラズマだの幽ゆう霊れいだのみたく、何かのエネルギー体なのかもしれないし」

「そんなの、どうやって探せば──」

「うん」

　思わずつぶやいたリンカの言葉に、京太郎は「得たり」とばかりにうなずき、にっこり笑って空を指差した。

「手がかりなら、あるさ」

「手がかり？」

「魚を追いかけてた、あのペンギンとか」

　あ──。
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「ビューリホーッ」

　そう叫さけんで両手を広げた京太郎が見上げた先には、巨きよ大だいな橋があった。

　美しい流線を描えがきながら、海を渡る橋。

　お台場のレインボーブリッジだ。

　ペンギンの居場所になら心当たりがあるという京太郎に連れられて、やってきたのがこの場所だった。

　橋の先に見える空はすでに夜空に変わりつつある。

「体の模様からして、あのペンギンは南米に棲せい息そくするタイプで、海岸の岩場で割れ目や穴に巣を作るらしいんだ」

「南米……？」

　京太郎の言葉にリンカは小首をかしげた。

「ペンギンって南極だけかと思ってた……」

「世界中にいるよ。ガラパゴスなんかにも。まあ、それはともかく──形がそういうペンギンで、更さらに飛行能力があるなら、人目に付きにくい高所に巣を作るんじゃないかな？」

「それで……お台場、ですか？」

「うん、目もく撃げき情報もこの辺が多いしね」

　人目に付きにくい高所、割れ目や穴──確かに、鉄筋が複雑に入り組んだ構造のレインボーブリッジには、それに近い空間がないこともない。

　京太郎と同じように、リンカも巨大な吊つり橋ばしを見上げた。ちなみにいまリンカと京太郎が立っているのは、この辺りを周遊する遊覧船の甲かん板ぱんの上である。京太郎が二人分の運賃を払はらって、この船に乗せてくれた。

　──それは本当に感謝なんだけど。

　一度、橋を見上げたあとで、リンカはちらりと辺りの様子にも目をやった。

　周囲はにぎやかだった。遊覧船は繁はん盛じようしているらしい。それはいいのだが、船の客はとにかく男女の二人連れが多い。

　──カップルばっかり……。

　なんというか、照れくさいというか、いたたまれないというか。しかも、いまの自分はペンギン捕ほ獲かく用の大きな網あみまで手にしているものだから、周囲の景色からかなり浮ういている……ような気がする。さらに、本音を言えば、いつか自分もこういうところに恋こい人びとと来てみたいという願望も少しはある。

　──まあ、いまはそれどころじゃないけど。

　お金ないし、休日はバイトだし。そして、何より普ふ通つうの人間に戻らないといけないし。

　ついでに、捕つかまえたペンギンが高値で売れるようなら──と、やや守しゆ銭せん奴ど的な思考に陥おちいりかけたとき、ふとリンカは我に返った。

「てか、いま──目撃情報って言いました？」

　確認を取ると、京太郎はごくあっさりとうなずいた。

「うん。あのペンギンは魚と違ちがって実体があって、他ほかの人にも見えるみたい。ネットでも都市伝説みたく騒さわがれ出してて、大学のミステリー研究会がホームページを作ったりしてたな。まあ、まだ実物を捕まえてはいないようだけど」

「な……」

　リンカは絶句した。

「ん？　どうしたの？」

　京太郎はやはり平然とした様子でリンカにたずねてくる。どうしたもこうしたも……この人、頭良いように見えて、そういう思考は働かないのだろうか。

「それって──」

　代わりにリンカが口に出した。

「ライバルがいるってことじゃないですか!!」

　数秒、奇き妙みような沈黙が二人の間を漂った。

　やがて、京太郎は「あ～」と頭をかき、

「うん。そうなるね」

　そうなるね、じゃない！

　そのライバルに先を越こされようものなら、ペンギンを売るどころか、光る魚の正体さえ探さぐれなくなってしまうではないか。







　遊覧船がレインボーブリッジの真下に近づきつつあった。

「いやー、こうして改めて見ると、やっぱり大きい橋だねー」

「ちょっと静かにしててください。集中できません」

　隣となりでのんきに感かん嘆たんの声をあげる京太郎には構わず、リンカはレインボーブリッジのあちこちに視線を向けていた。

「巣……ってことは、それっぽい痕こん跡せきがあったりもするんですよね？」

「どうだろ。その辺は普通のペンギンと同じかどうかは分かんないし」

「……ていうか、これって通りすぎるだけの船から捜さがすより、橋の上で、ペンギンが出てくるまで張り込んだ方が良くないですか？」

「あー、それ、思いつかなかったな」

「…………」

　本当にこの人は頭が良いのか悪いのか。さっぱり分からない。

　いや、とにかく、それはあとだ。

　いまはこの船の位置を利用して、捜せるだけ捜して──と、リンカが改めて橋の観察に戻ったとき、不意に頭上で声がした。

「逃にげてっ！　ペギィーッ！」

　ペギィ？

　誰だれかの名前だろうか。声こわ音ねはたぶん子ども……いや、女の子か？

　ひどく切せつ迫ぱくしたその声がさすがに気になり、リンカは頭の上を振り仰あおいだ。遊覧船はすでにレインボーブリッジの真下に到とう達たつしかけている。

　そこへ、

「コラー、Ｂ班！　見張りはどうした！」

「何だっ？　あの子！」

　今度は野太い男の声だった。橋の歩道に複数の人ひと影かげが見える。しかも、そのうちの何人かはリンカと同じように大きな網を携たずさえている。

　その網が何かを捕とらえた。

「スミマセン！　Ｂ班、ペンギン確保ですっ！」

　ペンギン!?

　見ると、網の中で何かがジタバタともがいていた。

「わっ！　なにこれ！」

「ペギョーッ」

　こちらの声も複数。一人は最初に聞こえた声の主だろう。小学生くらいの女の子。そして、もう一人……いや、一いつ匹ぴきは確かにあのペンギン！

「東さん、あそこ！　いまペンギンが！」

「え？」

　リンカが指差しながら叫ぶと、京太郎は心底意外そうな声をあげた。まさか本当に見つかるとは──と、その表情が語っている。……じゃあ、なぜ自分をここまで連れて来たのかと問い質ただしたいところだったが、いまはそうもいかなかった。

「東さん！」

「分かってる」

　再度呼びかけると、京太郎の顔にも真しん剣けんなものが宿った。二人で遊覧船の甲板を走り、人目につかないトイレに駆かけこむ。京太郎がリンカの肩かたを抱だき、

「奔はしるよっ」

　瞬しゆん間かん移動。

　即そく座ざに二人はレインボーブリッジへと飛んだ。

　だが、そこで目にしたのは──。

「ここは人が多い！　車に詰つめ込め！」

「了りよう解かい！」

　歩道の横に停車したライトバン。網に捕まえた女の子とペンギンを抱かかえ、迷めい彩さい服を身に着けた複数の男が車内へ乗り込もうとしていた。「バン！」という音と共にサイドドアが閉じるなり、即座にエンジンがかかり、ライトバンは走りだす。

「何だ!?　女の子がっ……」

「誘ゆう拐かいよっ！」

「通報しろ！」

　通行人の悲鳴の中、リンカと京太郎は視線を交かわした。言葉はいらない。再度、京太郎がリンカの肩を抱き、瞬間移動を試みる。

　向かう先は──逃げたライトバンの屋根の上だ。
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「キャ────ッ！　助けて────っ！」

「暴れるな！　我々は犯罪者じゃない！」

「同じでしょ！　ペギィを捕まえてどうする気なの!?」

「あ!?　ペギィっ？　というか、お前こそ何なんだ！」

「ペギィは私の……たった一人の友達なんだからぁっ!!」

「フギャッ！」

「おい！　麻ま酔すいを打て！　大人しくさせろ！　これじゃ運転できんっ！」
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　ライトバンの車内は大おお騒さわぎだった。

　走行中の車の屋根に飛び乗ったリンカと京太郎の耳にさえ、言い争う声が聞こえてくる。察するに、暴れているのはペンギンと一いつ緒しよに誘拐された女の子、それを必死に取り押さえようとしているのがさっきの迷彩服の男たちといったところだろう。

「例のミステリー研かな……？」

　いつの間にか、あのカラスに似た怪あやしげなマスクをかぶっていた京太郎が、さすがに少しあきれたようにつぶやいた。車内からはまだ叫さけび声が聞こえる。

「参ったな。こういう狭せまい空間には瞬テレ間ポ移ー動トできないんだ」

「任せて！　私が──」

　物をすり抜ぬけるリンカの超ちよう能のう力りよくであれば、こんな車の屋根などいくらでも通り抜けられる。

　リンカは意識を車内へ向けた。ズブリと両足が車の屋根に埋うまりかける。だが、そのとき突とつ然ぜん、車が蛇だ行こうを始めた。

「わっ！」

　運転手が目でもふさがれたのか。

　高こう架か橋きようの上で車は右往左往したあげく、ついには前を走っていたタクシーに接せつ触しよくしてしまう。耳みみ障ざわりなブレーキ音、金属同士がこすれる音。慣性の法則に耐たえられなくなったタイヤは完全にスリップし、

「うわぁっ！」

　ライトバンが横よこ倒だおしになった。

　不安定な車の屋根の上に乗っていた京太郎が宙に投げ出される。だが、すでに車の屋根をすり抜けようとしていたリンカはそうはいかない。

「くっ！」

　一声うめき、なんとか体勢を立て直すと、リンカはそのまま横向きになったライトバンの車内に素す早ばやく潜もぐり込んだ。──すぐにそれが見えた。シートベルトをしていなかったせいか、横転した車内で座席から体が半ば浮うきつつある女の子と、あのペンギン。

「つかまって！」

「！」

　リンカが鋭するどく叫ぶと、女の子の顔に驚おどろいたような表情が浮かんだ。だが、それも一いつ瞬しゆんのことだった。リンカに向けて伸のばされる白い手。それをリンカはしっかりと摑つかみ、引き寄せる。女の子の小さな体を自分の胸に抱えこむ。横転したまま道路を滑すべり続けるライトバン。終わりに待っていたのは、高架橋の両りよう脇わきに伸びる落下防止用の壁かべだった。

　派手な激げき突とつ音があがった。

　ほぼ同時に体の芯しんを貫つらぬくような衝しよう撃げきがリンカに襲おそいかかってくる。続けてライトバンの車体を何か硬かたいものがガンガンと叩たたいた。道路を滑った車は、その重量と勢いのせいで高架橋の壁を破は壊かいしてしまったらしい。女の子を抱き抱え、体を丸めたリンカは、なんとか衝撃をこらえる。

　そして、ほんの数秒後──。

　訪おとずれたのは静せい寂じやくの時間だった。

　頑がん丈じような車だったのが幸いしたのだろうか。壁を破壊しても、車体は潰つぶれていなかった。もっとも、だからといって、車内にいたリンカがまったくの無事というわけではなかったが。

　運転席の背もたれに叩きつけられた背中がうずく。サイドドアにぶつけた膝ひざも。ただ、折れてはいない。女の子も無事なようだ。

「リンカさんっ！」

　車外から京太郎の声がした。こちらもどうやら大だい丈じよう夫ぶだったらしい。車の屋根から投げ出されたとき、例の瞬間移動を使っていたのが一瞬見えたから、心配ないだろうとは思っていたが。

　女の子を抱えたままの姿勢でリンカはホッと息をついた。よく見れば、車内には他ほかに三人ほど男がいる。これが例のミステリー研究会の人間だろう。長居は無用。すぐに女の子と、そして、そのそばにいるペンギンを連れて脱だつ出しゆつ──。

　だが、そう思ったとき、不意にリンカの体がグラリと揺ゆれた。

「！」

　いや、揺れたのは体ではない。

　ライトバンのほうだ。

　高架橋の壁を破壊し、横転した車。

　フロントガラスの向こうに空が見えた。空──つまり、車の前方部が高架橋の外に飛び出している。それもかなり大きく。でなければ、車体が不安定に揺れたりしない。このままでは……落ちる！

　サイドドアを開けるのはおそらく無理だった。車体が潰れずに済んだとはいえ、ドアはさすがにひしゃげている。咄とつ嗟さにリンカは足を振ふり上げた。狙ねらいはドアではなく、ひびの入ったガラス。力をこめて蹴ける。ただ、ひびが入っているとはいえ、車のガラスというものはそう簡単には割れない構造になっている。割ろうとするより、ドアとの接合部分からガラスを引っぺがすことを考えたほうが早い。

「このっ！」

　力を振り絞しぼって、リンカは再度ガラスを蹴った。途と端たんにガラスは割れるのではなく、ドアからスポンと外れた。人が通れるだけの隙すき間まが生まれる。

　女の子とペンギンを抱えて、リンカは上半身を車外に出した。京太郎がすぐに駆け寄ってきた。

「東さんっ！」

「中は何人っ!?」

「あと三人！」

　あの男たち。小学生の女の子を無理やり拉ら致ちするような相手に同情する気など、これっぽっちもないが、だからといって、このまま放っておくわけにもいかない。横転した車はいまだに車体の前半分が高架橋から飛び出し、ゆらゆらと揺れている。一瞬でもバランスが崩くずれれば、地上へ真っ逆さまだ。

　女の子とペンギンを京太郎に渡わたすと、リンカは再び自分の体を車内に戻もどそうとした。

　が、そこで車がさらに傾かたむいた。

「っ!?」

　だめだ。

　間に合わないっ──！

　次の瞬間、車や男たちと一緒に落下する自分を想像して、さすがのリンカも目を閉じようとした。

　しかし、そのとき、女の子とペンギンを脇わきに抱えた京太郎が、不自由な体勢から必死にリンカへ手を伸ばした。間かん一いつ髪ぱつの差。京太郎の手がリンカの右みぎ腕うでをつかむ。そして、迷うことなく発動したのは、京太郎の瞬間移動能力。リンカ、女の子、ペンギンを連れて、京太郎がライトバンからほんの少し離はなれた道の上へ瞬時に移動する。

　だが、男たちが取り残された車のほうは──。

「落ちるっ！」

　リンカが叫んだとき、高架橋の下からも悲鳴が聞こえた。

「うわああああああっ！」

　最悪だった。

　車内の三人だけでなく、車が落ちる方向にも誰だれか人がいる！

「くそっ」

　不意の声はまたも京太郎だった。

　マスクを付けた京太郎はリンカから手を離すと、再び瞬間移動の体勢に入った。霞かすむその影かげ。一秒にも満たない時間で、リンカの前から消え失うせる。

　そのとき、ついにライトバンも支えを失って、落下を始めた。

「！」

　間に合わないと分かっていても、リンカも走った。破壊された高架橋の壁の隙間から、身を乗り出す。

　そして、見た。

　落下を続けるライトバン。その真下には、何人かの通行人の姿がある。だが、いまにもライトバンの下した敷じきになりかけたその人々の真上に、突とつ如じよとして別の人間が出現した。カラスを思わせるマスク。無論、京太郎だ。落ちてくるライトバンに向かって、手を伸ばす。その車体に触ふれる。

　続けて、

「なっ！」

　さすがにリンカも息を吞のんだ。

　京太郎の影がライトバンに隠かくれて見えなくなったと思った瞬しゆん間かん、落下を続けていたライトバン自体が煙けむりのように消え失せたのだ。

「車ごと──」

　瞬テレ間ポー移テー動シヨン!?

　一瞬の間を挟はさんで、京太郎とライトバンが出現したのは、レインボーブリッジが横切る海の上だった。現れたのとほぼ同時に車は水面に叩きつけられる。

　──東さんっ！

　盛大な水しぶきが上がった。
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「う～～～……」

　青い顔をした京太郎が地面の上に寝ねそべっている。

　大量に水を飲んだようだが、幸いなことに命に別状はないようだ。

　あのあと──。

　水すい没ぼつした京太郎を、リンカもあわてて助けに向かった。実際、危ないところだった。どうも京太郎の瞬間移動能力は、あまりに重いものを一いつ緒しよに運ぶと、肉体にも相当な負担がかかるらしい。力が残っていれば、水中から陸へ再び瞬間移動することも可能だったが、それもできず京太郎は溺おぼれかけていた。その京太郎を陸まで引き上げたのは、リンカと、そして、なぜかリンカのあとをふわふわとついてきた、あの空飛ぶペンギンである。あのペンギン、空を飛べるだけでなく、水中でも自在に動けるらしい。それと、不思議なことに、人の気持ちや意思も、ある程度は理解できるようだ。リンカと一緒になって、海に沈しずんだ京太郎を背負い、陸まで泳ぎ続けてくれた。

　ライトバンの車内に取り残された三人組の男たちも無事だった。

　ただし、あちらは水没しかけた車から逃にげ出し、自力で泳いで岸に辿たどりついたところで、駆かけ付けた警官の手で拘こう束そくされていたようだが。

　誘ゆう拐かいの件はともかく、彼らが乗っていたライトバンは派手な自損事故を起こしている。しかも、落下の途と中ちゆうで突とつ然ぜん消えて、離れた海の上に落ちるという怪かい奇き現象付き。いまごろ、あれこれと問い質ただされていることだろう。もちろん、リンカは気絶した京太郎をペンギンと共に抱かかえ、彼らとは離れた岸を目指した。捕つかまった三人組には悪いが、こちらはこちらで警察と顔を合わせるわけにはいかない。すでに辺りが薄うす暗ぐらかったのも幸いして、なんとか警官の目もやりすごすことができた。

　そうして、いまようやく一息ついたところである。

「…………」

　岸に寝かされた京太郎、そのそばにはリンカ。だが、ここにいるのは二人だけではない。

「ぺ──」

　この鳴き声は例のペンギンが発したものだった。

　ペンギンにしては妙みような声のようにも思える。だが、このペンギンに限ってはそんな常識的なことを考えても仕方がないのだろう。そもそも、空を飛ぶ時点で普ふ通つうではない。

　ひょこひょこと歩いたペンギンが近づいていったのは、京太郎でもリンカでもなく、一人の女の子だった。

　あの男たちに誘拐されていた子──。

　この子もペンギンと一緒にリンカのあとを追いかけてきたのである。

　リンカが岸に引き上げた京太郎の介かい抱ほうをひとまず終え、濡ぬれた自分の上着を絞っていると、その女の子は小さな声でリンカに助けてもらったことのお礼を口にした。

　そのあとで、女の子はぽつりぽつりと事情を語りだした。

　自分を誘拐した男たちのことは、この子も知らないらしい。

　レインボーブリッジにいるペンギンに会いに行ってみたら、男たちがペンギンを捕まえようとしているのを見たのだそうだ。

「で、大声をあげたら、一緒に捕まっちゃって……」

「えーっと」

　リンカは小首をかしげた。

　誘拐の経けい緯いについては、まあ、なんとなく分かった。あの男たちは京太郎が言っていたミステリー研究会の人間なのだろう。「珍ちん種しゆ」のペンギンを捕まえようとして、そこで騒さわぎになりかけたものだから、面めん倒どうなことになる前にこの子のことも一緒にさらった、と。行動だけを抜ぬき出してみると、幼児誘拐と何も変わらないが、あの男たちにしても目当てはペンギンで、特段、この子をどうこうするつもりがあったわけでもあるまい。

　それはいい。

　ただ、リンカが引っかかったのは別のことだった。

「ペンギンに会いに行った……？」

「あ、うん」

　近づいてきたペンギンの横で女の子はこくりとうなずいた。

「餌えさをあげたくて」

「前から知ってたの？　ペンギンがあそこにいるってこと」

「うん」

　と、女の子はもう一度うなずき、

「ペギィを最初に見たのは、通学中の電車の中から……。最近は友達とも遊べなくて、寂さみしかったから」

　ペギィというのはこの女の子が付けたペンギンの名らしい。

　ちなみに、この子の名は江え戸ど山やま紫むらさきというのだそうだ。

「でも、家では飼えなくて」

「それで餌をあげに行ってたの？」

「うん……けど、あんだけ騒ぎになっちゃったら、もう巣には戻れないね。また誰か捕まえに来るだろうし……」

　つぶやく女の子の寂しげな横顔を見て、リンカもようやく大体の事情を察した。

　──最近は友達とも遊べなくて。

　つまり。

　この野の良らペンギンはこの子にとっては大事な友達なのだろう。野良という表現が正しいのかどうかは別にして。

　女の子がまた口を開いた。

「どうせみんなお金目当てで狙ねらっているんだろうけど……」

　うっ……。

　この言葉はリンカの胸に突つき刺ささった。その点に関してはリンカもペンギンを捕まえようとしていた他ほかの人間をどうこう言えるような立場ではない。

「これから、どうしよう……」

　女の子が途と方ほうに暮れたように言い、その場に座りこんだ。

「ペギョ」

　不意の声は、またペンギンだった。

　女の子が両手を伸のばすと、すんなりその小さな手の中に納まる。なついているようだ。

　その姿を横で見ていたリンカは、ふと思い出した。

　そういえば──。

　私も似たようなころがあったな……。

　確か、この子と同い年くらいのとき、道みち端ばたに捨てられていた子こ猫ねこを拾って帰って。

『ダメだよ。うちは貧びん乏ぼうだし』

『やだ！　トラと一緒にいる！』

　反対する父を強ごう引いんに説とき伏せて、その子猫を飼うことにした。父に許してもらったところがこの子とは違ちがうが、反対されたときの気持ちはもちろん覚えている。あのまま飼えなかったとしたら、やはりこの子と同じように内ない緒しよで餌をあげに行ったりしたかもしれない。

「ペー」

　リンカの隣となりで、女の子に背中を撫なでられたペンギンが、嬉うれしそうな鳴き声をあげている。

「…………」

　リンカは軽くこめかみをかいた。

　光る魚を追いかける不思議なペンギン。

　京太郎も言っていたように、超ちよう能のう力りよく発現のキーとなったあの魚たちとも間ま違ちがいなく関係がある。リンカにとってはようやく見つけた重要な手がかりである。付け加えると、このペンギン、野放しにしておくと、またさっきの男たちのように捕まえようとする人間が現れるかもしれない。しかも、捕まったら、おそらく動物園や水族館では済まない。空を飛べるという時点で普通のペンギンではないのだから、その後の扱あつかいも想像できる。なんとなく……超能力なんてものを会え得とくしてしまった自分とも境きよう遇ぐうが似ている。

　──これから、どうしよう……。

　ついさっき、女の子が口にしたその言葉がリンカの脳のう裏りにこだました。

　困っているのは自分もこの子も、そして、ペンギンも似たようなもの……か。

　なら──。

「じゃ……私が預かるよ」

　考えた末、リンカが出した結論はそれだった。ペンギンを抱だいていた女の子が「えっ」と少し驚おどろいたように振ふり向く。

　リンカは持っていた鞄かばんからペンと紙切れを取り出し、さらさらと書きつけた。

「これ、住所と携けい帯たいの番号。いつでも遊びに来て」

　たぶん、それが一番いい方法なんじゃないかと思う。この子も友達といつでも会えるし、自分たちもあの光る魚について調べられる。……はい、もう売って一いつ攫かく千せん金きんなんて考えません。

　それと、

「代わりにといってはなんだけど、私たちのこと……」

「あ」

　リンカが今度は拝むように女の子に向かって手を合わせてみせると、女の子はすぐに悟さとったようだった。

「分かってる！　他の人に……正体を知られたら、困るんでしょ？」

　勘かんのいい子で良かった。

「びっくりしたけど、不思議な力で助けてくれたもんね」

　誰だれにも言わない、と女の子は強い口調で約束したあと、少しまぶしそうな目でリンカの顔を振り仰あおいだ。

「なんか、テレビとかのヒーローみたいだった」

「え……」

　──ヒーロー？

　私が？
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　時計の針がもう夜の９時を指していた。

　最近は、遅おそく家に帰る日が増えているような気がする。

「あの……大だい丈じよう夫ぶ、ですか？」

　自転車を押すリンカが見上げた先には、京太郎の横顔があった。あのあと、江戸山紫と名乗った女の子を駅まで送っていくころには、京太郎も意識を取り戻もどし、自力で歩けるようになっていた。

　ちなみにペンギンのほうは女の子との約束通り、リンカが家まで連れて帰ることになった。いまは肩かたから下げた鞄の中に納まり、首だけ外に出している。人目につくとまずいが、時間が遅いせいか、辺りには人の姿はほとんどない。これなら大丈夫だろう。

　リンカに尋たずねられると、京太郎は軽く笑い、

「ん、大分回復したからね」

「なら、いいんですけど」

　実際、水に落ちたことはともかく、京太郎にしてもあれほど大きな物を一いつ緒しよに瞬しゆん間かん移動させたのは初めての経験だったらしい。まさしく一か八ばちかだったわけだ。そのことが、リンカの頭の中で別の言葉と重なり合う。

　──びっくりしたけど、不思議な力で助けてくれたもんね。

　──なんか、テレビとかのヒーローみたいだった。

　確かに超能力がなければ、あの子を助けることはできなかった、さらに、あの事故。下手へたをすれば、死人さえも出ていたかもしれない。

　ヒーロー。

　けれど、それを言うなら、自分よりこの人のほうがふさわしい気がする。

　そもそも、自分はそんなつもりであの場所にいたわけじゃない──。

　歩きながら押しているリンカの自転車のチェーンが、僅わずかにきしむ音を立てていた。ここ数日の酷こく使しがたたったか、さすがに頑がん丈じような愛車も悲鳴をあげているようだ。帰ったら、せめて油くらいは差してやらないといけないかもしれない。

　その音を聞きながら、リンカが考えこんでいると、不意に京太郎がまた口を開いた。

「やっぱ君は素質あるね」

「？」

　唐とう突とつな言葉の意味が分からず、リンカは横目でもう一度、京太郎のほうをうかがった。

　京太郎は前を向いていた。ただ、今度は顔が笑っていない。

　そうして、こんな言葉が続いた。

「僕の育った街は、秩ちつ序じよも希望もない場所でさ。弱い者から消えていくだけだった」

　さすがにハッとした。

「だから、奇き蹟せきのヒーローなんて、あの頃ころは幻げん想そうでしかなかったけど……でも、半年前に出会ってから、君は僕のヒーローなんだ」

　半年、前？

「え……私たちって、会ったの数日前ですよね？」

「ペギョーッ」

　思わず問いかけたリンカの言葉に、妙みような声が重なった。

　あのペンギンだ。いや、それだけならいい。それだけならいいのだが、声のあとにプーンと漂ただよってくる嫌いやな臭におい。そして、鞄の布地ごしに伝わってくる、なんとも不ふ吉きつな予感を伴ともなった生暖かさ。

　こ、これは、

「コラーッ。鞄の中でもらすなーっ！」

「グエ～」

　あわててペンギンを鞄から引っ張りだしたが、後の祭りだった。しかも、小ならまだしも、大のほうだ。

「ああ、教科書がっ……」

　頭を抱かかえるリンカの横で、京太郎がクスリと笑った。その顔にいつものひょうひょうとした笑えみが戻っていた。

　そして、京太郎は軽く片手を上げてみせると、

「ゴメン。先、帰るよ。また明日あした、学校でね」

　言うなり、その姿が煙けむりのようにかすむ。瞬間移動だ。

「ちょ……東さんっ」

　話が終わっていないとばかりにリンカが呼び止めても、いったん発動してしまった超能力はその効果が消えることはない。いや、ひょっとすると消す気もなかったのかもしれない。

　そのまま京太郎の姿は消え、あとにはリンカとペンギンだけが残された。

　しばしの静せい寂じやく。

　そして、リンカはつぶやいた。

「てか……どこで育ったの？　あの人」

　もちろん答えをくれる相手は、夜よ闇やみの彼方かなたに消えている。
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　──どこかで声がする。

「氏名も年ねん齢れいも不明。前科もなし。ポケットには糸くずとキャンディーだけ。防犯カメラにも映っていなかった以上、たとえ意識が戻ったとしても、容疑者として拘こう留りゆうはできん」

　誰の声か知らないが、そんなものはどうでもいい。そんなものは聞いちゃいない。

　頭の中で渦うず巻まいているのは、別の言葉。

『物の価値が分からないやつに、盗ぬすむ資格なんてない！』

　──うるせえ。

　うるせえうるせえ、うるせえ。

　誰だ。

　うちの母親ババアみてぇなことを言ってんのは。

　また声がした。

「彼女が怪かい盗とうだという証しよう拠こは、『あの怪かい人じん』の証言以外、何ひとつないのだからな」

　──あの怪人？

　まったく聞いていなかったはずの声の中で、その単語だけが脳のう裏りに引っかかった。

　あの怪人……カラスみてーな仮面をかぶった、いや、そうじゃない。

　そいつじゃない。

　そいつと一緒にいたやつだ。

　そいつが二度目に連れてきたやつだ。

　あの女。

　ぜってぇ潰つぶす──。
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　そして、翌朝、完全に目を覚ましたあと、彼女はすぐに行動を開始した。

　まず見張り役の警官と、病室の外で彼女が目を覚ますのを待っていた刑けい事じを叩たたきのめした。自分の姿を消す能力を持った彼女なら簡単なことだった。たぶん、混こん濁だくしていた意識の中で聞こえていた声はこいつらのものだったのだろう。もっとも、そんなことは彼女にとってはどうでもいい。

「チクショ……」

　姿を消したまま、彼女は自身が収容されていた警察病院を抜ぬけ出そうとした。

　だが、階段を下りたところで、くらりと眩暈めまいがした。まだ完全には回復していない。超ちよう能のう力りよくを使い続けるのがきつくなり、いったん姿を現す。

　絆ばん創そう膏こうが貼はられた鼻がずきずきと痛んだ。

　そう、これだ。

　あいつがへし折った自分の鼻。

「よくもあたしの鼻を……あの白い女ぁ……」

　借りは必ず返す。それが彼女の流りゆう儀ぎだ。しかし、いまはまずここを出るのが先決でもある。

　よろめき、病院の通路の壁かべにもたれかかりながらも、彼女はなんとかまた歩き出した。

　だが、そこに、

「ほぉ、怪盗がこんな小こ娘むすめとはのぉ」

「あ？」

　突とつ然ぜんの声は前方からだった。もし、それが他ほかの警官や病院関係者のものだったら、彼女は無理をしてでも、もう一度、超能力を使っただろう。しかし、そうしなかった。

　目の前に現れた人ひと影かげは複数だった。

　揃そろいも揃ってガラの悪い男たち。先頭にでっぷりと太った大おお柄がらな男が立ち、彼女を見下ろしている。警官でも医者でもない。この空気、この雰ふん囲い気き──彼女にはなんとなく分かった。おそらくヤクザ者だ。単にガラが悪い連中なら、夜の街に出れば掃はいて捨てるほどいるが、この手の人間はそういう奴らとはまた違ちがう空気を持っている。どこの組かは知らないが、間ま違ちがいないだろう。

　ただ、その中に一人だけ、異様な人物が混じっていた。

　──なんだ、こいつ。

　彼女から見て、先頭の太った男のすぐ後ろに立った影。

　人間の形は……している。ただ、服装があまりに奇き抜ばつすぎる。

　そいつが纏まとっていたのは、黒い甲かつ冑ちゆうだった。コスプレならともかく、こんなものを着て白昼堂々と歩いている時点でどうかしている。男……いや、顔を隠かくしているから、性別すら判断できない。

「よお、嬢じようちゃん」

　最初に声をかけてきた太ったヤクザが、また彼女に言葉を投げかけてきた。立ち位置からすると、この男がヤクザ連中のボスといったところだろう。鎧よろい人間だけはどう見てもヤクザには見えないが。

「おめぇ、うちの組織で暴れてみんか？」

「…………」

　しんと静まりかえった空気の中で、彼女はしばし無言で立ち尽つくした。
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　ある日突然、超能力者になってしまった私たち。

　何を為なすべきか、それは私たち次し第だい。

　もちろん、なしくずしというのは好きじゃないけれど。

　だからといって、目の前で起きていることを放っておくこともできないわけで──。







「きゃああああっ！」

「こっち来るぞ！」

　悲鳴をあげて逃にげ惑まどう群衆の中には、狼ろう狽ばいしながらも中ちゆう継けいを続ける、ＴＶ局のリポーターの姿もあった。

「こ、これはいったい何が起こっているのでしょうかっ!?　上野動物園のプールからあふれ出した水が、ゼリーのように固まり、駅前の物を次々と飲みこんでいます！」

　動どう揺ようしつつも、さすがにプロといったところか。彼のリポートは正確だった。

　駅前に出現した巨きよ大だいな水の塊かたまり。確かにそれは成分が全すべて水であるという点を除けば、一個のゼリーのように見えなくもない。大きさは駅ビルの三階にも届くほどだったが。

　それと、

「ご覧ください！　ゼリーの中心部に何か見えます！　あれは……カバッ!?」

　そう。

　確かに水の塊の中心部にその生き物がいた。

　こちらは外見上、特に普ふ通つうのカバと違ったところはない。体の大きさも普通。ゼリー状の水の中を泳ぐように足をバタバタとさせている。

「このゼリーはあのカバが作ったというのでしょうかっ!?　いや、そんなまさか──あっ！」

　そのときリポーターも、そして、逃げ惑う人々も見た。

　ぶよぶよと伸しん縮しゆくを繰くり返しながら、ゆっくりと駅前通りを前進していた水の塊。

　その上空に何かの影が出現した。影の数は二つ。黒と白。黒いほうはまるでカラスのような仮面をかぶり、白いほうはフード付きのコートを着ている。

　いったいどこから現れたのか、それらの影は出現した途と端たん、即そく座ざに急降下を開始した。いや、正確には動いたのは白いほうの影。そこに存在する水のゼリーなど何も問題ないと言わんばかりに、水の中に飛び込み──いや、水をすり抜け、ゼリーの中心部にいたカバに迫せまる。白い足を振ふりかぶり、カバの額に思いっきり叩きつける。

　ゴンッ、という鈍にぶい音が水のゼリー全体に響ひびき渡わたった。そして、次の瞬しゆん間かん、ゼリーが崩くずれ始める。それはもうゼリーではなく、ただの水となって、周囲に飛び散る。

「うわああっ！」

　もはや洪こう水ずいのような勢いで、水は離はなれたところに立っていたリポーターのところまで押し寄せてきた。近くにあった手すりにつかまり、懸けん命めいに流されまいとするリポーター。カメラマンのほうはこらえきれずに押し流されてしまった。ただ、これは本物の洪水ではない。水の勢いは一時的なもので、それが過ぎ去ると、カメラマンのほうも大通りの真ん中に放ほうりだされる程度で済んだ。

「くっ……」

　ようやく体勢を立て直したところで、リポーターはもう一度、さっきまで水のゼリーがあった場所に目を向けた。

　見えたのは、ひっくり返って気絶したカバと、白と黒の影。

「カバ、ごめん……生きてる？」

「水を操あやつるＥＳＰなのかな……？」

　白と黒の影が話す声が、リポーターの耳にも聞こえた。

「光る魚が超能力を目覚めさせるのって、人間だけじゃないんですね……」

「まあ、あの魚については未知のことばっかりだからねぇ」

「ペギィのことも分からないことだらけだし……ていうか！　早く逃げないと！」

「え……でも、せっかくテレビでも中継されてたし。どうせなら、僕たちのことをカメラの前でアピール──」

「それがダメなんですってば！」

「しょうがないな。じゃ、奔はしるよ」

　最後の言葉と共に、リポーターの視界の中で二人の姿がぶれた。

　たったいままで人の形をしていた黒と白の影が煙けむりのような形に変化したかと思うと、そのまま消え失うせる。

「き、消えた……」

　あとには呆ぼう然ぜんとするリポーターと、ずぶ濡ぬれになった人々だけが残された。
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「──ほんと、すごいよね。テレビでも謎なぞの怪かい人じんと白い少女の話題で持ちきりだし」

　弾はずんだ口調で語る少女の背には赤いランドセルがあった。

　名は江え戸ど山やま紫むらさき。

　先日、空飛ぶペンギンを追いかけていたとき、リンカと京キヨウ太タ郎ロウが知り合った少女である。

「ま、まあね」

　純じゆん粋すいな憧あこがれがこめられた賛辞を前に、リンカは困こん惑わく半分、照れ半分で言葉を返した。紫のような子に褒ほめられるのは、決して悪い気分ではない。いや、むしろ良い気分だ。ただ、実際のところ、リンカはかなり困っていた。

　いま紫同様、傍そばにいる京太郎と行動を共にするようになって以来、リンカは超能力関係の事件が起こるたびに首を突つっ込んできた。仕方なかった、という面も無論ある。超能力で引き起こされた事件は既き存ぞんの警察組織ではなかなか対処できない。薄はく情じような人間なら、自分と関係のない出来事は放っておくところだろうが、リンカはそれができる性格ではなかった。

　だから、そこはもうどうしようもないのだが、問題なのは徐じよ々じよに世間も気づき始めたという点だった。なるべく人目につかないようフードをかぶって顔を隠したり、事件がひとまず解決したあとはすぐに現場を離れたりと、配はい慮りよはしているつもりなのだが、そもそも起こっている事件そのものが異常すぎるので限界がある。マスコミも放っておかない。

『頻ひん発ぱつする怪かい事件！　現れる自じ称しよう・正義の使者、クロウ・ヘッドと謎の白い少女！』

　今朝のニュース番組ではそんな特集まで組まれたあげく、ついには父にも感づかれてしまった。危険な真似まねはするなと怒おこる父に対して、「悪いことをしてるわけじゃないし」の一点張りで何とか切り抜ぬけたが、あの様子では父も納なつ得とくしていない。

　──流されてる、かな。

　自分でもそんな自覚はあった。

　ただ、何に流されているのか、と自問を始めると、リンカの考えはまとまらなくなってしまう。

「…………」

　ふと、リンカは横にいる京太郎の顔に目をやった。

　ペギィと名付けられた空飛ぶペンギンを紫の手から預かることを約束したあの日。京太郎が口にした言葉。

『半年前に出会ってから、君は僕のヒーローなんだ』

　あの言葉の意味をリンカはまだ京太郎に問い質ただしていなかった。もちろん、たずねたい気持ちはある。ただ、何となく聞きにくい。最近になってリンカもようやく気付いたが、この東アズマ京太郎という青年、普ふ段だんは摑つかみどころのないトボけた感じが持ち味だが、時折、別の顔を見せる。いつものお気楽な印象とはまるで違ちがう、真しん摯しで、それでいて、どこか陰かげをも背負った顔。あのときも、そういう顔をしていた。

『力を得るということは、それだけの責任を負うということだ』

　美術館で本物の怪かい盗とうブラック・フィストを捕つかまえたときは、そんなことも京太郎は言っていた。

　──なんか、試ためされているみたい。

　偶ぐう然ぜんにも超ちよう能のう力りよくを得てしまった自分。その気になれば、いくらでも悪用できる。それを踏ふまえた上で、「何をするべきなのか？」と課題を突き付けられているような気分だ。ヒーロー……そんなものになりたいとは思っていない。ただ、この人が言う「ヒーロー」と、自分の中にある「ヒーロー」のイメージは少し違うものなのかもしれない──そんな思いが脳のう裏りを駆かけ巡めぐるたびに、ついついリンカも京太郎に促うながされるまま、超能力関連の事件に関かかわってしまう。

「クエェ」

　不意に、紫の手に抱だかれていたペギィが鳴いた。

　笑えみを浮うかべた紫がそのペギィに顔を寄せて、

「ペギィ、お腹なかすいたの？」

「トイレかもしれないな」

　京太郎も一いつ緒しよになってペギィの顔を覗のぞき込んだ。

「気を付けたほうがいいよ、紫ちゃん。その体勢だと──」

「アハハ、ペギィはそんな悪い子じゃないよ」

　京太郎の言葉に紫が明るく笑う。

　ここ数日、紫は「いつでも遊びに来て」というリンカとの約束通り、毎日のようにペギィに会いに来ていた。

　今日もリンカが学校から帰る途と中ちゆう、紫から携けい帯たいに電話がかかってきたので、それで三人でちょっとした散歩がてら、紫の家の近くの公園まで来たという次第だった。ちなみに、紫のほうは塾じゆく帰りだったらしい。

「そういえば──リンカさんのおうちの近所の人たちも、最近じゃペギィを見ても驚おどろかなくなったね」

「ちょっと変わったペットくらいに見られてるんだろうねぇ。……空飛ぶけど」

「ほんと、どうやって飛んでるんだろうね」

　ペギィを挟はさんで楽しげに話す紫と京太郎の横で、リンカは二人の会話に口を挟まず、ぼんやりと公園のブランコを眺ながめやっていた。

　と、そのとき。

「あっ。あいつだ」

　不意の声はリンカの背後からだった。

　声が自分たちの方向に向けられているような気がしたので、リンカは思わず振り返った。

　みると、そこにいたのはちょうど紫と同い年くらいの小学生二人組だった。ランドセルを背負ったその二人組の男子は公園の外に立っていて、こちらへ視線を向けている。

　しかし、すぐに、

「うわ、やべえ」

「逃にげろ逃げろ」

　そんな言葉と共に、二人の男子はその場を走り去っていってしまった。

　──あいつ？

　雰ふん囲い気きから察するに、公園に遊びに来たようだが、リンカには見覚えがない。大体ここはリンカの地元ではない。京太郎の家からも離れている。

　とすると、

「いまの……友達？」

　リンカが紫にたずねると、紫がわずかに下を向いた。その顔からさっきまでの笑みが消えている。

　しばしの間を置いて、紫は胸に抱いていたペギィを地面に降ろし、リンカの質問に答えた。

「別に……ただの地元のやつ」

　リンカと京太郎は互たがいの顔を見合わせた。

　すると、紫は軽くかぶりを振り、

「今日はペギィを連れてきてくれて、ありがと。それじゃ」

　ぺこりとリンカと京太郎に頭を下げて、その場から歩き去ろうとする。

「あ、待って」

　リンカは少し慌あわててその小さな背中を呼び止めた。

「送ってくよ」

「え……？」

　紫が振り返った。

「でも、家、近いし」

「いや、一応場所も知っておきたいからさ。ちゃんと送るよ」

　リンカがそう言うと、なぜか、紫は困り顔になった。
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「……はい？」

　その家をリンカはぽかんと見上げた。

　純和風の門構え。それも見た目だけを取り繕つくろったものではない。白しろ塗ぬりの土ど塀べいにしても、両開きの門の上に載のっかった屋根の瓦かわらにしても、年月こそ刻んでいて決して真新しくはないが、だからこそ、重みを感じさせる。家の敷しき地ちも都内にしては相当広い。

　もちろん、これだけなら単なる豪ごう華かな屋や敷しきという程度で済んだのだが、案内されて屋敷の中に入ったとたん、やたら野太い声の合唱がリンカたちを──というより、リンカと京太郎を伴ともなった紫を出で迎むかえた。

「お帰りなせぇ！　お嬢じよう様さま！」

　これまた純和風の玄げん関かんの両りよう脇わきに控ひかえていたのは、声の印象に違たがわない屈くつ強きような男たち。しかも、揃そろいも揃って強面こわもてだ。よく見ると、顔に刃は物もので切り付けられたような古傷を刻んでいる者もいる。さらに、その並んだ男たちの向こうから、和服姿のこれまた威い圧あつ感かんたっぷりな髭ひげ面づらの男が顔を出し、

「おお、珍めずらしいな、紫。友達か。あがってもらえ」

　……たぶん、紫の父親なのだろう。







「ごめん、二人とも……うちの人たち、ちょっと強ごう引いんで……」

　男たちに背を押されるようにして通された客間で、紫が消え入るような声でリンカと京太郎に謝った。

　縁えん側がわの向こうに立派な日本庭園が見える客間。

　部屋の中央に置かれたテーブルの上には、「大事なお嬢様のお客人」をもてなすべく、料理まで並べられている。それもちょっとした間食の類たぐいではない。新しん鮮せんな刺さし身みに色とりどりの天ぷら。食しよく欲よくをそそる香こうばしい匂においが辺りに立ち込める。

「あ、いや」

　申し訳なさと気まずさが入り混じった紫の謝罪に対して、リンカはぶんぶんと首を左右に振ふった。ここまで来ると、リンカにも事情を察することはできた。

　要するに、である。

　紫の家は「ヤ」のつく職業を営んでいるということなのだろう。付け加えるのなら、この豪華な家と、「お嬢様」という紫の呼び名──おそらくかなり大きな組のご令れい嬢じよう。

　テーブルに並べられた料理の前で、紫は下を向いていた。そのままの姿勢でぽつりぽつりと語る。

「みんな、怖こわがるから……あんまり知られたくなかったんだ……」

「う、うん」

「前は幼よう稚ち園えんや学校までボディガードが付いてきて……最近ようやく止やめてもらえたんだけど」

　これにはリンカも、そして、同じように半ば強引に客間に通された京太郎も少し表情を変えた。

　ついさっき公園で見た光景が思い出される。

　走り去っていった同い年くらいの子どもたち。

　──そっか。

　リンカは胸のうちでつぶやいた。

　初めて会ったときにも少し思ったのだが、紫は小学生にしては少し大人っぽいところがあるような気がする。それはつまり、このことが一つの要因になっているのだろう。ペギィのことを友達と呼ぶのも、他ほかに友達ができない寂さみしさの裏返しなのかもしれない。

「リンカさんのお父さんは元刑けい事じだって聞いたから……ヤクザは嫌きらわれるんじゃないかって」

　とつとつとした紫の言葉はやまない。

　リンカは少し考えてから、そんな紫に身を寄せた。自分なりに精せい一いつ杯ぱい優やさしい手つきを心がけながら、紫の肩かたをふんわりと横から抱く。

　うつむいていた紫が一いつ瞬しゆん驚おどろいたように小さな体をびくりと震ふるわせた。

　リンカは紫の耳元でささやいた。

「関係ないよ。親のことなんて」

「…………」

「私たちは私たちなんだし」

　綺き麗れいごとを言っているつもりはない。実際、それはリンカの本音だった。

　横から見える紫の頰ほおがほんのりと赤くなった。

　すると、リンカはがらりと声の調子を変えて、

「ま、それはそれとして──」

「え？」

「せっかくだから、御ご馳ち走そうにはなっちゃおうかな。すごく美味おいしそうだし」

　目の前に並べられた豪華な料理の数々を、リンカは目を輝かがやかせて見た。

　これには紫もホッとしたらしく、ようやく笑顔になると、

「おかわりもあるから」

「わーい」

　両手をあげて喜んでみせるリンカの正面で、京太郎がどこか穏おだやかな目をして微笑ほほえんでいた。
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　──ちょうど同じころ。

「御ご無ぶ沙さ汰たしてます、江戸山会長」

　リンカたちが通された同じ家の別の部屋で、まったく空気の違ちがう会話が交かわされている。

「おう、確か仏ほとけ田だとか言ったな。こんな時間に無礼な野や郎ろうだ」

　紫の父、江戸山がじろりと睨にらんだ先には、腹の出た大おお柄がらな男の姿があった。

　江戸山会──それは関東一帯を仕切る大物のヤクザだ。当然、各地には盃さかずきを交わした傘さん下かの組織も点在している。

　この仏田と名乗る太った男が取り仕切る仏田組などもその一つだった。ただ、今日、江戸山との面会にやってきたその仏田の後ろには、妙みようなおまけもくっついている。仏田と同じように正座して控えているサングラスの男は仏田の子分の米め良ら山やまだろうが、その隣となりで行ぎよう儀ぎ悪わるくあぐらをかいている高校生くらいの少女。

　江戸山がそちらに目を向けると、少女は面めん倒どうそうにチッと舌打ちしてから横を向いた。

　その名を黒くろ井い小こ節ぶしという。

　またの名を怪かい盗とうブラック・フィスト──。

　江戸山の目から見ても態度の悪い少女だったが、実際、彼女、小節自身もこの「茶番」には内心うんざりしていた。

　──ったく。

　なんで、あたしがヤクザ連中なんかに付き合わなきゃいけねーんだ……。

　ブラック・フィストを名乗り、盗ぬすみを繰くり返していた小節だが、同じ裏うら稼か業ぎようとはいっても、彼女の専門はあくまでも盗み。ヤクザと馴なれ合う義理も趣しゆ味みも持ち合わせていない。特に、姿を消すことができる超ちよう能のう力りよくを得てからは、単独行動が常だった。他人の手助けなど必要なかったとも言える。

　そんな彼女がいま目の前にデンと座っている仏田とあの警察病院で初めて会ったとき、「うちの組織で暴れてみんか」という仏田からの誘さそいを断らなかったのには、もちろん理由がある。

　それは数日前のこと──。







「超能力を売る、だと？」

　仏田組の事務所に連れてこられたとき、小節が聞かされたのは耳を疑うような話だった。

「そりゃ冗じよう談だんか？」

「いや、本気やで」

　小節の問いかけに薄うす笑わらいを浮うかべて答える仏田のそばには、あの鎧よろい人間の姿もあった。ただし、こちらは小節と仏田の会話には一いつ切さい、口を挟はさまなかった。

「シャブなんかよりも銭になるしの。味方になるなら、警察幹部イヌどもにも政治家にも売ったるつもりや」

　どうやら売るというのは、いま現在、超能力を持っていない人間に、金を払はらえば超能力をくれてやるという意味らしい。

「正気かよ、てめぇ。んなこと、どうやって──」

「簡単じゃ。超能力の源となる、あの光る魚」

　そのとき、さすがの小節も目を見張った。

　あの鎧人間だった。

　黙だまって小節と仏田の話を聞いていたそいつの手が開き、中からぼんやりと輝きを放つ石が現れた。何やら土器の破は片へんのようにも見える、細かく模様が刻まれた石。しかも、その石の中から、それらがまるでシャボン玉のように発生した。

　宙をふわふわと漂ただよう、光る魚たち。

　──こいつは……。

　もちろん、小節もそれらが何なのかは知っている。彼女自身もまたリンカと同じように光る魚によって超能力を得た人間だったからだ。

「そいつを売る」

　仏田がやはり薄笑いと共に言葉を続けた。

「この客人に協力してもろうての」

　客人……確かに他の連中はともかく、この鎧人間だけは単なるヤクザには見えない。

「生まれた時代を間ま違ちごうた……そう思いながら生きておったがの。超ちよう人じんが生まれ、世の中、滅め茶ちや苦く茶ちやになれば、そこでシステムも変わる。ロマンがあると思わんか？　力こそが正義の戦国時代がやってきおる。まさにルネッサンスや」

　──本気かよ、このデブ。

　仏田の話を聞いて、小節がそう思ったのは確かだった。ただ、仏田が己おのれの言葉通りに行動するというのなら、小節にとっても都合が良かったのもまた事実であった。

　少なくとも、そんなことになれば、いまの小節にとって最も関心がある連中が見過ごすはずがなかった。なにせ、いまどき「正義」などという言葉を臆おく面めんもなく口にするようなやつらだ。

　あの白い女。

　借りを返す機会を得るには、この仏田と行動するのも悪くないかもしれない──。







「……で？　今日は何の用件だ。手短に言え」

　江戸山のその言葉で、小節は記き憶おくの反復から現実に引き戻もどされた。

　そんな小節の目の前で、仏田が「へい」と頭を上げる。

　そして、仏田は含ふくみ笑いと共に、こう言い放った。

「実は関東の縄張りシマを全部、儂わしらに譲ゆずっていただけねーかと思いましてね」

　それはまぎれもない宣戦布告だったが、内容があまりにも突とつ然ぜんすぎたせいもあったのだろう。

　言われた江戸山のほうは一いつ瞬しゆん反応が遅おくれた。もっとも、それは文字通り一瞬のこと。

「あ!?」

　仏田の言い分を理解した江戸山の眉み間けんに剣けん吞のんなしわが寄る。

　その一方で、小節はもう一度小さく「チッ」と舌打ちした。

　ルネッサンスだの戦国時代だの言っておいて、やっていることはヤクザの抗こう争そうだ。この仏田という男の器うつわもたかが知れている。

　──だりぃ。

　内心でつぶやくと、小節はその場の空気を全すべて無視して立ち上がった。

「おい、どこに……」

「うっせーな、便所だよ」

　仏田の子分、米良山の問いかけにそう言い返して、小節は部屋を出た。実際、馬ば鹿か馬ば鹿かしくてやっていられない気分だった。目下のところ、小節の目的はただ一つ。あの白い女の居所を突つき止めることだ。だが、この調子ではそれも長引くかもしれない。

　いや、もう一つ、気になることがあるにはある。

　仏田の妄もう言げんはともかく、そこに付け込んでいるあの甲かつ冑ちゆう野や郎ろう。

　いったい、何者なのか？　何が目当てなのか？　そして、あの光る魚を生み出した石……。

「オイ、便所はどっちだ？」

　部屋の外で控ひかえていた江戸山会の人間にたずねながらも、小節の思考はあちこちに飛んでいる。

　しかし、そのとき、奇き蹟せきは起こった。

「紫ちゃん、トイレってどこ？」

　廊ろう下かのすぐ先にあるらしい別の部屋の中からそんな声が聞こえた。

　白い障子ががらりと開き、室内から誰だれかが出てくる。

　そして、二人の少女はあまりにも意外すぎる再会を果たした。
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「…………」

「…………」

　最初の反応は互たがいに沈ちん黙もくだった。

　当然である。

　お互い、こんなところで出くわすとは思っていなかったのだ。驚きよう愕がくは二人から言葉を数秒ほど奪うばい、そして、一気に押し寄せた反動がまったく同じ叫さけび声を生む。

「だああああああああああっ!?」

「だああああああああああっ!?」

　屋や敷しき中に響ひびき渡わたるリンカと小節の声。

「な、なんでここに!?」

「なんで、てめぇが!?」

　続く言葉も似たようなもの。ただ、その後に訪おとずれた事態の急変は二人にとって、まったく意味が違った。

「ど、どうしたの？　リンカさん」

　唐とう突とつな叫び声に驚おどろいた紫と京太郎が、ついさっきまでリンカがいた部屋の中から出てこようとした、その瞬しゆん間かん。

「!?」

　突とつ如じよ、紫と京太郎の間の空間が歪ゆがんだ。京太郎が使う瞬間移動と同じように、そこに煙けむりのような影かげが出現したかと思うと、それは人の姿になる。いや、人の姿ではあったが、形は異様だった。全身が鎧で覆おおわれた人間。

　驚きのあまり動きが止まってしまった紫と京太郎に対し、その鎧人間は即そく座ざに行動を開始した。左右の手で二人の腕うでを摑つかむ。その途と端たん、また空間がねじ曲がった。今度は京太郎と紫をも巻き込み、鎧人間が再び煙へ変化しようとする。

「リンカさんっ」

　紫の悲鳴にも似た声が響いた直後、三人の姿はあっけなくその場から消えた。これも京太郎の使う瞬間移動とまったく同じ。

「紫ちゃん!?」

　突然のことにリンカも思わず部屋の中を振ふり返った。だが、それが致ち命めい的てきな隙すきを作ってしまった。

「っ!?　がっ……！」

　続いてリンカに襲おそいかかってきたのは、太ふと股ももの肉を拳こぶしで抉えぐられる感覚だった。突っ込んできた小節が放った利きき腕のパンチ。かわすどころか、衝しよう撃げきを受け流すこともできず、廊下にもんどりうって倒たおれこんでしまう。

「痛っ……！」

「偶ぐう然ぜんってのはあるもんだな、白いのぉ」

　反応の遅れたリンカと違ちがって、小節のほうはもう完全に戦せん闘とう態勢に移行していた。元々、あの鎧人間がこの場に出現することは、前もって仏田から聞かされていた小節なのである。もちろん、小節自身は必要以上に手を貸す気などさらさらなかったが、相手がこの女となれば、話は別だ。

「運命を感じちまうぜ」

「ちょ……」

　必死で起き上がろうとするリンカに向かって、再び腕を振りかぶる小節。

　次の瞬間、今度はリンカの腹部を衝撃が襲った。ドタンドタンと派手な音を立て、そのまま外の庭まで殴なぐり飛ばされる。

「何の騒さわぎだ!?」

「ああ、うちのもんでしょう。なあに、ただの瞬間移動テレポート誘ゆう拐かいですわ」

　離はなれた場所から江戸山と仏田がそんな会話を交かわしていた。
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「がはっ……！」

　四つん這ばいの姿勢でリンカは血を吐はいた。鼻の奥でツンと広がる鉄くさい臭におい。かすんだ視界の隅すみで、小節がさらにこちらへ駆かけてくるのが見える。咄とつ嗟さに立ちあがろうとした瞬間、太股にズキリとした痛みが走った。

　──足が！

　小節が身を低くし、追撃の姿勢に入っているのが見える。このタイミングではかわせない。なら、いっそ超ちよう能のう力りよくで相手のパンチをすり抜ぬけて──。

「っ!?」

　リンカの側頭部を鋭するどい衝撃が襲った。目から火が出るどころではない。くらりと意識が遠くなる。だが、そんなことより驚愕の事実がある。

　──なぜ!?

　相手の拳をすり抜けられなかった。いま確かに自分は超能力を使ったはずなのにっ！

「へへ、やっぱりか」

　混こん濁だくしかけた意識の中で、小節の笑い声が聞こえた。

「前もあたしのジャブはヒットしてたもんなー。なんでか知らねーけど、オメーの能力って人間をすり抜けられねーのか」

「!!」

　その言葉でリンカも悟さとった。

　そういえば、いままでも人間をすり抜けたことはなかったような気がする。いや、それ以前にそんなことを試ためしてみようともしなかった。

　つまりこれは私の超能力の……弱点!?

「バカか、なんだ、その顔。気づかなかったのかよ」

　小節の笑い声に嘲あざけりの気配が混じった。

「こりゃ透とう明めいになるまでもねーな」

「ぐっ……」

　気を失うことだけはなんとかこらえたが、やはり足が言うことを聞かない。折れてはいない。が、確実に肉にく離ばなれを起こしている。

　動けないリンカの前に小節が余よ裕ゆうを持って立つ。

「調子こいた罰ばつだ。二度と正義とか吹ふかねーよう、この黒井小節が芯しんから心をベキ折ってやんよ」

　そのあとはもう一方的なリンチだった。







　普ふ段だんであれば静せい謐ひつで人の目を楽しませるはずの日本庭園に、人が人を殴なぐる鈍にぶい音が響き続ける。

「正義だの法律だの、所しよ詮せん弱よえぇやつらが共存していくための勝手なルールだ」

　もはやぐったりとして動くことすらままならないリンカに対して、小節は容よう赦しやしなかった。楽しげに罵ののしりながら殴おう打だを加える。

「人間を超ちよう越えつしたあたしにゃ、もう当てはまんねーよ」

　最後に屋敷のある方角へ向かって力任せに殴り飛ばした。

「あがっ……！」

　まともに受け身をとることすらできず、リンカはそこにあった障子に突っ込んだ。ベキッという障子がへし折れる音。そのまま室内の畳たたみに叩たたきつけられる。

「ゲホッ、ゲホッ……」

「フッ」

　自分自身が咳せきこむ声に、今度は小節ではない誰かの笑い声が重なった。そこはついさっきまで小節がいた部屋。中には紫の父と、江戸山会の数人の若い衆、そして、リンカにとっては見覚えのない、でっぷりと肥えた大おお柄がらな男が紫の父の前に座っている。笑い声はこの男が発したものだ。

　その男は部屋に飛び込んできたリンカを小こ馬ば鹿かにしたように見降ろしたあと、

「緊きん急きゆうで幹部会を開いたほうがええでしょうな、江戸山会長」

　そんなことを口にした。

「儂わしらの要求が通るまで、会長のお嬢じようさん、人ひと質じちにさせていただきますわ」

　人質……？

　紫……ちゃんを……？

「仏田、テメェッ！」

　紫の父のそばにいた若い衆の一人が懐ふところから何かを取り出した。あれは──拳けん銃じゆう！

　パンッ、パンッ、とリンカが想像していたよりも軽い音が室内に響いた。銃口が向けられた先にいたのは、仏田と呼ばれた男。しかし、当然その後に起こるはずの出来事が起こらない。放たれた銃じゆう弾だんは確かに仏田という男の体に命中したはずだった。しかし、弾たまはその脂し肪ぼうに覆われた体を貫かん通つうすることなく、あろうことか、キンッという金属が金属と衝しよう突とつしたような音を立て弾はじかれてしまう。

「ぐあっ！」

　逆に拳銃を撃うった若い衆の肩かたに弾かれた弾が命中した。

「フフ、無む駄だですわ。跳ちよう弾だんしまっせ」

「ほ、仏田。お前……」

「会長は『超能力』ってご存知でっしゃろか？　儂、そのおかげでスーパーマンになってしもうたんですわ」

　言いながら、仏田はゆっくりと立ち上がった。今度は近くにいた別の若い衆に近づくと、その手にあった短刀を素す手でで握にぎりつぶす。

「ぬあああっ！」

　若い衆が悲鳴をあげた。仏田の手でへし曲げられた短刀の刃やいばが自分の手の平に突つき刺ささっている。

「なかなか、ええ気分でっせ」

　若い衆の手を離すと、仏田はまた笑った。

「このパワーがあれば軍隊相手でも怖ぁない。いくら無む茶ちやしても死にゃあしませんからのぉ」

「…………」

　人間離ばなれした仏田の様子にさすがにひるんだのか、紫の父がその場で後ずさりした。仏田はその様子を心ここ地ち良さそうに見て、

「縄張りシマ渡わたしてもらえるんやったら、会長にも一億ぐらいで譲ゆずったりまっせ、超能力。ヤクザやいうても肩かた身みの狭せまい世の中ですしな。ゆっくり考えてください。お嬢さんの命もかかってますしの」

　そこへ、庭から小節が上がってきた。

　紫の父の前で語る仏田を小節はなぜか意味ありげな目で見たが、特に何も言わず、倒れたリンカに近づいた。その髪かみを摑む。

「コラ、これですんだと思うなよ」







　──放ほうり投げられるようにして車に乗せられたあと、連れていかれたのは見慣れた場所だった。

「へー、漆うるし葉ばリンカっていうのか、オマエ」

　車から降りた小節がリンカから取り上げた生徒手帳を開いていた。

「起きろよ、オイ。家に着いたぜ」

　アスファルトの上に転がされ、息も絶え絶えのリンカはそれでも小節の声に反応して、よろよろと首を上げた。確かに目の前には自分や父が暮らすアパートがある。

　が、そこで小節のこんな言葉が続いた。

「んで、これが見納めだ」

「！」

　そのとき、リンカも気づいた。

　夜よ闇やみの中、街灯の明かりを反射してぼんやりと佇たたずむアパート。

　しかし、その建物の前に見知らぬ人間が立っている。サングラスをかけたガラの悪そうな男。リンカは知らなかったが、それは仏田の側近を務める米良山という男だった。

　そして、この男も仏田や小節と同じように超能力を得た人間でもある──。

「へへっ」

　その米良山は小節の目くばせを受けて薄うすく笑うと、両手をアパートに向けてかざした。次の瞬しゆん間かん、米良山の手から火線がほとばしる。

「灰ハイヤアアアアアアアアアアッ！」

　発パイ火ロキ能ネシ力ス──それがこの男の超能力だった。しかも、あらかじめアパートの壁かべに油でもかけてあったのか、火はあっという間にアパート全体に燃え広がった。

「ああああああああっ！」

「あ～スッキリした」

　リンカの絶ぜつ叫きように、小節の楽しげな声が重なった。

「これに懲こりたら、二度とあたしの前に姿を見せんなよ」

　高笑いと共に小節はここまでリンカと自身を運んできた車に再び乗りこむ。

　バタンというドアが閉まる音がしたかと思うと、車は即そく座ざに走り去っていった。だが、リンカにはそれを追うどころか、視線を向ける気力さえない。

　目の前にあるのは燃え上がるアパート。刻一刻と灰になっていく……自分の家。

　そんな──。

　夜空を赤く染め上げる炎ほのおを前に、リンカはただ呆ぼう然ぜんとするだけだった。

　どうして……どうして、こんなことに。

　ついさっき聞かされた小節の言葉が脳のう裏りをよぎる。
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『調子こいた罰だ』

　私の……せい……？

　私のせいで、家も、お父さんも、同じアパートのおじいちゃんたちも──。

　ひど、すぎる……。

　これじゃ、大事なもの全部……。

　体が動かない。単に痛めつけられたせいではない。後こう悔かいと絶望が血まみれでボロボロの体をさらに押しつぶそうとしている。

　こらえきれず、リンカは下を向いた。口から血を流しつづけながら、歯を食いしばる。

　しかし、そこに、

「うおおおおおっ……！」

　どこかで叫さけび声がした。

　ハッとして、リンカは再び顔をあげた。声が聞こえたのは、目の前で燃え続けるアパートの中から。しかも、声には聞き覚えがある！

「おらああああああああああああっ！」

　そして、次の瞬間、その人は──父は、燃え盛る炎の中から飛び出してきた。まるでアクション映画の主役のように。両手に逃にげ遅おくれたアパートの住人を何人も抱かかえて。

「住人は全員無事だ！　誰だれか消防車！」

　ぴんぴんしている。

　安あん堵どのあまり、その場で崩くずれ落ちそうになったリンカだったが、そこでまた別の声を聞いた。

「リンカさんっ！」

　ハッとして振ふり返ってみると、並んだ街路樹の間からいまにもペギィを抱いた京太郎が瞬間移動で出現しようとしているところだった。

「アズ……マさん……」

　リンカがかすれ声で呼びかけに応こたえたとき、京太郎の目がなぜか大きく見開かれた。

　瞬間移動を終えた京太郎はすぐにリンカのもとへ駆かけ寄ってくると、

「そのケガ……やつらに？」

「！」

　これにはリンカも反射的に自分の顔を手で覆おおった。たぶん、いまの自分はひどい姿をしている。こんなときではあるが、その……それでも、こんな滅め茶ちや苦く茶ちやになった顔をこの人に見られたくはない。見てほしくない。

「…………」

　問いかけに答えず沈ちん黙もくしていると、京太郎がギリッと歯を鳴らす音だけが聞こえた。

　アパートはあいかわらず炎に包まれ、ゴウゴウと勢いよく燃えている。




　　　　※




　ようやく消防車が到とう着ちやくし、必死の消火活動が行われたあと──。

「どういうことだ、こりゃあっ！」

　警察の事情聴ちよう取しゆを避さけ、リンカ、京太郎、そして、リンカの父がひとまず避ひ難なんしたのは、父がよく飲みに行くバーだった。

　住人は助かったが、アパートは結局全ぜん焼しようした。リンカも父も家を失ったことになる。もっとも、父が問題にしたのはそこではなかった。

「オメーが例のカラス野や郎ろうか！　ヒーローごっこにウチの娘むすめを巻き込みやがって、その結果がこれか!!　どう責任取る気だ!?」

「やめて！　そんなこと言ってる場合じゃないんだって……！」

　京太郎の胸むな倉ぐらを摑つかんで凄すごむ父を、リンカは必死で止めた。

　ここまで来ると、父にも正直に事情を話すしかない。なにしろ、リンカ自身もボロボロの状態だったのだ。バーのマスターに傷の手当てをしてもらう間に、洗いざらい父に話した。紫の家で起こったことを全すべて。

　当然、父は激げき怒どし、怒いかりの矛ほこ先さきはリンカを一連の事件に巻き込んだ京太郎へ向かったというわけである。

「…………」

　父の大きな手で締しめあげられた京太郎はしばし無言だった。

　が、やがて、

「……紫ちゃんがさらわれた。奴やつらの居場所さえ分かれば、救出できる」

　その言葉は父にというより、リンカに向けられた言葉だったようだ。

　あの鎧よろいを着た人間──。

　彼か彼女かは知らないが、とにかくあの相手は京太郎と同じく瞬間移動の能力を持っており、紫の家から京太郎や紫、さらに紫が抱だいていたペギィをまとめて瞬間移動させたあと、さらに紫だけを連れてどこかへ去ったらしい。

「でも……」

　と、京太郎の言葉に口を挟はさんだのは、青い顔をしたバーのマスターだった。

「相手は極ごく道どうでしょ？　警察に通報するとか……」

「無駄だ」

　そう否定したのは、やっと京太郎から手を離はなした父だった。

「証しよう拠こがねぇ。瞬テレ間ポ移ー動トで誘ゆう拐かいしましたなんて、誰が信じる？　それに仮に警察を動かせたとしても、相手にしらばくれられたら、それで終わりだ」

　確かにこれは警察に解決できるような事件ではない。

「せめて、誘拐した連中の名前でも分かりゃ……」

　ぐっと拳こぶしを握り締める父。

　バーの椅い子すに座りこんだリンカは視線を床ゆかに落とした。

　沈黙を挟んでから、ぽつりと口を開く。

「仏田……たしか仏田って呼ばれてた」

「！　仏田組か……江え戸ど山やま会傘さん下かの武ぶ闘とう派は組織だな」

　さすがに元刑けい事じでもある父は知っていたらしい。

「たしか事務所は大おお塚つかにあったはずだが」

　ただ、紫がそこに連れていかれたとは限らない。というより、別の場所に監かん禁きんされている可能性のほうがはるかに高い。

「…………」

　重苦しい沈黙が辺りに立ち込めた。

　それを破ったのは京太郎だった。

「ごめん、リンカさん」

「え……？」

「しばらくここで待ってて。必ず連れん絡らくするから」

　言い終えるなり、京太郎の体が煙けむりと化した。

「あっ、待って！　東さんッ！」

　止めるリンカの声も聞かず、その場から瞬間移動してしまう。

「き、消えた!?」

　驚おどろきの声をあげるマスターの横で、リンカは傷だらけの体に鞭むちを打って立ち上がった。

「くっ……格かく闘とう弱いのに、見つかったらどうする気……」

「おいっ、動くな、リンカ！」

　脚あしを引きずりながらも店を出ていこうとするリンカを、父が慌あわてて止めた。

「太ふと股もも、肉にく離ばなれしてんだぞ！　大体、あいつのせいで……」

「関係ない！」

　リンカは父の手を振り払はらい、強く言い返した。

「自分の意思でやってたんだから！」

　もう一度リンカの肩かたをつかもうとした父の手が止まった。

「東さんも……ヤクザも関係ない」

　今度はやや抑おさえた声こわ音ねでリンカはそう言った。

　──そう。

　関係ない。

　流されている部分は確かにあったと思う。

　しかし、結局、事件に首を突つっ込んでいたのは自分自身だ。その結果、こうなった。

　だから、これは他ほかの誰のせいでもない。

「自分は無敵なんじゃないかって……ヒーロー扱あつかいされて、勘かん違ちがいして……油断してた」

　自分の責任──。

「だから……あの子を守ってあげられなかった……あんなに近くにいたのに……」

　さらわれる前、紫が見せてくれた笑え顔がおがまぶたの奥でちらつく。記き憶おくはさらに飛び、紫が自分に向けた言葉が頭の中で蘇よみがえる。

　──テレビとかのヒーローみたいだった。

　うれしそうに言ってくれた、あの言葉。

「失格だ……」

　喉のどの奥から絞しぼり出すようにして、リンカはつぶやいた。

「やっぱり私は……正義の味方ヒーローなんかじゃない……」

　でも──。

　それでも、あの子を放っておくことなんてできない。

　これは自分自身が招いた事態なのだから。







[image: 幕間劇③]

　いまでもよく思い出すのは、腐くさった下水の臭におい。

　そして、硝しよう煙えん、流れ出る血。

　それが幼い自分の居場所だった。

　海外で父と母を亡なくし、その荒あれた国に一人、取り残された。何の力もない子どもが一人で生きていくのは母国ですら辛つらい。まして、誰だれもがいがみ合い、僅わずかな日ひ銭ぜにのために互たがいを陥おとしいれ、他人のことなど顧かえりみないあの街では尚なお更さらだった。

　だからこそ、覚えなければならなかった。

　生き延びる方法を──。




　　　　※




　暗くら闇やみの中、息をひそめることもせずに待つ。

　すると、ドアの向こうからカンカンと階段を上ってくる足音が聞こえた。さらに、だるそうな声。

「あ～暑あちぃ～」

　足音が近づき、やがて無造作にドアが開くと、

「けど、事務所のクーラー壊こわれてんだよなあ……って、あれ？」

　電気がつき、その男が姿を現した。

　サングラスをかけ、口くち髭ひげを生やした男。

　すでに裏は取れている。

　ついさっきまで、この部屋にたむろしていた男たちが話してくれた。

　いや、話させた。

「……米め良ら山やま、だな？」

　それでも一応、確かく認にんのためにこちらから質問してみる。

「誰だ？　この野郎。妙みようなマスクしやがって」

　予想通りの反応が返ってきた。

「オメーがやったのか、これ……」

　部屋の中で複数の男たちが血を流しながら倒たおれ伏ふしている。殺してはいない。……そんなことをしたら、話が聞けない。

　足元に拳けん銃じゆうが転がっていた。

　倒れている男たちの一人が持っていたものだ。撃うたれる前に、背後に瞬しゆん間かん移動し、バットで殴なぐりつけたから、何の役にも立たなかったが。

　拳銃を拾い上げ、言葉を続けた。

「誘拐した少女の……監禁場所が知りたい」

　それが倒れている男たちから、たったいま聞き出した情報。

　彼らははっきり言った。

　そのことは米良山さんがしきっている、と。

「あ？」

　サングラスをかけた男──すなわち仏ほとけ田だの子分、米良山が威い圧あつ的に問い返してくる。

「声が若わけぇな……そうか、テレビで見たぜ。オメー、あの白い女の仲間だろ、カラス野や郎ろう。極道、なめてんのか？　あ？」

　ここから先はもう言葉はいらないだろう。

　子どものころからよく知っている。

　こういう連中に言葉だけの説得や交こう渉しようは無意味だ。何かを得ようと思うなら、こちらの「力」を見せてやるしかない。思い知らせてやるしかない。

　手の中にある拳銃のトリガーに指をかける。

　ひんやりとしたこの感かん触しよく。

　触ふれるのは何年ぶりだろうか──。
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「もっと飛ばしてくれ！　マスター」

「これで目め一いつ杯ぱいなのっ！」

　夜の闇やみに包まれた街を古風なワーゲンが疾しつ走そうする。

　スピード制限も何もあったものではない。ネズミ捕とりに出くわさなかったのは望外の好運だったとも言える。

「はあ……はあ……」

　揺ゆれる車内の後部座席でリンカは荒あらい息をついていた。マスターの手で応急処置してもらったとはいえ、体のあちこちが痛む。特に左足の太ふと股ももが深刻だった。車のエンジンがうなる音や振しん動どうさえ痛覚を刺し激げきする。しかし、だからといって、痛み止めの薬など飲んでいられない。そんなものを口にすれば、緊きん張ちようの糸が一気に切れて、かえって動く気力を奪うばわれてしまう。

　マスターが運転する車が向かう先は、大塚。

　江え戸ど山やま会傘さん下か、仏ほとけ田だ組の事務所がある場所。

　同乗している父やマスターからは「ついて来るな」と何度も止められたが、それでもリンカは聞かなかった。聞くはずがない。

　──紫むらさきちゃん……東アズマさん……。

　この結果を引き起こしたのは自分だ。

　大人しく待ってなどいられるものか。

「着いたぞ！　あの建物だ！」

　父の声に、リンカは車のサイドガラスに顔を寄せた。ガラス越ごしに車の前方へ目をやる。

　だが、そのときリンカは見た。

　立ち並ぶ電柱の先。空中。

　夜空が広がっているだけのそこに、突とつ如じよとして何かの影かげが出現した。人だ。それも二人。

　人影の一つはカラスのような黒い仮面をかぶっている。

「え……!?」

　東……さん？

　仮面をかぶったその人影は空中で、握にぎっていたもう一つの人影の腕うでを無造作に離はなすと、逆の手に持っていたバットのような棒で相手を殴りつけた。

「っ！」

　殴られた人影がまっさかさまに地面に落ちてくる。ちょうどそこには通りかかったリンカたちの車があって──。

「わああああああああああっ！」

　その男は車のボンネットに叩たたきつけられた。

「な、なんだ!?」

「ひ……人が空から!?」

　あわてて車を急停車させるマスター。車から飛び降りる父。

「ぐうっ……」

　ボンネットに叩きつけられた男は、地面の真ん中に転がっていた。普ふ通つうなら死んでもおかしくないような状態だったが、うめき声をあげているところを見ると、とりあえず生きてはいるらしい。とはいえ、さすがに白しろ眼めを剝むいている。

　付け加えると、その顔はリンカにとっても見覚えのあるものだった。

「この男……！」

　父から聞いた話だと、確か米め良ら山やまとかいう名だったか。

　仏田や小こ節ぶしと共に行動していたヤクザ。

「…………」

　そこに、米良山を殴り飛ばしたもう一人の人間が降りてきた。こちらは殴られたのでもなく、重力に引かれたのでもなく、自身の能力である瞬間移動を使って。

「東さん──」

　車を降りたリンカが声をかけると、その人物、京キヨウ太タ郎ロウは仮面をかぶったまま、なぜか気まずそうに顔をそらした。







　一応、怪け我がの手当てだけはしてやったものの。

　それ以外はガムテープでぐるぐる巻きに縛しばり上げた米良山が意識を取り戻したのは、それから数十分後のことだった。

「う……どこだ？　ここ……」

　さすがに人目を気にして場所は移している。こんな夜では誰も訪おとずれることのない、近場の公園の片かた隅すみ。

「おらああああああっ！」

「はっ!?」

　目を開いたのを確認するやいなや、父が米良山の首を締しめあげた。

「久しぶりだなああああっ、米良山ああああああっ！」

「げっ!!　ウルヴァリンの旦だん那な!?」

「漆うるし葉ばだ！　その名で呼ぶな！　よくもキサマ、俺の娘むすめや家をっ……！」

「ちょっ……ええええっ!?　な、なんのことっスか、それ！」

「死ねやあっ、クソがぁ！」

　その後は乱打、乱打、乱打。

　相手が怪我をしていることなど、一いつ切さい気にしない。

「えっと、あの二人、知り合い……？」

「みたいだね……有名な鬼おに刑けい事じだったから」

　さすがに若じやつ干かん引いているのか、おそるおそるたずねてきた京太郎に対し、リンカは呼吸を整えながら答えた。

　二人は米良山を殴りまくっている父からは少し離れ、近くのベンチに並んで腰こしかけている。

　大暴れしている父の姿は、リンカの目から見ても「少しやりすぎかも……」とは思ったが、無理に止める気にもなれなかった。それに見合うだけのことを、あの米良山とかいうヤクザはやっている。第一、リンカ自身にもそんな余よ裕ゆうがなかった。体の痛みは少し引いたが、今度は傷が発熱を誘ゆう発はつしているのか、全身が熱い。

　例の仮面を脱ぬいだ京太郎が、そんなリンカの顔を気き遣づかうようにのぞきこんできた。

「店で待っててって言ったのに……熱があるんじゃないの」

「平気……」

　リンカはかぶりを振ふった。

「あんな奴やつらのところに、紫ちゃんが捕つかまってるかと思うと……目を閉じるだけで吐はき気がする」

　いまは寝ねてなどいられない。

　それと、だ。

「東さんこそ……何をやったの？　アイツの足、血が出てるけど……」

　ついさっきマスターが米良山をしぶしぶ手当てしてやっていたとき、横で見ていたリンカはそのことに気づいた。米良山の足から流れていた血。あの傷はマスターの車に叩きつけられたときに負ったものでも、京太郎に空中で殴なぐられたときに負ったものでもない。第一、怪我の種類が違ちがう。

　あれは──拳けん銃じゆうで撃うたれた傷きず痕あとだ。

「…………」

　リンカの質問に京太郎は答えなかった。しかし、その沈ちん黙もくはリンカの想像を否定するものではなく、むしろ認めたのと同じことだった。

「らしく、ないよ……強きよう硬こう手段なんて。私が言えた義理じゃないけど……」

　京太郎はなおも黙だまりこんでいたが、やがて、リンカから目をそらし、ぽつりと、

「……相手によるよ」

　そんな言葉を口にした。辺りが薄うす暗ぐらいのと、横を向いているせいで、その表情はリンカからはよく見えない。けれど、どんな顔をしているかはリンカにも想像がついた。この人がときどき見せる普ふ段だんのオトボケ顔とは違う顔──。

「うん……」

　リンカは小さくうなずいた。

「もう考えてる場合じゃないのは……私も分かってるけど──」

　そんなことをつぶやいていると、そこへ、ボロボロになった米良山を引きずって父が近寄ってきた。

「あとは俺に任せて、オマエ等はマスターの店に戻もどれ。紫とかいう子の監かん禁きん場所は、俺が必ず吐かせる」

　父もなかなかあきらめない。

　だが、それはリンカも同じだった。

「やだ」

　額から汗あせを流ながしながらも、リンカはきっぱりと言い切った。そして、左手を父に向かって差し出した。

「警棒、ちょうだい」

「なに？」

「昔、お父さんが使ってたの、マスターの店に預けてあったはずでしょ」

　父が特大級のため息をついた。

「ダメだ。その体で何ができる」

　──何ができる？

　そうじゃない。いま大事なのは──。

　何をやらなければならないかだ。
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「この近くか──」

　そう言って、父がマスターの車から降りたのは寂さびれた場所だった。

　遠くには建設途と中ちゆうのスカイツリーが見える。が、この辺りは区画整理がそれほど進んでいないのだろう。周囲に並んでいるアパートは軒のき並なみ古い。時間帯のせいもあるが、道を歩いている人間もほとんどいない。

　あれから程ほどなくして米良山は紫の監禁場所を吐いた。この近辺では比ひ較かく的てき新しいマンションの三階──組長の仏田や幹部が愛人を囲うときに利用するマンションの一室に、紫は捕とらわれているのだという。

「もう一度言うが、お前たちは帰れ」

　父に続いて車から降りたリンカと京太郎に対して、父は重ねて告げた。

「少女は俺が救い出す。立ってるのもやっとの奴なんざ、足手まといだ」

「無理……敵にもＥＳＰを使うやつがいる……」

　へこんだ車のボンネットに手をついて何とか体を起こしながら、リンカは言い返した。

「あんな奴らを相手に、隠かくれて奇き蹟せきを待つなんて……そんな弱気じゃきっと、お父さんも戻ってこれなくなる……」

「俺を信じろ」

「なら、私も信じて……私を鍛きたえたの、お父さんでしょ！」

　──家を焼かれたとしても。

　──足が千切れたとしても。

「私は……まだ全部なくしたわけじゃないっ！」

　体の痛みと熱のせいか。

　リンカの声はかすれていたが、気き迫はくだけはいまだに萎なえていなかった。

　父がこの夜、何度目かの深々とした息を吐いた。

「やれやれ。頑がん固こなのも俺ゆずりか……」

　そんなことをつぶやいたあと、

「だが──」

　父はリンカに近づくと、その鳩尾みぞおちに太い拳こぶしを叩きこんだ。

「お前がこれ以上傷つくのを見ていられん」

「!?」

　避さける間もない。もちろん手加減はしていたのだろうが、横おう隔かく膜まくを圧あつ迫ぱくする衝しよう撃げきにリンカの呼吸が止まる。ボンネットに寄りかかった状態でさえ立っていられなくなり、膝ひざから崩くずれ落ちそうになる。

　その細い体を今度は父が自分の腕うでで受け止めた。

　そうして、父はリンカの背後にいた京太郎に目を向けると、

「スマン、東。リンカを頼たのむ」

　娘の身を案じ、代わりに危険な場所へ赴おもむく父──それは、ごくごく当たり前の親子の情が交こう錯さくする光景だったのかもしれない。

　ただ、父は一つだけ見誤っていた。

　この娘は決して当たり前の娘ではなかったということを、だ。

　──んのっ。

　薄うすれかけた意識を必死に呼び覚まし、リンカは歯を食いしばって体を起こした。真上にあった父の頭を両手で摑つかむ。そして、

「なめんなあっ！」

「!?　うああああああっ！」

　そのまま力ずくで父の頭を引きずり降ろすと、リンカは顔面に強きよう烈れつな右の膝ひざ蹴げりを叩たたきこんだ。こちらはほとんど手加減なし。頑がん丈じような父相手にはそれくらいでないと通じない。

「ちょっ……！」

　思わず声をあげる京太郎の目の前で、父が泡あわを吹ふいて倒たおれた。だが、同時に無理をした反動が、リンカの体にも襲おそいかかってきた。ビキリと左の太ふと股ももに走る激痛。

「痛いっだっ！」

　今度こそ地面に膝をついてしまった。

　だが、それでも、

「リンカさん！」

「くっ……お願い、東さん」

　あわてて駆かけ寄ってきた京太郎にリンカは頼みこんだ。

「私を瞬テレ間ポ移ー動トで……敵のアジトまで送って」

「！　無む茶ちやだ。いくらなんでも」

「──前に言ってたよね。私たちには義務があるって」

「え……」

「報復にめげないのが、本当のヒーローでしょ」

　あの小節という少女が自分を殴っていたときに口にしていた言葉が、頭に浮うかぶ。

　──二度と正義とか吹かねーよう、心をベキ折ってやんよ。

　折れない。

　折られたりしない。家をなくしても、体がボロボロになっても、心はまだここにある。

「助けよう……紫ちゃんを。私たち二人で！」

　それが自分をヒーローと呼んでくれたあの子にできる、たった一つのこと。
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　エアコンが設置されていないせいか、その部屋の空気は生暖かかった。

　広さはせいぜい八畳じようほど。換かん気き口こうはあるが、窓はない。明かりも必要最小限のものしか用意されておらず、全体的に薄暗い。

「…………」

　そんな部屋の隅すみで、江戸山紫は膝を抱かかえて座りこんでいた。

　ここに連れてこられて、もう数時間が過ぎた。何が起きたのか、自分は何の目的でこんなところに監禁されているのか、その辺りの事情は薄うす々うす察している。幼いとはいえ、紫もヤクザの家に生まれた人間だ。それに、部屋に閉じ込められているのは紫一人ではなかった。

　室内には紫以外にも複数の女性が監禁されていた。そのうちの何人かは紫も見たことがある。父が会長をやっている広域暴力団、江戸山会。その幹部の娘むすめたち。全員、紫と同じで、「交こう渉しよう」の道具として誘ゆう拐かいされたのだろう。抗こう争そう──その中で狙ねらわれるのは、父や幹部たちにとって泣き所になる自分たちだと分かりきっている。

　紫だけは服を身に着けることを許されていたが、他ほかの女性たちは服さえもはぎとられ、身を寄せ合っていた。

　彼女たちは沈ちん黙もくし、紫とは離はなれた場所で座りこんでいる。が、やがて、そのうちの一人がキッとした目を紫に向けてきた。

　立ち上がり、その女性は紫のそばに近づいてくると、

「アンタ、会長のとこの娘でしょ……？」

　顔を上げた紫がうなずくことで質問を肯こう定ていしてみせると、女性の表情がさらに険しくなった。いや、それどころか、いきなり紫に摑みかかってきた。

「服、寄よ越こしなさいよ！」

「えっ……」

「アンタの親おや父じがしっかりしてないから、こうなったんでしょ！　どうして、私たちがこんな目に遭あわなきゃなんないの！」

　髪かみをつかまれ、無理やり押さえつけられる。

「好きでヤクザの娘に生まれたわけじゃないってのに！　組の者は何してんのよ！」

「ちょっと、やめなよ！」

　あわてて、他の女性たちが彼女のことを止めにかかった。が、それでも、その女性は紫から手を離そうとしない。

「っ……」

　揉もみくちゃにされながら、紫は目を閉じる。

　──声が出ない……。

　きっと、助けが来るって、そう言いたいのに。強くなりたいのに。

　こんなとき、どうして、私は何もできない子どもなんだろう……。







　室内の騒そう動どうは、実は部屋の外にも漏もれ聞こえていた。

　もっとも、それを聞いた怪かい盗とうブラック・フィストこと、黒くろ井い小節はまったく関心を払はらわなかった。彼女にとっては興味のないことだ。

　こちらは紫を始めとした「人ひと質じち」が監かん禁きんされている部屋とは対照的な広々とした部屋。

　窓もちゃんとあって、マンションの外の景色が一望できる。

　その窓のそばに小節以外の人ひと影かげがあった。

　全身に戦国武将のような甲かつ冑ちゆうを着込んだ、その姿──。

「なあ。一つ聞きたいんだけどよ」

　黙もく然ぜんと窓の外の景色を眺ながめやっているその鎧よろい人間に、小節は臆おくすることなく声をかけた。

「もし、光る魚を売りさばいて、この街が超ちよう能のう力りよく者だらけになった時──あのデブは自分てめえがトップを張り続ける自信とパワーがあるってのか？」

　あのデブとは無論、この部屋の持ち主であり、一連の騒動の仕し掛かけ人でもある仏田のことである。いまはバスルームでシャワーを浴びている。ちなみに、現在このマンションにいるのは仏田や小節たちだけではない。別の一室には江戸山会側からの反はん撃げきに備えて、仏田組の組員たちも詰つめている。

　小節の問いかけに、鎧を着込んだその人物は無言だった。初めて会ったときからそうだったが、とにかく無口な相手だ。性格なのか、それとも、意図的に発言を控ひかえているのか。

　小節は気にせず質問を続けた。

「それとも、しのぎが厳しいこの時代に、ヤケクソになっているだけの、ただの死にたがりか？」

　重ねて問いかけると、ようやく答えが返ってきた。

「……残念だが、おそらく後者だ」

　抑よく揚ようのない声は若じやつ干かん、音程が高いようにも思えたが、やはり男か女か、性別の判断は難しい。

　小節は鼻で笑ってみせた。

「フッ、どうでもよさそうに言うんだな。まあ、客人ってことは、オメーも元から部外者か。カッコからして、まともにも見えねーし」

「…………」

「あのデブあおって、オメー、なに企たくらんでんだよ？　その光る石はなんだ？」

　鎧人間の手には、あの光る魚を生み出す不可思議な石が握にぎられている。

「……知る必要はない」

　しばしの間を置いて、またもや感情の抜ぬけ落ちた声で答えが返ってきた。

「全すべてを選ぶのはこの魚たちだ」
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　どういう理り屈くつなのか、そこで石からまたも光る魚が出現した。

　金魚にも似たその魚は、宙をふわふわと旋せん回かいしたあと、とある方向へ向かって飛び去っていく。

　壁かべをすり抜けて、その部屋の中へ。

　紫たち人質が監禁されている部屋へ──。

「ふーん」

　魚の消えた方向を見やったあと、再び相手の手の中にある石に目を向けると、小節は唇くちびるの端はしをにやりと曲げた。
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「ここ、ですよね？」

　つぶやくリンカの前に窓があった。

　カーテンが閉じられた窓。全体的に豪ごう華かなマンションだ。中は４ＬＤＫどころではあるまい。どれくらい部屋があるか、貧びん乏ぼう暮ぐらしが板についているリンカには想像もできない。

　リンカのそばには、このマンションのベランダまでリンカを瞬間移動で運んでくれた京太郎の姿もある。

　いや、それに加えて、

「ところで──なんで連れてきたんですか？」

「離れてくれないんだよ」

　ささやき声でリンカがたずねると、京太郎は少し困ったように答えた。その左手があの空飛ぶペンギン、ペギィを抱だいていた。

「紫ちゃんになついてたし、ペギィなりに心配してるのかも」

「そのわりに結構、殺気立った顔しているようにも見えるんだけど」

「じゃあ、自分で紫ちゃんのことを助けるつもりなのかな」

　リンカは軽く息をついた。まあ、ついてきてしまったものは、もう仕方がない。

　父から借りた警棒──というより、気絶させて奪うばい取ったと言ったほうが良かったかもしれないが──を握り直し、リンカは再びマンションの窓に向き直った。背後の京太郎に告げる。

「室内の様子見てくるから……ここで待ってて」

「分かった」

　例の仮面をかぶった京太郎の声も緊きん張ちよう感かんを帯びた。こちらもペギィを抱いていないほうの手に金属バットを持っている。

「極力、戦せん闘とうは避さけよう」

　おそらく京太郎のその判断は正しい。

　この場合、最優先すべきは紫の救出だ。となれば、無理をするべきではない。不意をつかれたとはいえ、数時間前にリンカは小節に完敗している。さらに敵には京太郎と同じく瞬間移動能力者もいる。もちろん、紫の監禁場所には仏田組の組員も揃そろっているだろう。

「うん」

　リンカは京太郎の言葉にうなずき、目の前の閉じた窓に身を躍おどらせた。

　極力、戦闘は避ける。極力──。

　内心でその言葉を繰くり返しながらも、窓をすり抜けた瞬間、リンカはすぐさま行動を開始した。

　室内にいたのは、五人ほどの男たち。

　そろって強面こわもてで、手に手に拳けん銃じゆうやナイフといった武器さえも携たずさえていた。

　足音を消すこともせず室内に踏ふみ入ったリンカは、問答無用でその男たちに飛びかかった。

「な、なんだっ!?」

　驚きよう愕がくの声など完全に無視して、構えた警棒を手近な男の横っ面つらにめり込ませる。

「ぐぼっ！」

　うめき声をあげて、相手がその場でどうと崩くずれ落ちた。

「こ、このアマッ！　どっからっ！」

　激げつ昂こうした男の一人が持っていた銃じゆうを構えた。パンッ、パンッ、という乾かわいた音。しかし、銃じゆう口こうから放たれた弾たまはリンカの体を貫かん通つうすることはあっても、その身に傷を負わせることはない。すでにリンカの透とう過か能力は発動している。

「がっ！」

　超能力ＥＳＰで弾だん丸がんをやりすごしたリンカは男の懐ふところに飛び込むと、その顎あごめがけて下から警棒を振ふり上げた。骨の砕くだける嫌いやな音。……手加減はしてない。そんな余よ裕ゆうはこちらにもない。

「貴様あああああっ！」

　別の男が今度は素す手でで摑つかみかかってきた。首をひねることで相手の太い腕うでをいなすと、リンカはまた警棒を振るった。

「ぎゃあっ！」

　潰つぶれた鼻を押さえて、その場でうずくまる男。これで三人。残る二人は突とつ然ぜんのことに対処できず、棒立ちになっている。その隙すきをリンカは見み逃のがさない。一足飛びで相手との距きよ離りを縮め、踏みこんだ足に体重を乗せ、警棒で二人の側頭部を薙なぎ払う。

「……っ！」

　声もなく二人の男たちは床ゆかに倒たおれた。これで完かん了りよう──だが、その瞬しゆん間かん、リンカの怪け我がをした太股ももにズキリとした痛みが走った。

「くっ……」

　小さくうめく。

　歯を食いしばるリンカの背後で、また別の声がした。

「え……なに、その動き……」

　京太郎だった。

　室内で発生した物音に驚おどろいたのか、中に飛び込んできたらしい。どうやら一部始終を見ていたようだ。

　大きく深呼吸することで痛みをなんとかこらえたリンカは、むしろ淡たん々たんとした声で京太郎の問いに答えた。

「子どものころ少し習った。カリって武術……」

　別名「アーニス」、「エスクリマ」と呼ばれる近代武術である。アメリカではＦＢＩなども採用している。武具を使用した近接戦に秀ひいでた武術の一種で、暴徒鎮ちん圧あつ等にも有効。が、それゆえに使いどころや相手を間ま違ちがえれば、それは単なる暴力にすぎなくなる。実際、リンカも普ふ段だんはこんな危険なものを使わない。

　極力、戦闘は避ける──。

　避けるためには、長引かせないためにはこれが一番有効だった。

「何の音やっ!?」

「！」

　突然、部屋のドアが開いた。

　怒ど鳴なり声と共に、新たな男が二人ほど室内に入ってくる。中の様子を見たその男たちはすぐさま事情を悟さとったのか、ナイフを抜いてリンカに襲おそいかかってきた。

「貴様、どこの組のもんじゃいっ！」

「アンタらと──」

　そして、リンカも瞬しゆん時じに反応している。

「一いつ緒しよにすんなあっ！」

　あえてナイフの切っ先を自分の体にめりこませ、それによって生じた相手の隙を利用して、リンカは男たちを警棒で薙ぎ倒した。







「ハア、ハア……」

　急激に筋肉をひねった反動か。

　太股の激痛がぶり返しつつあった。カリは確かに強力な武術だが、それだけに体にも負担がかかる。

「リンカさん……」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　心配げな京太郎の声にそう応じて、リンカはその場から歩きだした。床にはリンカに気絶させられた男たちが泡あわを吹ふき、折り重なるようにして倒れている。

「それより、早く紫ちゃんが捕つかまってる部屋を……」

「あ、ああ」

　我に返ったように京太郎がリンカのあとに続こうとした。

　だが、そのとき、

「あー？　何の騒さわぎかと思やぁ、こりゃ──」

　聞き覚えのある声に、さすがにリンカもハッとして足を止めた。

　ついさっき、二人の男たちが突とつ入にゆうしてきたドアの向こうからだった。一人の少女が姿を現す。

　口に棒付きのキャンディーをくわえていた。

　怪かい盗とうブラック・フィストこと、黒井小節。

　リンカと、室内に転がっている男たちを眺ながめやったあと、その小節はむしろ感心したように軽く笑った。

「化け物かよ、テメー。あんだけ殴なぐりゃ、普ふ通つうは入院だぞ」

　──やっぱり、この子もここにいたのか。

　この相手だけは一ひと筋すじ縄なわではいかない。素すの格かく闘とう技ぎ術じゆつにも長たけている上に、姿を消すという厄やつ介かいな能力も持っている。しかも、そこにいたのは小節一人ではなかった。小節の背後にもう一つ、人ひと影かげがある。黒い甲かつ冑ちゆうを着込んだ影──あの、京太郎と同じ瞬間移動を使う不気味な鎧よろい人間だ。

　リンカは警棒を構え直した。

　相手の一挙手一投足を見逃さないよう、神経を研とぎ澄すましながら、低い声でたずねる。

「誘ゆう拐かいした子は、どこ……？」

「ん？」

　小節の顔にさらに面おも白しろがるような表情が浮うかんだ。

「なんだよ、ガキを助けに来たのか。そりゃスゲーな」

「…………」

　太股の痛みは消えていない。

　この足で、小節相手にどれだけ戦えるか──。

　だが、リンカが切せつ迫ぱくした思いの中で、次の一手を考えようとしたとき、小節が予想外の言葉を口にした。

「あのガキなら、そっちの部屋ん中だよ。勝手に連れて帰んな」

　リンカから見て左側の壁かべを小節が指差している。

「え……？」

「あたしはもともと泥どろ棒ぼうが本業だかんな」

　驚きの声をあげるリンカの前で、小節が今度は不敵な笑えみを浮かべてみせた。

「ボロボロのオメーなんぞにもう用はねえし、ヤクザ連中の抗こう争そうなんか、心底どうでもいい。それに──」

　小節の視線がリンカから離はなれ、横に滑すべる。

　いや、視線だけではなく、その体が猫ねこのようにしなやかに動いた。

「いまはもっといいもんを見つけちまったしな」

「！」

　宙を奔はしる小節の手。だが、その先にいたのはリンカではない。振り向きざま、ジャブのように繰り出された小節の手は、その背後にいたあの鎧人間の手の中から何かを奪い取った。

「っ？　何のつもりだ……？」

　当然というべきか、鎧人間が疑念の声をあげた。リンカにとっては初めて聞く声だった。男なのか女なのか、よく分からない。意図的に作った声なのかもしれない。

「へへっ」

　小節が楽しげな笑い声をあげた。

「あたしは興味のあることにしか動かねー。こいつはなかなかお宝価値が高そうだ」

　そう言った小節の指がつまんでいたもの。

　石のようだった。ただ、普通の石には見えない。宝石というわけではないが、表面に複雑な模様が刻まれている。

「いただいてくぜ。じゃ、あと、よろしく」

　そんな捨て台詞ぜりふと共に、小節の影がかすんだ。姿を消す能力。あっという間に見えなくなる。

「消えた……仲間割れ……？」

「分からないけど……」

　リンカと京太郎は素す早ばやくお互たがいの目線を交かわしあった。相手の事情はさっぱり分からない。ただ、小節が残していった言葉の意味を確かめる価値は十分ある。

「リンカさん」

「分かってる」

　京太郎の呼びかけに応じながら、リンカはついさっき小節が指差した方向の壁に、自分の体を潜もぐり込ませた。

「…………」

　リンカも警けい戒かいはしていたのだが、小節が消えて取り残された鎧人間は、どういうわけか沈ちん黙もくと共にその場に佇たたずんでいた。リンカの行動を止めようともしない。

　疑念を感じつつも、リンカは壁をすり抜ぬけ、上半身だけを室内に潜りこませた。中の様子をうかがう。

　すぐに目的の少女を発見した。

「居たっ！　紫ちゃん！」

「え──」

　部屋の隅すみで膝ひざを抱かかえて座りこんでいた紫がリンカの声に気づいたのか顔をあげた。

「東さんっ」

「ああ！」

　動かない鎧人間のことは気になるが、いまはそれこそ紫の救出が最優先だ。京太郎は手に触ふれたものを瞬間移動させることができる。紫とリンカを抱だいて逃にげてしまえば、いくら同じ瞬間移動能力者でも追ってこれまい。

　京太郎が能力を使い、紫が閉じ込められた部屋の中に入ってきた。室内には紫以外にも何人かの女性が捕とらわれているようだった。

「ぺ──っ」

　この声は京太郎に抱かれていたペギィが発したもの。

　京太郎と共に中に入ってきたペギィは、京太郎の腕うでを抜けだすと、ふわふわと宙を飛び、紫のもとへ近づいていった。

　良かった、これでなんとか──だが、そう思った瞬しゆん間かん、辺りに轟ごう音おんが響ひびき渡わたった。

「何さらしとんじゃっ!!　われえええええええっ！」

　怒ど声せいと共にぶち破られたのは部屋の壁。

　飛び散る壁の破は片へんの中から、上半身裸はだかの太った男が姿を現す。肩かたから背中にかけて彫ほられた刺青いれずみ。顔に見覚えがある。この騒そう動どうの首しゆ謀ぼう者しや、仏田だ！　こいつもここにいたのか！　しかし、一体、どうやって壁を……！

「おらあああああああああああああっ！」

　振ふりかぶった仏田の二の腕が、そのまま紫に近寄ろうとしていたペギィの体に叩たたきつけられた。

「ペギィィィィィッ！」

　悲鳴にも似た声をあげて、ペギィが逆側の壁まで吹っ飛ばされる。

「ペギィッ！」

「くそっ！」

　リンカと京太郎もすぐに反応した。リンカは警棒を構え、京太郎は金属バットを振り上げる。室内に侵しん入にゆうしてきた仏田の頭めがけて、ほぼ同時に振り下ろされる警棒と金属バット。だが、一いち撃げきで相手を昏こん倒とうさせるのに十分だったはずの殴おう打だは、まったく逆の結果を生みだした。ベキリという音と共に、警棒とバットがへし曲がる。

「折れたっ!?」

「無む駄だじゃああああああっ！」

　仏田が咆ほう哮こうした。と同時に、手近なところにいたリンカの首と、紫の腕をその太い両手で摑つかむと、

「儂わしの体はサイコキネシスのバリアで覆おおわれとるっ！　命たまぁ殺とりたかったら核かく弾だん頭とうでも持ってこんかいっ！」

　あの江戸山会長宅でピストルの弾たますら弾はじき返したのはそういうことだったのか。ひょっとすると、たったいま壁をぶち抜いたのも、その力を利用してのことなのかもしれない。

「ぐっ！」

　万力を思わせる腕わん力りよくでしめあげられ、さすがにリンカは苦く悶もんのうめき声を発した。反射的にもう一本残った警棒を仏田の腕に叩きつけたが、無論、効果はない。相手の能力が規格外すぎる。こんな相手には、まっとうな武術など通用しない。さらに言えば、人間相手ではリンカの透とう過か能力も発揮できない。

「死ねやあああああああっ！」

　こ、呼吸が──。

　だが、そのとき、それは起こった。




　　　　※




　あの光る魚たちが、人の中に存在する奇き蹟せきの力、超ちよう能のう力りよくを発現させるのだとすれば。

　では、その光る魚たちを追いかけていたペンギンとは何なのか？

　その答えの一いつ端たんが、いま示されようとしていた──。







「ペガアアアアアアッ！」

　突とつ然ぜんの雄おたけびはリンカが発したものでも、仏田が発したものでもなかった。

　それはこの場においては、捕らえられていた紫や他ほかの女性たちと同じように無力だと思われた存在。

「!?　ぺ……ギィ……!?」

　呼吸困難のせいでぼやけた視界の中で、リンカもかろうじてそれを見ることができた。

　仏田によって部屋の壁に叩きつけられたペギィがいつの間にか起き上がっていた。雄たけびはこのペギィが発したものだ。のみならず、その体から黒く渦うず巻まく何かが発生する。煙けむり……いや、違ちがう。最初は煙に見えたそれは、やがて集束すると、まるで鮫さめを思わせる影になった。しかも、影は決して単色ではなく、うねうねとした模様が浮かんでいる。

　どことなく、小節があの鎧人間から奪うばい取った石に彫り込まれた模様にも似ているように思えた。

「ペガアアッ！」

　再びペギィが雄たけびをあげた。それに呼応するかのように、鮫に似た黒い影も動く。尖とがった頭が向かう先は、リンカと紫を拘こう束そくしている仏田。あろうことか、分厚い脂し肪ぼうで覆われた仏田の腹に、鮫の頭がそのまま突つき刺ささった。ついさっき、リンカと京太郎の打だ撃げきはサイコキネシスのバリアが撥はね返したというのに、この鮫にはそれも通じない。鈍にぶい音と共に仏田の体内にめり込んでいく。

「ぐあああああっ！」

　仏田が絶ぜつ叫きようした。ただ、不思議なことにその腹から血は噴ふき出さなかった。

　血ではなく仏田の体内から噴き出したのは──いや、こう言い替かえるべきだろう。

　仏田の腹に頭を突っ込んだ鮫が、その体内から口にくわえて引き抜いたのは、光る魚だった。

　金魚のようなその魚を仏田の体内から奪い取った鮫は、ほとんど同時にその姿がかすんでいく。だが、光る魚のほうは消えない……と思った途と端たん、今度はペギィが動いた。宙に浮うかんだ魚に近づくと、クチバシを開き、ぱくりと一ひと吞のみにしてしまう。

　──喰くった!?

「クエ」

「……お、おどれ……」

　あまりのことに呆ぼう然ぜんとしていた仏田が声をあげたのは、数秒後のことだった。

「おどれ……いま儂に何をしおったっ!?」

　仏田がリンカの首を摑んだまま、ペギィに突とつ進しんした。力任せに持ち上げたリンカの体を、宙に浮かんだペギィめがけて叩きつけようとする。だが、そのとき、仏田の他にも動いた人間がいた。

「リンカさん！」

　京太郎だった。

　横から仏田に近づくと、京太郎はその胸に手を当てた。刹せつ那な、仏田、そして、仏田に摑まれたリンカや紫の体がその場から消え失うせる。もちろん、京太郎自身の体も。

　瞬間移動──。




　　　　３




　暗いマンションの非常階段の途と中ちゆうで、不意にその人物は姿を現した。

「へへっ」

　発動させていた自分の超能力を解除し、黒井小節は楽しげに笑った。

　頭の上の夜空には、しんとした半月が浮かんでいる。

　その月に小節は手に入れたばかりの「お宝」をかざした。

　奇き妙みような模様が浮かんだ石の欠片かけら。

「こいつはとんだ収しゆう穫かくだ。『光る魚を宿す石』か。こんだけ珍めずらしけりゃババアも納なつ得とくするだろ」

　他人には自由奔ほん放ぽうに見えても、その実、小節が盗ぬすみを続けているのには、ちゃんと理由がある。

　それは代々、盗とう賊ぞく稼か業ぎようを続けてきた実家の跡あと目めを継つぐこと。

　そのための条件がこれだった。彼女の家の者たちが認めるだけの宝物を盗んでくる──人間に超能力を発現させることのできる石であれば、その価値はそこらの宝石の比ではない。間ま違ちがいなく家業を継ぐための『証あかし』になりうるだろう。

　珍しくもホクホク顔で、小節は石を手にしたまま、非常階段を降りようとした。

　しかし、浮かれ気分で周囲の警けい戒かいを怠おこたったことが、小節の失敗だった。

「──待て。小こ娘むすめ……」

　突然、聞こえたのは野太い声。そして、小節が降りようとした非常階段の先で、道をふさいでいたのは黒々とした巨きよ大だいな影。

　全身に戦国武者を思わせる鎧よろいを着込んでいる。ただ、仏田に協力していたあの鎧人間とは背格好や体格が違う。

「その石は──お前には過ぎたものだ」

「あ？　何だ、てめえ」

　一方的な宣言に対して、小節の顔からも瞬しゆん時じにそれまでの笑えみが消え失せた。

「誰だれだか知らねーが、邪じや魔ましようってんなら……」

　その瞳ひとみに生来の気の強さが宿ったかと思うと、すぐさまそれは肉にく食しよく獣じゆうにも似た闘とう争そう心に切り替わる。

「容よう赦しやしねーぜ！」

　階段を蹴けって、小節は相手に襲おそいかかった。問答無用の不意打ち。距きよ離りもタイミングも完かん璧ぺきだった。しかし、相手の顔面を捉とらえたはずの拳こぶしは、次の瞬間、空むなしく空を切った。

「!?」

　そして、感じたのは背後で膨ふくれ上がる殺気。振り向きざま、とっさに両りよう腕うでで急所だけはガードする。だが、相手の攻こう撃げきは小節の予想をいともあっさりと超こえた。

「なっ……！」

　横合いから迫せまってきたのは、まるで丸太のような太い足。急所もクソもない。まさに力任せ。ただ、敵を薙なぎ払はらうだけの蹴り。しかし、その威い力りよくが半はん端ぱではない。

「うわあああああっ！」

　ガードした腕ごと、小節はそのまま非常階段の踊おどり場から吹ふっ飛ばされた。柵さくを越こえ、体が宙に投げ出される。

　──チッ。

　それでもガードしたのは正解だった。無理に踏ふん張ろうとせず、相手の力を受け流したのも良かった。体へのダメージはそれほどではない。空中で小節は咄とつ嗟さに身をひねり、着地の衝しよう撃げきに備える。尻しりもちをついたが、なんとか間に合った。

　──コイツ、強つえぇ。

　少し舐なめすぎた──地面に手をついた小節が内心で舌打ちまじりにつぶやいたとき、相手も小節を追いかけて、非常階段から飛び降りてきた。

「…………」

　今度は無言のまま、小節の前に立ちはだかる。月明かりの下、浮かび上がった不気味な鎧の影。顔すらも仮面で覆われているせいで、その表情はまったくうかがえない。

　この格好……やはり、あの仏田に協力していたコスプレ武者の仲間だろうか？

　だとすれば、長居は無用だった。あのコスプレ武者は瞬しゆん間かん移動の超能力を持っていた。であれば、こいつにも何かとんでもない隠かくし玉があるかもしれない。

　──姿を消して逃にげるか？

　仁に王おう立だちになった相手の姿を瞳に映したまま、小節は思う。盗賊稼業をやっているわりに、敵前逃とう亡ぼうというのがあまり好みではない小節だったが、それも時と場合による。こんな得体のしれない相手とまともにやりあう気になどなれない。

　──しゃあねえ。

　丹たん田でんに力をこめ、小節は超能力ＥＳＰ発動の体勢に入った。いきなり姿を消したりはしない。それではこちらの位置を予測される可能性が高い。まずは横に飛んで、相手をかく乱してからだ。

　幸い、盗んだ石はまだ奪い返されていない。

　野や郎ろうが動いた瞬間、こっちも飛ぶ──だが、小節がそう考えたとき、

「ん？」

　奇妙なものが小節の視界に入った。

　位置は、自分の目の前に立ちはだかった鎧武者の後方。

　……車が宙に浮いている。

　しかも、そのセダン車らしい車は急速にこちらへ近づいてくる！

「!?」

　気配で悟さとったのか。それとも小節の視線に不ふ穏おんなものを感じたのか。

　鎧武者も振ふり返った。だが、完全に遅おそかった。ジェット機のようにこちらに飛んできた車は、鎧武者の眼前で急きゆう上じよう昇しようしたかと思うと、真上から鎧武者を押し潰つぶした。凄すさまじいばかりの衝しよう突とつ音。割れる地面。飛び散るアスファルトの破は片へん。

「だあっ」

　あまりのことに、小節も思わず叫さけんだ。あわてて両手で顔を覆おおい、飛び散ったアスファルトから身を守る。

　そこへ背後からまた別の声がした。

「大だい丈じよう夫ぶか、嬢じようちゃん」

「え──」

　反射的に振り返ろうとしたところで、

「！」

　ひょいと小節の体は宙に浮いた。

「事情は知らんが、どうもただ事じゃなさそうだな……」

　抱だき上げられたのだということを理解するのに、数瞬の間が必要だった。最初に目に入ったのは、分厚い胸むな板いた。そして、見上げた先にあったのは、いかつい男性の顔。

　──だ、誰……？

　こんなときだというのに、小節は胸の鼓こ動どうが速くなるのを自覚した。なにしろ、これはいわゆる「お姫ひめさま抱っこ」の体勢。……正直なところを言えば、小節はこういうのに弱い。自分と敵対する相手に対しては容赦のない小節だが、こんなふうに自分を女の子扱あつかいされることには慣れていない。

　──つぅか、すげえ筋肉……。

　ついでに言えば、この男性、なぜか鼻から血を流している。誰かに殴なぐられでもしたのだろうか？

　もちろん、小節は知らない。

　それが数時間前、江戸山邸ていで小節とやり合った白い女──つまり、リンカの父であり、鼻血は仏田のアジトに向かおうとするリンカに膝ひざ蹴げりを食くらって気絶させられたときに噴ふき出したものだということを。さっきの車は彼の超ちよう能のう力りよくによるものだということを。

「えっと……」

　返す言葉に迷って、小節は男性の顔を見上げたまま言い淀よどむ。

　だが、そのとき、ゴンという鈍にぶい音がした。

「!?」

　続けて、たったいま地面に対して直立の状態で半ばめりこんでいたセダン車が斜ななめに傾かたむいた。下から弾はじき飛ばされるようにして、フロント部分が顔を出す。いや、顔を出したのは車だけではない。

　撥はねのけた車の下から、ゆっくりと姿を現したのはあの鎧武者。

　車の重量に押しつぶされたはずなのに、何事もなかったかのように立ち上がる。いや、それどころか、鎧にも傷一つない。

　──なっ!?

「タフな変態野郎だな」

　さすがに顔を強こわ張ばらせる小節の頭の上で、小節を抱いた男性が低い声でつぶやいた。

「こりゃマジで闘やり合うしかねぇか……」

　男性の声に反応したのか、鎧武者がわずかに腰こしを落とした。男性のほうは言葉通り本気で戦うつもりか、両手に抱いた小節をやや離はなれた地面の上に降ろそうとする。

　だが、その瞬間──だった。

「うおっ！」

　唐とう突とつな叫び声は、今度は小節たちの頭上の空。

　そして、見上げる小節たちの視線の先から、この夜に起きた事件の関係者がまとめて降ってきた。




　　　　※




　──おそらく。

　仏田を瞬間移動させた京太郎にしても、計算し尽つくしてその場所を選んだわけではあるまい。

　単にいまの状じよう況きようを打開するため……もっと言えば、リンカや紫を締しめ上げている仏田を一瞬でも混乱させるために、適当な空間に瞬間移動しただけだろう。だから、彼らがそこに出現したのは完全に偶ぐう然ぜんだったと言える。

　ただ、偶然だろうと何だろうと、京太郎の行こう為いが有効だったのは間違いなかった。

「うおっ！」

　突とつ然ぜん、リンカたちと共に空中へ放ほうり出された仏田が驚きよう愕がくの声を上げた。同じく瞬間移動を使う、あの鎧人間と行動を共にしていながら、彼は瞬間移動の経験はなかったと見える。しかし、京太郎とずっと『英雄ヒーロー計けい画かく』を続けてきたリンカにとっては、この感覚はもう慣れ親しんだものだった。

「ワレ、こらっ……」

「東さんっ、紫ちゃんを！」

　意味不明の言葉を発し、リンカの首と紫の腕うでを摑つかんだ手の力を緩ゆるめてしまった仏田とは違ちがい、リンカはすぐに行動を起こした。仏田の手から解放された紫のことは京太郎に頼たのみ、自身は自由になった身をひねって、その体勢に入る。地面に向かって真っ逆さまに落ちていく体。しかし、ジタバタともがくだけの仏田と、すでに心の準備ができていたリンカでは、その対応に天と地ほどの差がある。

　落下しながら、高々とリンカは自分の右足を振り上げた。──頭ず蓋がい粉ふん砕サイ蹴りキツク。もちろん、体がサイコキネシスのバリアで覆われているという仏田に直接効くとは思っていない。ただ、この体勢なら、蹴りで仏田を地面に叩たたきつけることで、多少は効果があるかもしれない。

「はああああっ！」
















　──いまっ。

　タイミングを完璧に計って、リンカは足を振り下ろした。一瞬、さっきの光景が脳のう裏りに蘇よみがえる。紫が監かん禁きんされていた部屋で、仏田に対して力ちから一いつ杯ぱい振ふるったはずなのに、逆に折れてしまった警棒。

　おそらく、今度も蹴った足の先からとんでもなく硬かたい感かん触しよくが伝わってくるだろう……そう思ったのに違った。

「ぐげっ！」

　えっ──？

　仏田のうめき声と共にリンカが感じたのは、柔やわらかい頰ほおの肉を自分の足がえぐる感覚だった。

　なぜ、と思う間もない。

　そのままリンカの足は仏田の顔にめりこみ、その巨きよ体たいを轟ごう音おんと共に地面へ叩きつけた。

　……いや。

　正確には違う。

　咄とつ嗟さのことで、リンカにはそれが見えていなかった。

　地面に叩きつけたと思った仏田の先に、もう一人、全身に鎧よろいを身に着けた黒い影かげがいたことを──。







　極度の緊きん張ちよう感かんから一瞬でも解放されると、人間の体は神経組織の働きが活発になるらしい。

「痛つう……」

　大の字に寝ねそべった仏田の体の上で、リンカは思わず苦痛の声を漏もらした。

　さすがに、この満まん身しん創そう痍いの状態で無理をしすぎた。最も怪け我ががひどかった左の太ふと股ももだけでなく、体のあちこちが悲鳴をあげている。身をよじるだけで、小節との格かく闘とうで痛めた箇か所しよがうずく。

　ただ、

「やった、の……？」

　リンカの足の下にいる仏田は動かなかった。死んではいないが、気絶しているらしい。

「みたいだね……」

　リンカと同じように仏田の体の上に落ちた京太郎が、リンカの問いかけにうなずいた。その手に紫が抱かれている。少女の体に怪我はない。ただ、こちらも気を失っているようだ。

「良かった……」

　リンカは京太郎の腕の中で目を閉じた紫の頰に顔を寄せた。体の痛みに息を切らしながらも、その無事な姿に微笑ほほえむ。本当に良かった……心の底から、そう思う。紫もそうだが、自分も京太郎もなんとか生きて、あの場所から出られた。

　あとは、ここを早く離れて、紫を家に連れて帰るだけ。

「東さん」

「ごめん……さすがにパワー切れみたいだ」

「そか……」

　瞬しゆん間かん移動での脱だつ出しゆつは無理。なら、自力で歩くしかない。

　大丈夫、まだ動ける──と、リンカが包帯を巻いた左足に手をあてながら、自分に言い聞かせていると、京太郎が続けてこんな言葉を口にした。

「まったく……すごい人だな、君は」

「え──」

　唐突な賛辞に、リンカは一瞬きょとんとした。が、すぐに我に返る。

「それを言うなら、東さんだって……ていうか」

　そして、思い出した。

　自分の下で気絶している仏田に目をやる。

「どうして効いたの？　いまの蹴けり」

「さっき、ペギィがそいつの体から光る魚を抜ぬき取ったようにも見えたけど……」

「あ、そういえば──」

　そうだった。その光景はリンカも見た。ペギィの体から発生した鮫さめのような影。それが仏田の体内にもぐりこみ、光る魚を咥くわえ出して──ということは、あの光る魚こそが超能力の源ということなのだろうか？　超能力を持った人間の体の中には、総じてあの光る魚が存在している？

　リンカが頭をひねって考えていると、

「大丈夫か!?　リンカ！」

「は？」

　唐突な声は聞き慣れた相手のものだった。

「お父さんっ？」

　なぜ、そこにいたのか。

　こちらに向かって父が駆かけ寄ってきた。ただ、両手にこれまた見覚えのある少女を抱だいている。黒井小節。

「てか、その子……」

　目を丸くしてリンカが問いただそうとした、そのとき。

「っ！」

　不意に足元が揺ゆれた。

　まずい、仏田が目を覚ましたのか、と思うリンカだったが、そうではなかった。

「だわあっ！」

　いきなりリンカはその場から吹ふっ飛ばされた。いや、リンカだけではない。紫を抱いた京太郎も。さらに、なぜか、足の下で気絶していた仏田も。

「…………」

　そうして、たったいまリンカたちがいた場所で立ち上がったのは、鎧を着た人間だった。

「コイツ……まだ!?」

　走り寄ってきた父が目を見開き、その場で立ち止まったが、リンカや京太郎にとってはさっぱり事情が把は握あくできない。呆ぼう然ぜんと目の前に立ちはだかった鎧武者を見上げるばかりだ。が、そこで、さらに二人を驚おどろかせる出来事が起きた。

「やれやれ……」

　突然の声は、この場に存在しない相手のもの。

　そして、何もなかった空間にその人物が現れる。

「困ったものだな……想定外、と言うほど意外でもないが……」

　それは仏田と共に行動していた、京太郎と同じ瞬間移動を使うあの鎧人間だった。




　　　　※




　半ば反射的にリンカが京太郎の腕に抱かれている紫のそばに身を寄せたのは、当然のことだった。

　確かにこの相手はリンカたちが仏田とやりあっている最中、まったく手出しをしてこなかった。しかし、だからといって、この先も何もしないとは限らない。そもそも、紫を直接さらったのは、この鎧人間なのである。

　しかも、この相手は瞬間移動の超能力ＥＳＰを持っている。江戸山邸ていでの一件からして、京太郎と同じように自分の手で触ふれたものを移動させられるタイプだろう。また紫を誘ゆう拐かいされようものなら、全すべてがパアだ。

　鎧人間からの視線をさえぎるようにして、リンカは紫と、紫を抱いた京太郎の前に出ようとした。

　が、そこで気付いた。

「…………」

　京太郎の様子がおかしい。

　例によってカラスに似た仮面をかぶっているから、リンカから京太郎の表情は見えない。しかし、全身に異常なまでの緊張感が漂ただよっている。相手の超能力を警けい戒かいしているのか、とも思えたが、それにしてはリンカのように手の中の紫を守ろうとする素そ振ぶりがない。視線はどうやら、一点に集中しているようだ。突とつ如じよとして現れた鎧人間の、こちらも仮面によって隠かくされた顔の部分に。

　──東さん？

「うう……」

　このうめき声はリンカが発したものでも、京太郎が発したものでもなかった。紫でもない。

「話が、違ちがうで……」

　気絶していた仏田だった。どうやら意識を取り戻もどしてしまったらしい。

「いきなし超能力パワーが消えるなんて、聞いとらん……」

　仏田のかすれ声はリンカたちにではなく、あの鎧人間に向けられているようだった。

「儂わしは……天下が取れるっちゅうから……アンタの……魚を蒔くっちゅう計画に、賭かけたんやで……」

　魚を……蒔まく？

　──いったい、何の話？

　リンカが仏田の言葉に疑念を抱いていると、沈ちん黙もくしていた鎧人間が動いた。

　その顔を厚く覆おおう仮面に自分の指先を当てる。

「──所しよ詮せん、器うつわではなかったということだ」

　カチリと音がした。何かの留め金が外れたような音。

　そして、鎧人間は頭にかぶった兜かぶとに今度は両手をかけた。

「それでも、もう少し使えると思ったが」

　脱ぬぎ棄すてられる兜。

「今回は『回コレ収クタ人ー』が確かく認にんできただけでも、良しとしよう」

　またもや意味不明の単語。回コレ収クタ人ー……会話の流れからいって、仏田のことを言っているのでは無論ないだろう。とはいえ、リンカたちのことを指しているようにも聞こえない。

「何の話をしてやがる。何者だ、テメーら」

　あの少女、怪かい盗とうブラック・フィストを名乗る黒井小節を抱だきかかえた父が、リンカの聞きたいことを代弁してくれた。

　それに対し、兜を脱いだ鎧人間は、兜の下にかぶっていた仮面をも取り外しながら、

「いまは、ただ災わざわいを招く者──」

　はぐらかすような答えを口にした。

「その先は言っても、お前たちには理解できまい」

「!!」

　瞬間、リンカの傍そばにいた京太郎の肩かたがビクンと震ふるえた。

　あらわになった、相手の素す顔がお。

「安い正義を捨てる覚かく悟ごがあるのなら……」

　月明かりに照らされ、言葉を重ねるその顔は、

「私と来い、京太郎」

　女──。

　歳はおそらくリンカや京太郎とそう変わらない。夜よ闇やみに浮うかぶ肌はだは雪のように白く、目鼻立ちは整っている。印象的なのは、その瞳ひとみだった。月光を思わせる澄すんだ眼まな差ざし。しかもだ。

　その視線はリンカでも父でも小節でもなく、京太郎へまっすぐ向けられていた。

　──誰だれ!?

　女が口にした名前と、視線の向かう先に釣つられて、リンカは思わず横にいる京太郎のほうを振ふり向こうとする。

　だが、そのとき、

「え……？」

　月の浮かんだ夜空を背景に佇たたずむ女と、もう一人の鎧よろい武者の向こうに何かが浮かび上がった。

　いや、浮かび上がったという表現はおそらく正しくない。

　それは、女と鎧武者の後方にあるマンションの横から、ずいと姿を現した。

「はっ!?」

　形は古い絵画に描えがかれた雷らい神じんのようだった。猛たけ々だけしさそのものを感じさせる、怒いかりの表情。もっとも、それだけなら、リンカたちもそこまで驚きはしなかっただろう。

　一番問題なのは、マンションの横から現れたそれが、天をも衝つきかねない巨きよ体たいだった、という点だった。

「んなっ!?」
















「ば、化け物ぉ!?」

　背の高さはマンションどころではない。建設途と中ちゆうのスカイツリーすら軽く凌りよう駕がしている。ひょっとすると、タワーが完成していたとしても上回るのではないか。開いた手の平はそこらのビルなど一ひと握にぎりで粉々にしてしまいそうだ。

「ガアアアアアアアアッ！」

　そして、その化け物が吠ほえた。都内全域を震わせるかのような咆ほう哮こう。と同時に、化け物の右みぎ腕うでが変化した。造形だけは人間のそれと変わらなかった手が、無数の触しよく手しゆに姿を変える。触手の先についているのは蛇へびの頭だ。百、いや、千をも超こえようかというその蛇たちが、あろうことか一いつ斉せいに地上にいるリンカたちのもとへ襲おそいかかってきた。

「だあああああああっ！」

　避さけることさえできない。そんな時間的な余よ裕ゆうはない。あっという間にリンカたちは触手の群れに飲みこまれた。

「あっ！」

　この声は同じく触手に囲まれた小節があげたもの。その手から、何かの石がこぼれ落ちてしまう。宙を飛んだ石は、そのまま別の人物の手に渡わたった。あの女だ。こちらは周囲でうねり続ける触手の影えい響きようなどまったくないかのように、もう一人の鎧武者と共に平然と突っ立っている。

「自分で選べ、京太郎。我々はこの世界を変える」

　石を手にした女は、しんとした口調でまた言った。

「何にせよ、これ以上邪じや魔まするな。さもなくば──次は斬きる」

「ま、待て……」

　女が素顔を見せてから初めて、京太郎が声を発した。

「何で……！」

　叫さけびながら、京太郎が女へ近づこうとする。だが、その下半身に巻き付いた触手がそうはさせない。近づくどころか、動くことさえままならない。

　女は冷えた眼差しでそんな京太郎を見下ろしていた。

　そして、京太郎がその名を絶ぜつ叫きようした。

「美ミ奈ナ実ミっ!!」

　まるで、京太郎の声に反応したかのように。

　女と、そして、そばにいた鎧武者が煙けむりのように消え失うせた。──瞬しゆん間かん移動。いや、消えたのは女たちだけではない。

「これはっ……!?」

　女の姿が見えなくなるのとほぼ同時に、あの雷神のような化け物の形が崩くずれ始めた。燃料を失った炎ほのおが消えるかのごとく、触手と化した腕うでもその巨体も、夜空にかすんで失われていく。

　時間にして、わずか数秒。

　雷神に似た化け物もまた姿を消した。




　　　　※




「…………」

　残されたのは、沈黙と静せい寂じやくだけだった。

　その場にいた誰もが一言も発することなく、呆ぼう然ぜんと空を見上げている。もちろん、そこには化け物などもういない。女と鎧武者も消えている。

　──何が。

　地面にへたりこんだまま、リンカは胸の内でその言葉を繰くり返した。

　いったい、何が起きたの──？

　あの化け物、女、そして、女が残していった、いくつかの言葉。

　時刻は夜なのに、白昼夢でも見せられたような気分だ。一つ一つのピースに現実感がまったくなく、さらにそれぞれのピースがてんでばらばらに散らばっている。思考はただ乱れるばかり。

　いや。

　確かに考えはまるでまとまらないけれど。

　まとめるための、空想を現実に引き戻すためのヒントは存在している。

　少なくとも、そのヒントとなる人物は身近にいる。

「東さん……」

　かすれ声で、リンカはその名を呼んだ。

　返事はなかった。

「…………」

　地面に膝ひざをついた京太郎はうつむいている。

　と、そこに、

「くそっ！」

　唐とう突とつな叫びに、リンカがさすがに少し驚おどろいて振り返ってみると、そこには小節の姿があった。

　あの化け物の触手に包まれたとき、父の手からは離はなれてしまったのか。

　こちらも京太郎と同じように膝をついた小節は、その場で立ち上がると、

「獲え物ものを取り返されるなんてっ……」

　砕くだけたアスファルトの欠片かけらを小節は悔くやしげに蹴けり飛ばした。

　そうして、小節のぎらりとした眼差しが捉とらえたのは京太郎だった。

「おい！」

　京太郎に近寄るなり、小節はその胸むな倉ぐらを摑つかんで無理やり立たせた。

「あの女は何だ!?　オメーの知り合いなのか！　コラ！」

「ちょ……」

　すさまじい剣けん幕まくで京太郎に詰つめ寄る小節を、リンカは止めようとした。が、その手がふと止まった。

　やり方はともかく、小節の問いかけはリンカも京太郎に向けようとしていたものだったからだ。

　以前も感じた疑念。

『僕の育った街は、秩ちつ序じよも希望もない場所でさ。弱い者から消えていくだけだった』

　──この人の過去。

　私は何も知らない──。

「東さん」

　もう一度、名を呼ぶ。

　だが、京太郎は相変わらずリンカの声に応じようとせず、沈ちん黙もくしたままだった。
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「──よく生き残ったものだ」

　降りしきる雨音に混じって聞こえた声は、ひどく無感動な響ひびきを伴ともなっていた。

「君が京キヨウ太タ郎ロウ君か？」

　たずねられても答えは返さなかった。

　ついさっき腕を撃うたれた。撃った相手が誰かは分からない。別に珍めずらしいことではない。この国はいつもこうだ。紛ふん争そう地域──外の人間はその一言で片付ける。そこに多数の人間がいて、多数の人生があって、その人生のほとんどが無理やり終わらされることなど、さほど意識せずに。

　流れ弾だまが貫かん通つうした腕から噴ふき出す血は止まっていなかった。すぐに死ぬような傷ではない。しかし、このまま放っておかれれば、たぶん死ぬ。そして、放っておくのがこの国だった。声をかけられたからといって期待などしない。だから返事もしない。

　弱者を助けてくれるヒーローなど、ここにはいないのだ。

「…………」

　期待はしなかったが、それでも目線だけは上げて相手を見た。

　雨の中だというのに、煙草たばこの煙が立ち上っているのが見えた。顔は──影かげになっていて、よく見えない。

「私は亡なくなられた君のご両親の友人だ」

　そんな声が鼓こ膜まくを揺ゆさぶった。

　両親の友人……それでも、まだ期待感は湧わいてこない。この国に取り残されて以来、期待しては裏切られる、その繰り返しだったから。

「一いつ緒しよに日本へ帰ろう」

　相手がまた言った。

「この国はもうじき滅ほろぶ」

　醒さめた口調と、それとは裏腹に差し出された手。

　その手を握にぎることはしなかった。

　期待して裏切られること──。

　それが怖こわかった。けれど、いまになって思い返してみれば、だ。

　裏切られることが怖いと思う感情。

　それはすでに期待していることと同じだったのかもしれない。




　　　　※




　そうして、日本に連れて来られた。

「日本語は思い出せそうか？」

　初めての家、初めての部屋、初めての人間関係。

「君は近くの中学に通うことになるが……私は家を空けることが多い」

　そして──新たな二人の家族。

「分からないことは全すべて、美ミ奈ナ実ミに聞いてくれ」

　あまり生活臭くささが感じられないリビングルームで。

　澄すんだ眼まな差ざしをした一人の少女が自分をじっと見つめていた。
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　　　　１




　燃やされた家はもちろん元には戻もどらない。

　残された所持品といえば、元々身に着けていた学校の制服と、アパートの外に停とめてあった愛用の自転車だけ。

　幸い、父の行きつけのバーのマスターが、次のアパートが決まるまで居い候そうろうしても構わないと言ってくれたので、当座の住居は何とかなった。が、それでも落ち込む。全ぜん焼しようしたアパートのことを思い出すだけで落ち込む。

　しかも、あれ以来、あの人とも連れん絡らくが取れない──。




　　　　※




「まあ、新しく家が見つかるまで、しばらく居るのはいいけど……」

　そう言って、マスターが差し出したお茶ちや碗わんには炊たき立てのご飯が盛られていた。

　場所はマスターの自宅マンション。リビングの広さはそれほどではない。元々マスターは一人暮らしなのだそうだ。ここに何人もの人間が転がりこむと、当然、部屋は狭せまく感じられる。しかし、もちろん愚ぐ痴ちなど言わない。愚痴どころか、完全な善意で自分たちの同居を認めてくれたマスターには本当に感謝だ。

　ただ、それはいいのだけれど──。

「この子、友達なの？」

　あきれたようにリンカにたずねるマスターが視線を向けた先には、一人の少女がちょこんと座っていた。

　以前に見たときとはずいぶん服装が違ちがう。ごくごく当たり前のＴシャツにホットパンツ。

　名は黒くろ井い小こ節ぶし。

　天下の大おお泥どろ棒ぼう……とまでは言わないが、怪かい盗とうブラック・フィストを名乗り、散々リンカのことを痛めつけてきた少女だ。

　その小節はマスターの手から茶碗を躊ちゆう躇ちよなく受け取ると、「てへっ」と妙みように可愛かわいらしく微笑ほほえみ、

「宿敵ライバルです」

「ライバルじゃない！　なんで居んの!?　誰だれのせいでこうなったと思ってんの!?」

　あまりと言えばあんまりな小節の返答に、リンカは全力で突つっ込んだ。

　あの事件から、今日でもう三日が過ぎた。

　前述の事情により、マスターの家に転がりこませてもらった父とリンカ、そして、リンカが預かっている空飛ぶペンギンのペギィだったが、あのあと、二人と一いつ匹ぴきだけでなく、この小節までなぜかリンカたちにくっついて来たのである。

「別に……」

　その小節はリンカの言葉に対し、曖あい昧まいに言い淀よどんだあとで、ちらっと視線を横に滑すべらせた。そこには、マスターが作った味噌みそ汁しるをすすっている父の姿がある。

「ん？」

　視線に気づいた父が小節のほうを見ると、どういうわけか、小節の頰ほおが少し赤くなった。

　そうして、小節は急に早口になると、

「家燃やしたのはあのサングラス野や郎ろうじゃん」

　直接燃やした、という点からすればそうだ。けれど、あのヤクザをけしかけたのは、こいつじゃなかったか？

「あのね……」

「あ、謝れってんなら、謝るけど」

　リンカがなおも突っ込もうとすると、顔を赤くした小節は小節でさらに口調を速めた。

「あたしは東アズマにあの女のことを聞くまで帰らねーから」

　また、勝手なことを──。

　そう思うリンカだったが、そこで父までがこう言った。

「まあ、東はともかく……あの化け物のことが気になるのは俺も同じだが」

「ですよねっ」

　喜々として小節が父の言葉にうなずく。リンカも今日になって気づいたことだが、この子、父に対するときだけ態度が違う。別に何か企たくらんでいるというふうには見えないのだが、とにかく違う。あの騒そう動どうの最さ中なか、頭でも打ったのだろうか？

　いやまあ、それはともかくだ。

「確かに私も事情は聞きたいけど……」

　浮うき浮きと父の姿を瞳ひとみに映している小節のことを問い詰つめるのはあきらめて、リンカもつぶやいた。

「でも、あの日は結局何も言わずに消えちゃったし……」

　そういうことなのである。

　京キヨウ太タ郎ロウとはあの事件の日以来、リンカも話をしていない。携けい帯たい電でん話わも繫つながらなかった。リンカとしては父が口にした化け物のこと以上に、あの女……いや、少女か？　彼女のことも気になる。あのときの彼女の口ぶり、京太郎の態度。間ま違ちがいなく互たがいが互いをすでに知っている反応だった。

　──誰なんだろう？

　そう思うたびに、なぜか胸の奥がざわざわする。どうにも落ち着かない。

「それでな、リンカ」

　朝の食しよく卓たくを前にリンカが考えこんでいると、父がまた口を開いた。

「悪わりぃとは思ったが、知り合いの情報屋を使って、勝手に東の経歴を調べさせてもらった」

「え……？」

「それによりゃ、アイツは少年時代に……海外で両親を亡くし、内戦国に取り残されていた過去がある」

　内戦国……？




　　　　※




　どれほど大きな事件が発生したとしても、大多数の人の日常は大して変わらない。

　江え戸ど山やま会かい内部で発生した抗こう争そう事件（あくまでも表向きの発表は、だが）は、その後、警察も出動し、新聞の紙面もにぎわせるほどの大事件となっていた。が、だからといって、無関係の人々の生活を変えるには至らない。

　多くの人間は、それが実際に自分自身を脅おびやかす存在にならない限り気にしないものだ。気づいたときにはすでに手て遅おくれになる、ということを頭では理解していたとしても。

　その日、リンカはケガをした体を抱かかえて、平常通りに登校した。

　父やマスターからはしばらく学校を休むことを勧すすめられたのだが、どうしても京太郎に会って話をしたかったのである。

　学校はいつも通りだった。

　ここ最近、頻ひん発ぱつしている怪かい事件の影えい響きようなど、ここではあまり感じられない。もちろん噂うわさ話ばなしの種として盛り上がっている生徒たちはいくらでもいたが、所しよ詮せんは他人ひと事ごとだ。実際に多くの事件に関係しているリンカからすると、どこか妙な感覚を覚えてしまう。まるで、自分一人がこの学校の中で別の世界にいるような、そんな感じ。

　昼休みになってから、二年の校舎に行ってみた。

　クラスがどこかは知っている。２のＢ。出席番号１番、東京太郎。

　開けっ放しになっていたドアからひょこりと顔をのぞかせると、リンカは手近なところにいた上級生に声をかけた。

「あの……すみません」

「へ？」

「東さんって、います？」

「東？　何日か来てないけど」

　その上級生は最初、リンカの質問に対して、ごく普ふ通つうに答えてくれたのだが、不意に首をひねると、

「アンタ……もしかして、アイツの彼女!?」

　とたんに教室の中にいた他ほかの上級生たちも振ふり返った。男女含ふくめて、わらわらとリンカのところへ近づいてくる。

「東の彼女!?」

「キャー！　……ムカツク」

「一年生？　カワイイイッ！」

「その髪かみ、地毛!?　名前は!?」

　──ひいいいいいっ！

　上級生のクラス、こええええっ──。

「サ……サヨナラッ！」

　あまりのプレッシャーに、リンカは一歩、二歩と後ずさりすると、勢いよく頭を下げた。顔を上げるなり、くるりと回れ右して廊ろう下かを走り出す。

「あ、逃にげたっ！」

「こらー、彼氏に言いつけんぞーっ」

　だから、彼氏でもなければ、彼女でもない！

　大体、彼女と言うなら、

『私と来い、京太郎』

　どう考えても、あっちのほうが怪あやしい。

　事情はさっぱり分からない、会うこともできない。というか、いま、どこで何をしているのかも摑つかめない。

　もしかすると、いまごろ、あの子と──。

「あ～っ！　なんかモヤモヤする！」

　叫さけびながら、リンカは廊下を駆かけ抜ぬけた。







「──てか、お前」

　浮かない気分のまま放課後を迎むかえ、一度マスターのマンションに帰ってから、バイト先の喫きつ茶さ店てんに顔を出してみると、なぜか、その子が窓まど際ぎわの席に座ってパフェを食べていた。

「ケガしてて、よく働くよなぁ」

　あきれたように言って、バニラアイスをぱくりと口に含んだのは、言わずと知れた怪盗ブラック・フィスト。黒井小節。

「うわあっ！　なんで、ここにもいんの!?」

　驚おどろきのあまり、リンカはその場でひっくり返りそうになった。

「大だい丈じよう夫ぶ？　やっぱりまだ休んでたほうがいいんじゃ……」

「い、いえ、やらせて下さい！　新居のお金が必要なんです」

　心配げに声をかけてきた喫茶店の店長にそう断っておいてから、リンカはひそひそと小節に話しかけた。

「あの……東さんなら、いないけど……」

「みたいだな。まあ、コイツを見せてやろうと思ってよ」

　時間帯が中ちゆう途と半はん端ぱなせいか、店内には小節以外の客はほとんどいない。

　カウンターのほうを振り返ってみると、グラスを磨みがいていた店長が「いいわよ」とでも言うように微笑んでうなずいてくれたので、リンカも仕事の手を止め、小節が手持ちの鞄かばんから引っ張りだした「それ」に目をやった。学校のアルバム……だろうか？

　小節のほうはぱらぱらとページをめくりながら、

「オジ様から朝聞いた情報を、あたしなりに調べ直してみたんだよ」

　……オジ様？　父のことか？

「やっぱり、あの女、東の義理の家族だった」

　断言したあとで、小節がリンカに見せてくれたのは、とあるクラスのページだった。

　そこには生徒一人一人の写真が名前付きで並んでいる。

　その中には、確かに彼女がいた。あの夜に会ったときとはもちろん印象が違ちがう。しかし、間違いない。面おも差ざしが似ている。名は──東美ミ奈ナ実ミ。

「東を引き取った養父の娘むすめみたいだな」

「でも……」

　リンカは首をかしげた。

「東さん、確か一人暮らしのはずじゃ……」

「いまは父親ともども失しつ踪そう中だとさ」

　肩かたをすくめてリンカの疑問に答えたあとで、小節はどういうわけか不敵な笑えみを浮かべてみせた。

　そうして、

「だが、この親子、相当怪しいぜ」

「え？」

「普通こういうのは、身元が割れてりゃ芋いもづる式に本人の情報が集まってくるもんなんだよ。けど、こいつらにはそういうのが全くねぇ。特に父親のほうなんか、意図的にデータが消されてて、いくら調べても経歴が出てこねぇ」

「……どういうこと？」

「何かを始めようとしてるってことさ。ヤバそーな匂においがプンプンするぜ」

　何か……それはやはり、あの夜に起きたこととも関かかわりがあるのだろうか。

『我々はこの世界を変える』

　あの晩、京太郎に美奈実と呼ばれたあの子は、そんな言葉も口にしていた。世界を変える？　どうやって？　いや、というより、何をするつもりなのか？

「…………」

　リンカが口を閉とざし、考えこんでいると、その顔を横目で見ていた小節が「ふん」と小さく鼻を鳴らした。食べかけだったパフェに手を伸のばし、再び笑いを含んだ口調で、

「東の野や郎ろうもいまごろ合流してよろしくやってんじゃねーか？」

「！」

「元は家族なんだし。あんときも、あの女に誘さそわれたのはあいつ一人だしな」

　ダブルパンチに等しかった。

　それはリンカも心の片かた隅すみで考えていたこと──。

　ただ、それでも、リンカはかぶりを振り、

「そんなはずない。東さんがあんな、犯罪に関わるような人たちと……」

「何でそう言いきれる？　結局お前、アイツのこと大して知らねーじゃん」

「そ、それは、そうだけど……」

「大体、自じ称しようヒーローなんて、世間の奴やつらから見れば、胡う散さん臭くささは変わらないぜ。儲もうけにもならないことを勝手にやる──お前、そもそも、その時点でアイツのことをおかしいと思わなかったのかよ？」

　畳たたみかける小節。

　リンカもそれ以上は言い返せなかった。







　日が落ちた。

　喫茶店はもう閉店時間。元々、そんなに遅おそくまでやっているような店ではない。隣となりにある美術館に立ち寄った際の休きゆう憩けい場所というのが、この喫茶店のコンセプトだ。美術館が閉館になれば、客足も途と絶だえるので、遅くまでやる意味はあまりないのである。

　店内の片付けを終え、店長に挨あい拶さつしてから、リンカは店を出た。

「ぺー」

　この声はあの空飛ぶペンギンのペギィ。喫茶店に生き物を連れてくるのは良くないが、居い候そうろうさせてもらっているマスターにこの子の世話まで押し付けるわけにはいかない。特にこの時間はマスターも仕事に出るというので、バイト先の店長に頼たのんで、喫茶店の更こう衣い室に置かせてもらっていたのである。

　あの火災で残った所持品、愛用の自転車にまたがり、リンカは道を走りだした。

　ただし、向かう方向はいまの住居になっているマスターのマンションではない。

　──そりゃ普ふ段だんから奇き行こうが目立つ人ではあるけど。

　頭の中では、ついさっき小節から言われた言葉が渦うず巻まいている。

　──おっしゃる通り、付き合いだって浅いし。

　ただ、それでも、とリンカは思うのだ。いや、思いたいと言ったほうがいいか。

『これからも力を貸してほしい』

　今度は以前、京太郎に言われた言葉が脳のう裏りに蘇よみがえった。

『半年前に出会ってから、君は僕のヒーローなんだ』

　とにかく。

　いまは会って話をしたい。その結果がどうなろうとも。

　──どこにいるの？

　胸のうちでつぶやきながら、リンカは街を走り続ける。




　　　　２




　建設途と中ちゆうとはいえ、やはりスカイツリーの威い容ようは群を抜いていた。

　完成すれば高さは６００メートルを軽く超こえるという。間ま違ちがいなくこの近辺の目玉スポットになるのだろう。というより、いまでさえ、道の途中で足を止め、その姿を仰あおぎ見ている観光客の姿もある。

　そんなスカイツリーが比ひ較かく的てき近くに見える橋の上で、一人の青年が佇たたずんでいた。

　もっとも、こちらはスカイツリーの方角に目を向けていない。橋の手すりに手をかけ、ぼんやりと見ているのは川の水面。体格はすらりとしている。少しくせ毛になった黒くろ髪かみが目立つ。

　リンカが捜さがしていた東京太郎である。

「…………」

　道行く人が怪け訝げんそうに振り返っても、京太郎は気にも留めなかった。その静かな眼まな差ざしはじっと眼下に据すえられたままで動かない。

　そのまま、どれくらいの時間が過ぎたのだろうか。

　すでに光を放っていた街灯が一いつ瞬しゆん明めい滅めつしたのをきっかけに、初めて京太郎は身じろぎした。

　今度は視線を上げ、ネオンによって星の光がさえぎられた夜空をじっと見つめる。

　そうして、一つ息をつくと、京太郎はようやくその場から歩きだそうとした。

　が、そのときだった。

「……やっと見つけたぜ」

　低く籠こもった声が京太郎の鼓こ膜まくを撫なでた。もっとも、京太郎は最初その声が自分に向けられたものだとは気づかなかった。完全に無視して歩き去ろうとしたほどである。が、相手がそうさせなかった。

　京太郎が歩きだそうとした方向に廻まわり込むと、その相手は正面にたちはだかり、そして、あろうことか、たまたま通りかかった見知らぬ主婦らしき女性の髪を鷲わし摑づかみにした。

　そして、女性の口元に当てられるナイフ。

「ひっ……」

　女性が悲鳴をあげた。

「なっ？」

　さすがにこれには京太郎も足を止めさせられた。そして、やっと目の前に立った男の正体に気づいた。サングラスをかけたその姿──見覚えがある。確か、名前は米め良ら山やまだったか。あの仏ほとけ田だ組の組長、仏田と共に行動していたヤクザ。物を発火させる超能力ＥＳＰを持ち、京太郎とも以前やり合ったことがある。

「テメー、あのカラス野郎だろ。──おい！　動くんじゃねえ！　テレポートしやがったら、このババア、燃やすぞ！」

　反射的に米良山の背後へ瞬しゆん間かん移動しようとした京太郎も、その言葉で完全に釘くぎ付づけになった。

「テメーの次はあの白い女とオッサンだ。まずは居所から教えろ！　復ふく讐しゆうの炎ほのおで全員、丸焼きにしてやるっ！」

　そう言われて、はいそうですか、と居所を教えるような馬ば鹿かがいるはずもない。

　ないのだが、だからといって、このままにしておくわけにもいかなかった。

「な、なんだ!?」

「ケンカか？」

「きゃあっ、ナイフ持ってるわよ！」

　周囲の通行人も異変に気づいて騒さわぎ出した。しかし、それでも米良山に動どう揺ようは見られなかった。いや、動揺していないというより、そちらを全く意識していない。サングラス越ごしでも分かる。鬼おにのような形相。完全に頭に血が上っている。

　京太郎の額にも冷や汗あせが浮うかんだ。

　ヤクザという人種はああ見えて、採算の合わない暴力を振ふるったりしないものだ。が、いまのこの男にはその種の自制心も働いていないのだろう。京太郎から受けた仕打ちをよほど恨うらんでいるのか、あるいは、組織の計画を潰つぶされたことへの復讐か。いずれにしても、いまの米良山は何をしでかすか分からない。

　動けないまま、京太郎の視線だけがあちこちに向けられた。なんとか相手の隙すきを──そう思っての行動だったが、そこで、京太郎は気づいた。

「人ひと質じちを取ってるぞ！」

「警察に通報しろ！」

　騒ぐ周囲の人々の向こうから。

　京太郎もよく知っている人ひと影かげが素す早ばやくこちらへ駆かけ寄ってくる。位置は女性を人質にした米良山の背後。

　その人物は米良山の真後ろに立つと、そこで、一度ぴたりと足を止めた。着ていた制服のポケットから伸しん縮しゆく式の警棒を取り出す。シャキンという音と共に伸びる警棒。そして、

「……やっと見つけた」

　ついさっき米良山が口にしたのとほぼ同じ言葉を、その少女がつぶやいた。が、それで米良山にも気づかれた。

　今度はゆっくりと歩いて、少女が米良山に近づく。

　瞬間、米良山が振り向きざまにナイフと、そして、自身の超能力ＥＳＰで生み出した炎を横よこ殴なぐりに叩たたきつけた。

「灰ハイヤアアアアアアアアアアッ！」

　少女の顔面に迫せまるナイフと炎。

「…………」

　しかし、ナイフも炎も、険しい表情を浮かべている少女の顔を捉とらえることはなく、するりとすり抜ぬけた。




　　　　※




　──必ず会えるという確信があったわけではない。

　確信どころか、完全に当てずっぽうだった。ただ、あの夜、事件が起きた場所。スカイツリーが見えるこの近辺なら、もしかしたらと思っただけのことだ。ひょっとすると、その……東さんだって、あの美奈実という子のことを捜しているのかもしれないし。

　もちろん、そのことを考え始めると、妙みように胸の奥にモヤモヤとしたものがこみ上げてくるリンカだったが。

　けれど、大当たりだった。

　人が騒ぐ声に気づいて、駆け付けてみると、彼はそこにいた。

「灰ハイヤアアアアアアアアアアッ！」

　米良山が振るったナイフと炎。

　だが、リンカはそれをあっさりと自分の透とう過か能力ですり抜けると、ナイフを握にぎった米良山の右手を摑つかんだ。手首をひねり、関節を極きめ、流れるような動きで相手の横っ面つらに警棒を叩きつける。

「ぶっ！」

　米良山がのけぞったところで、今度は肘ひじの裏にもう一発。ナイフを持った米良山の右みぎ腕うでを強制的に内側へ曲げさせる。

　ザスッという、刃やいばが肉を貫つらぬく音が間近で聞こえた。腕を折り曲げさせられたことで、米良山のナイフが米良山自身の肩かたに突つき刺ささったのである。

「がああああっ！」

　たまらず悲鳴をあげる米良山。が、そのときにはリンカの視線は正面にいた米良山ではなく、その向こうにいた彼、すなわち東京太郎に向けられている。

「リンカさん!?」

「何やってたんですか、東さん」

　目を丸くする京太郎に対して、リンカは声をかけた。いくぶん声こわ音ねに拗すねたような響ひびきが混じっていたことは、自分でも否定できなかった。

「テ、テメっ……」

　肩にナイフを突き立てた米良山がそれでもリンカに摑みかかってくる。

　──うるさい。

　いま大事な話をしてるんだから、邪じや魔まするなっ──。

　米良山の左手に摑まれた自分の右手をくるりと捻ひねると、リンカは再び相手の関節を極めた。動きが取れなくなった米良山を横に大きく振り、

「心配して捜したんですからっ！」

　もちろん、この言葉は米良山などに向けられたものではない。

　京太郎に向けた言葉だ。

　ほとんど怒ど鳴なるような口調で言いながら、リンカは関節を極めた米良山を近くにあった橋の手すりに叩きつけた。

「ぐげっ！」

　顔面から手すりに突っ込み、そのまま気絶する米良山。

　途と端たんに周囲の通行人から「おおっ！」という歓かん声せいがあがった。

「すげーっ！」

「倒たおした！」

　そんな称しよう賛さんの声に包まれながらも、リンカの視線はあいかわらず京太郎にじっと注がれている。

　驚おどろきの表情を浮かべていた京太郎も、これには目をしばたたかせ、自分の額を指でかいてみせた。
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　ひとまず、落ち着いて話ができる場所に移動しようということで──。

　二人が選んだのは近くにあった浅せん草そう寺じ山門の屋根の上だった。もちろん、普ふ通つうならこんなところに簡単に上ることなどできない。京太郎の瞬間移動があればこそである。

　気絶した米良山も両手をスカーフで縛しばり上げて、一いつ緒しよに連れてきた。いまは同じ屋根の上に転がしてある。悪意ある能力者をそのまま警察に引き渡わたしても、それほど意味がない。以前、警察に捕とらえられたはずの小節があっさり行動の自由を取り戻もどしていたように。とりあえずは目の届くところで監かん視しするしかないだろう。

　屋根の上から見える浅草寺の敷しき地ち内に人影はなかった。

　時刻はもう完全に夜である。しんとした夜気が空も地上も包みこんでいる。

「彼女にあったのは二年ぶり──父親と一緒で、ずっと行方ゆくえ不明だったからさ……」

　屋根の上に座りこみ、しばらく無言だった京太郎が事情を語りはじめたのは、空にかかる月がほんの少し雲の陰かげに隠かくれたときだった。

「ただ、彼女を最後に見た日……泣いてた」

　つぶやくようにそう言った京太郎の口調は、周囲に漂ただよう夜の空気と同じで、どこまでも静かな響きを含ふくんでいた。

　隣となりに座ったリンカはちらりとそんな京太郎の横顔に目をやった。

「泣いてた理由はいまも分からない」

　京太郎の言葉が続いた。

「元から無口な子だったし。僕らは普ふ段だんあまり話さなかったし。もしかしたら、二年前のあのときから何かが始まっていたのかもしれないけど」

「何かって──」

　リンカは口を挟はさんだ。

「ＥＳＰに関かかわること？」

「おそらく」

　と、京太郎は小さくうなずき、

「この間、僕らの前に現れた化け物にしたって、多数の目もく撃げき情報があるにもかかわらず、足あし跡あとはおろか、街頭の防犯カメラにも映ってなかったらしいし。大体、あんな巨きよ大だい生物が実在するわけないし……きっと、ＥＳＰを使った幻まぼろしみたいなものなんだと思う」

「あれも超能力？　いったい誰だれが？」

「たぶん仲間の一人さ。悪いことができるような子じゃなかったんだけど……」

　そこで、京太郎は軽く息を吐はきだした。

　目線を屋根の上に座った自分の足元に向け、

「だからこそ──彼女を捜さがし出して、色々事情を聞きたかった」

　最後の言葉はそれまで以上にしんとした気配をたたえていた。

　わずかに下を向いた京太郎の横顔に陰いん影えいが生まれている。

　それをしばらく見ていたリンカは、やがて前を向き、体を丸めるようにして自分の膝ひざを抱かかえ込んだ。

「ペギョー」

　この声は京太郎でもリンカでもない。ペギィだ。何か気になることでもあるのか、屋根の上に転がされている米良山の顔を覗のぞき込んでいる。

　その声を聞きながら、リンカは胸の内でつぶやいた。

　──一緒に住んでいた家族、か。

　そりゃ東さんが気になるのも当然だよな──。

　だから、捜していた。あの日からずっと。うん。それはよく分かる。分かるのだが、

　──でも、やっぱすごくモヤモヤする。

　理り屈くつではない。感情の問題だ。京太郎はあの少女のことが気になるから捜していた。リンカには何も言わず、一人で。……そう、一人で、だ。なぜかは分からないが、それが嫌いや。事情はある程度理解したが、そういうことはこの人にしてほしくない。

「……だったら」

　不意にリンカの口からそんな言葉が飛び出した。

「捜すの、手伝いますよ」

　京太郎が「え？」と少し驚いたような声をあげ、リンカのほうを振り向いた。その視線にむしろリンカのほうがあわてた。たったいま口にした自分の言葉──整理のつかない感情に押し出されるまま、つい言ってしまったものだった。しかも、どうしてそんなことを言う気になったのか、自分でもあまり理解していない。焦あせって、思いつく限りの「理由」をリンカは探す。

「今まで通り、光る魚やＥＳＰの犯罪を追っていけば、きっと辿たどりつくだろうし……」

　……あまり理由になっていない気がする。

　頰ほおに感じる京太郎の視線。

　リンカは少し顔を赤くして、さらに言い募つのった。

「東さんだけじゃ……危なくて放ほっとけないですから」

　これは本心だろうか？　本心のような気もするし、本心ではないような気もする。自分でもよく分からない。

　ただ、その言葉が決して無意味ではなく、無意味どころか、相手の心を揺ゆらす何かを持っていたのは確かなようだった。

　じっとリンカの顔を見つめていた京太郎が、不意に微笑ほほえんだ。再会してから初めて見せてくれた笑え顔がおだった。

　そして、京太郎はこう言った。

「君は……やっぱり僕のヒーローだ」

「え？」

「覚えてない？　半年前のこと」

　半年……前？
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　──仕方のないことだ。

　そのとき、京太郎はずっとそう思っていたのだという。

　半年前、まだ京太郎が瞬しゆん間かん移動の能力を得ていなかったころ。

　街で肩がぶつかったヤンキーにからまれ、京太郎は殴なぐる蹴けるの暴行を受けた。通りかかった人間は誰も助けてくれなかった。当然だ。誰だって、巻き添ぞえになったり、逆に自分が暴力の対象になったりするのが怖こわい。だから、これは仕方のないこと。

　結局、この世界はどこも同じだ。

　弱者を助けてくれるヒーローなんていない──。

　だが、そこに一人の少女が現れた。

　まったく無関係の少女。京太郎とは縁えんもゆかりもなかった彼女。

　しかし、彼女は一方的な暴行を続けていたヤンキーに近づくなり……。




　　　　※




「いきなり、ドカーンと、背後から蹴りを一発……」

「え、えええええっ？」

　唐とう突とつな京太郎の告白に、リンカはのけぞりそうになった。半年前に出会っていた──以前、京太郎が口にしていたのはこのことだったのか。気になっていたことをようやく聞かせてもらえた。

　それはいいのだが、

「そ、そんなことありましたっけ……？」

　どうにも記き憶おくを呼び起こせないリンカがおそるおそるたずねると、京太郎のほうはクスリと笑った。

「たぶん君にとっては『当たり前のこと』にすぎなかったんだろうね」

「へ？」

「だから、覚えてない」

　でも、僕にとってはそうじゃなかった──と、京太郎は言葉を重ねた。

「あのとき、僕自身でさえ、自分を殴る男の気が済むのを待つしかないってあきらめてた。けど、あの場に現れた君は、事情もリスクもすっ飛ばして、ただ僕を救ってくれた」

「えっと……」

「まるで、奇き蹟せきのヒーローみたいに、さ」

　この直球すぎる発言にはリンカの顔が真っ赤になった。

「そ、そんな──私、東さんが思うような正義漢ってわけじゃ……」

「そう？」

「そう、ですよ……」

　結局はこれも感情論だ。

　非道なやつを見ると、無む性しように蹴り飛ばしたくなる。

　ただ、それだけの話。

　しかし、リンカがそう言うと、京太郎はますます楽しげに笑った。

「十分ヒーローだと思うけどね、それ」

「だから、違ちがいますってば。ていうか、話をそらさないでください」

「話？」

「東さん一人で行動するのは危なっかしくて見てられない、って話だったはずです」

「奇蹟ミラクルっ！　それってつまり、やっと僕と一いつ緒しよに本気でヒーローをやってくれる気になったってこと？」

「は？　え、あ、いや……」

　だが、言い淀よどんだところで、リンカも「待てよ」と思い直した。

「う、う～ん。そうだな～」

　しばし考えこんだあとで、

「じゃ、とりあえず一つ約束してください」

「なに？」

「どんな事情があっても、私を置いていかないで」

　──あいかわらず。

　この人のことも、正義のヒーローもよく分からない。

　ただ、何かが起こるというのなら、やっぱり不安だし。

　それに──。

「約束、してくれます？」

　リンカが念を押すと、一いつ瞬しゆんぽかんとした表情を浮うかべていた京太郎はニコリと笑った。

「もちろん！」
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　力強く、そして、心の底からうれしそうにうなずいたあと、京太郎は不意にどこからともなく例の仮面を取り出した。

「何にしたって、僕は君とのヒーロー活動、一筋だしね！」

　仮面をかぶるなり立ちあがって、その場から走りだす。しかし、ここは屋根の上だ。走って屋根を飛び出した先にあるのは、何もない空間。

「わ─────っ！　東さんっ！」

　思わず叫さけぶリンカだったが、その瞬間、地上へ真っ逆さまに落下していた京太郎の姿がふっと視界から消えた。そして、背後から聞こえる声。

「はい？　呼んだ？」

　瞬間移動した京太郎がリンカの後ろに立っている。

「うわっ、って、何がしたいの!?」

「いや、何か飛びたくなって」

「意味分かんない……」

　やっぱり放っておけない。というか、野放しにできない。

　だけど──。

　自分と半年前に出会っていたという、この人。自分のことをヒーローだと言ってくれる人。

　そんな人が、自分が初めて超ちよう能のう力りよくを得たとき、そばにいてくれた。その後もずっと一緒に行動してきた。

　それはある意味で奇き妙みような縁であり、また、ある意味において、とてもラッキーなことだったのかもしれない。

　超能力のこと、あの美奈実という少女のこと、ペギィのこと。

　いまは分からないことだらけ。けれど、予感はある。この東京で何かが起ころうとしていることだけは。

「よし！　じゃあ、明日あしたからのヒーロー活動に向けて、今日はじっくり語り合おうっ！　リンカさん！」

「いや、だから……」

　不安はある。モヤモヤとした気持ちもある。

　しかし、この人が自分との約束を守ってくれるのなら。自分を一人にしないのなら。

　何とかなるかもしれない。

　──これだけは噓うそ偽いつわりない本心、かな。

　うれしそうにまとわりついてくる京太郎の姿を見ながら、リンカはそんなことを思った。

　雲が晴れて、空の月が顔をのぞかせる。

　淡あわい月光の下で、街がゆっくりと夜の眠ねむりにつこうとしていた。
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　──ところで。

「そういえば……どうします？　このヤクザ」

　しばらく存在を忘れていた「それ」のことをリンカが思い出したのは、京キヨウ太タ郎ロウとの話がまとまった直後だった。

　屋根の上で縛しばられ、気絶したままの米め良ら山やま。

　そばにはペギィがいる。

　このまま警察に引き渡わたすのは危険だが、かといって、いま居い候そうろうさせてもらっているマスターのマンションに連れて帰るというわけにもいかない。これ以上、迷めい惑わくをかけられない。

「そうだね」

　カラスの仮面をかぶった京太郎も首をひねって考えこんだ。

　と、そのとき、

「うっ……」

　気絶していたはずの米良山がうめき声をあげた。目を覚ましたようだ。

「テ、テメエら……！　どこだ!?　ここ！」

　すぐにリンカと京太郎のことにも気づいたらしく、米良山は身をよじって暴れ出した。しかし、そこで予想外のことが起こった。

「くそっ！　こんなスカーフなんざ……！」

　あるいは米良山自身も意識しての行動ではなかったのかもしれない。

　ただ、寝ね転ころがったままジタバタともがいた結果、思わずといったふうに前へ突つき出してしまった米良山の足の先に。

　ペギィがいた。

　そして、ドカッという米良山の足がペギィの頭を蹴ける音。

「！　ペ……ペガアアアアアアアアアアアッ！」

　蹴られたことに腹を立てたのか、ペギィが咆ほう哮こうした。いや、それだけならいい。問題なのは、ペギィが叫んだ瞬しゆん間かん、あの夜に仏ほとけ田だのマンションで起こった出来事が再現されたということだ。

「!?」

　ペギィの体から影かげが生まれた。鮫さめを思わせる巨きよ大だいな影。影は生まれると同時に、ペギィを蹴った米良山に襲おそいかかる。その体内に頭を突っ込み、光る魚をくわえて引きずり出す。そして、鮫がくわえた魚をさらにペギィ自身が丸まる吞のみにしてしまう。

　──また!?

　リンカと京太郎が目を見張ったとき、今度は突とつ然ぜん、米良山が叫んだ。

「あ……ああっ!?　なんだ!?　火が……火が出ねえっ！」

　おそらく自分の両手を縛るスカーフを超能力の炎ほのおで焼くつもりだったのだろう。しかし、その炎が出ない。

　これは──。

「テメエら！　いったい何をっ……へぎゃっ！」

　騒さわぎ、再び暴れだそうとした米良山を、リンカが警棒の一いち撃げきで黙だまらせた。だが、この際、この男のことはどうでもいい。

「まさか……」

　崩くずれ落ちた米良山から視線を外し、リンカはペギィのほうを見た。もう鮫の影は消えている。

「ＥＳＰを消せる……？」

　ひょっとすると、だ。

　何かが起こりつつある、この東京の街。

　その何かを防ぐキーとなりうるのは、自分でも京太郎でもなく。

　最初に出会った、この一風変わったペンギンなのかもしれない。


〈了りよう〉









　あとがき







　まずは、お忙いそがしい中、ノベライズの監かん修しゆうを行ってくださった瀬せ川がわはじめ先生、そして、関係者の皆みな様さま方に厚くお礼申し上げます。




　初めまして。

　八や坂さか圭けいと申します。

　今回縁えんあって、月刊少年エース連れん載さいの漫まん画が「東京ＥＳＰ」のノベライズを書かせていただきました。瀬川はじめ先生の漫画といえば、以前アニメ化された「喰が霊れい」を想起される方もいらっしゃると思いますが、こちらの「東京ＥＳＰ」もアニメ化が予定されています。どんなアニメになるのか、待ち望んでいたファンの方も多いのではないでしょうか。かくいう私もその一人です。画面の中で元気に動くリンカたち、見てみたいですよね。特に主人公のリンカは可愛かわいくもあり、格かつ好こよくもあるキャラクターだと個人的には思っているので、本当に楽しみです。

　ノベライズに関しては、基本は原作漫画沿い、部分部分でアニメのシナリオ沿いという形で進行させていただきました。巻数（話数）で言えば、漫画では２巻まで、アニメでは４話から５話辺りまでのノベライズとなっています。なお外伝的なものではないので、その点はご注意ください。

　それでは、原作漫画の続きとアニメの放送を心待ちにしつつ。








２０１４年５月28日　八坂　圭　　



















★カバーイラスト

　原画／滝山真哲

　仕上げ／石原智美

　色指定・検査／油谷ゆみ

　背景／美峰

　３ＤＣＧ／丹治寛樹

　特効／山崎千恵

★カバー・口絵・本文デザイン／福田功（imagejack）

★口絵２（初出：キービジュアル）

　原画／滝山真哲

　仕上げ／油谷ゆみ

　背景／美峰

　特効／山崎千恵

★口絵３（初出：キービジュアル）

　原画／滝山真哲

　　　　石原 満

　仕上げ／油谷ゆみ

　　　　石原智美

　　　　水野愛子

　色指定・検査／油谷ゆみ

　背景／美峰

　３ＤＣＧ／丹治寛樹

　特効／山崎千恵

★本文イラスト／夕仁
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